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第 32回日本医療薬学会年会

9 月 23 日（金・祝）	 第 4会場　(Gメッセ	2F　中会議室 201)

一般演題（口頭） 1 9:00 ～ 9:50

調剤・処方監査・外来薬剤師業務
座長：飯塚　誠 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

23-04-O01-1 調剤ロボットおよび調剤支援システム導入が及ぼす調剤インシデント及び処方介入への影響
中西　美怜、八木　達也、石田　卓矢、山本　知広、三浦　文美、大澤　志保、相曽　由起子、藤田　葵、山口　れな、 
伊藤　悠、曾布川　実里、袴田　美典、丸山　早織、三浦　基靖、川上　純一
浜松医科大学医学部附属病院薬剤部

23-04-O01-2 当院における入院処方箋の疑義照会調査と薬剤師の代行入力オーダーシステムの現状
橋本　知樹、眞継　賢一、濱口　良彦
関西電力病院薬剤部

23-04-O01-3 プロトコルに基づく薬物治療管理導入による入院前持参薬確認外来の業務効率化の取り組み
嶺　豊春 1、中川　博雄 1、橋詰　淳哉 2、兒玉　幸修 1、大山　要 1

1 長崎大学病院薬剤部、2 長崎大学病院安全管理部

23-04-O01-4 テレフォンフォローアップによるアドヒアランス向上に向けた取組と課題
安藤　美彩 1、岩切　智美 2、奥村　学 3、池田　龍二 2

1 株式会社サティスファーマとだか調剤薬局、2 宮崎大学医学部附属病院薬剤部、3 宮崎大学医学部附属病院医療安全管理部

YIA（Young Investigator's Award）セッション 1（学生） 10:00 ～ 11:00
座長：永野　大輔 ( 新潟薬科大学薬学部 )

YIA1-1 肝障害時の腎排泄型薬物の投与設計最適化を目指した OATP4C1 における胆汁酸 - 薬物相互作用研究
山内　碧 1、佐藤　紀宏 2、大竹　彩奈 2、公文代　將希 2、佐藤　裕 2、菊地　正史 2、山口　浩明 3,4、阿部　高明 5,6、 
前川　正充 1,2、眞野　成康 1,2

1 東北大薬、2 東北大病薬、3 山形大病薬、4 山形大院医、5 東北大院医、6 東北大院医工

YIA1-2 乳がん患者におけるカペシタビン誘発性手足症候群に対するプロトンポンプ阻害薬の予防効果
竹村　美穂 1、池村　健治 2、吉波　哲大 3、豊住　勇治 1、新谷　拓也 2、上田　幹子 1、島津　研三 3、奥田　真弘 2

1 大阪大学大学院薬学研究科、2 大阪大学医学部附属病院薬剤部、3 大阪大学医学部附属病院乳腺内分泌外科

YIA1-3 アピキサバン内服患者における出血症状に関する危険因子の解析
松田　清那 1、上島　智 1、平　大樹 1,2,3、田淵　陽平 2、小澤　友哉 4、伊藤　英樹 4,5、中川　義久 4、堀江　稔 4、 
寺田　智祐 2,3、桂　敏也 1

1 立命館大学薬学部、2 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、3 京都大学医学部附属病院薬剤部、4 滋賀医科大学循環器内科、
5 広島大学病院医療安全管理部

YIA1-4 CYP の網羅的阻害活性評価を基盤とするリトナビルの相互作用研究：DOAC と COVID-19 治療薬 
パキロビッドとの相互作用の可能性
爲本　雄太、保月　静香、佐藤　洋美、樋坂　章博
千葉大学大学院薬学研究院臨床薬理学研究室

YIA1-5 虚血再灌流による組織障害に対するコエンザイム Q10 乳剤の保護作用
池田　真由美 1、横山　さや香 1、八巻　義朗 1、佐藤　夕紀 2、柏木　仁 2、今井　俊吾 2、武隈　洋 3、菅原　満 2,3

1 北海道大学薬学部、2 北海道大学大学院薬学研究院、3 北海道大学病院薬剤部

YIA（Young Investigator's Award）セッション 2（社会人 1） 13:30 ～ 14:30
座長：鈴木　貴明 ( 千葉大学医学部附属病院薬剤部 )

YIA2-1 芍薬甘草湯による低 K 血症発見のための K 値測定のタイミング（第 4 報）
嶋田　沙織 1、伊藤　雅 1、本間　真人 1,2

1 筑波大学附属病院薬剤部、2 筑波大学医学医療系

YIA2-2 医療ビッグデータを用いたラモトリギン皮膚障害リスクに影響する併用薬の探索と多施設診療情報による検証
坂東　寛 1、合田　光寛 1,2、新田　侑生 3、中馬　真幸 3、小川　敦 1、櫻田　巧 1、桐野　靖 1、石澤　啓介 1,2,4

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学、3 旭川医科大学病院薬剤部、
4 徳島大学病院総合臨床研究センター

YIA2-3 腎細胞がん患者における血管新生阻害薬による蛋白尿発現のリスク因子とレニン - アンギオテンシン系 
降圧薬による低減効果の可能性
松本　彩子 1,2、山岡　健太 1、池末　裕明 1、平畠　正樹 1、橋田　亨 1、山崎　俊成 2、川喜田　睦司 2、室井　延之 1

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸市立医療センター中央市民病院泌尿器科

YIA2-4 心房細動を有する高齢者の特性と直接経口抗凝固薬の変更または中止の関連性の検討
石郷　友之 1、相神　智宏 1、片野　唆敏 2、矢野　俊之 3、小山　雅之 3,4、神津　英至 3、大堀　克彦 3,5、中野　敬太 1、 
藤居　賢 1、戸田　貴大 6、福土　将秀 1

1 札幌医科大学附属病院薬剤部、2 札幌医科大学附属病院リハビリテーション部、
3 札幌医科大学医学部循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講座、4 札幌医科大学医学部公衆衛生学講座、
5 北海道循環器病院循環器内科、6 北海道科学大学薬学部薬学科臨床薬学系臨床薬理学分野



知の融合で織りなす Society 5.0 の医療薬学

年
会
長
講
演

特
別
講
演 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
般
演
題（
口
頭
） 

23
(金・祝)

一
般
演
題（
ポ
ス
タ
ー
） 

23
(金・祝)

共
催
セ
ミ
ナ
ー 

23
(金・祝)

23
(金・祝)

YIA2-5 心臓移植後におけるエベロリムス開始後の血清 KL-6 値上昇のリスク因子解析
鈴木　悠平 1、折山　豊仁 1、山本　武人 1,2、高田　龍平 1、波多野　将 3、網谷　英介 3、辻　正樹 3、武城　千恵 3、 
小室　一成 3、小野　稔 4、鈴木　洋史 1

1 東京大学医学部附属病院薬剤部、2 東京大学大学院薬学系研究科医療薬学教育センター、
3 東京大学医学部附属病院循環器内科、4 東京大学医学部附属病院心臓外科

YIA（Young Investigator's Award）セッション 3（社会人 2） 14:30 ～ 15:30
座長：永田　将司 ( 東京医科歯科大学病院薬剤部 )

YIA3-1 抗 MRSA 薬とタゾバクタム／ピペラシリン併用による急性腎障害発生率の検討
山下　佑麻 1、川口　博資 2,3、櫻井　紀宏 3、中村　安孝 1

1 大阪公立大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪公立大学医学部附属病院医療の質・安全管理部、
3 大阪公立大学大学院医学研究科臨床感染制御学

YIA3-2 ESBL 産生腸内細菌科細菌に対する血液透析患者の遊離形 CMZ 濃度を用いた PK/PD に基づく最適投与法の
評価
並木　孝哉 1,2、横山　雄太 1,3、枦　秀樹 2、地引　綾 3、河添　仁 1,3、松元　一明 4、鈴木　小夜 1,3、中村　智徳 1,3

1 慶應義塾大学大学院薬学研究科医療薬学部門、2 東京ベイ・浦安市川医療センター薬剤室、
3 慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター医療薬学部門、4 慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座

YIA3-3 バンコマイシン 1 点採血による AUC 値およびトラフ濃度の腎障害発現予測性の後方視的検討
大坪　愛実、丹羽　隆、安江　萌夏、原田　紗希、山田　悠人、山田　未知、松岡　芹佳、山本　泰士、鈴木　昭夫
岐阜大学医学部附属病院薬剤部

YIA3-4 小児におけるアルベカシンの体内動態に発熱性好中球減少症が及ぼす影響について
都築　仁美 1、中馬　真幸 1、寺川　央一 1、寒藤　雅俊 1、岩山　訓典 1,3、山本　譲 1、久保　靖憲 1、神山　直也 1,2、 
眞鍋　貴行 1,2、田崎　嘉一 1,2

1 旭川医科大学病院薬剤部、2 旭川医科大学病院臨床研究支援センター、3 北海道科学大学薬学部

YIA3-5 COVID-19 患者におけるレムデシビルおよび主要代謝物（GS-441524）の薬物動態解析
室井　宏仁 1、入江　慶 1,2、中川　淳 3、田村　亮 1、江藤　正明 4、池末　裕明 1、橋田　亨 1,2、富井　啓介 3、室井　延之 1

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸学院大学薬学部、3 神戸市立医療センター中央市民病院呼吸器内科、
4 神戸市立医療センター中央市民病院臨床検査技術部

YIA（Young Investigator's Award）セッション 4（社会人 3） 15:45 ～ 16:45
座長：山本　武人 ( 東京大学大学院薬学研究科医療薬学教育センター )

YIA4-1 持続的血液濾過透析患者におけるレムデシビルの活性代謝物 GS-441524 の血中濃度解析
西川　有沙美 1、糸原　光太郎 1、伊藤　功朗 2、米澤　淳 1、佐藤　裕紀 1、松村　勝之 1、濱田　哲 2、田辺　直也 2、 
甲斐　慎一 3、松原　雄 4、井本　英志 6、平井　豊博 2、柳田　素子 4、大鶴　繁 5、寺田　智祐 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 同呼吸器内科、3 同集中治療部、4 同腎臓内科、5 同初期診療・救急科、6 島津製作所

YIA4-2 クエン酸塩含有製剤の同時懸濁によるランソプラゾール OD 錠の耐酸性能低下について
中川　祐紀子 1、鈴木　拓也 1、居林　優輝 1、加藤　美咲 2、嶋田　努 1、崔　吉道 1

1 金沢大学附属病院薬剤部、2 金沢大学医薬保健学域薬学類

YIA4-3 自発報告データベースと電子カルテデータの連携による抗真菌薬誘発性肝障害のリスク因子の探索
朝居　祐貴、山本　高範、佐藤　賛治
国立病院機構三重中央医療センター薬剤部

YIA4-4 頭頸部癌セツキシマブ治療による低マグネシウム血症の発現調査および Mg 予防投与の効果検討
松金　良祐 1、一色　理沙 2、末次　王卓 1、廣田　豪 1、辻　敏和 1、金谷　朗子 1、江頭　伸昭 1,2、家入　一郎 1,2

1 九州大学病院薬剤部、2 九州大学薬学部臨床薬物治療学分野

YIA4-5 免疫不全リスクを有する患者における新型コロナワクチンによる抗体獲得能に影響を与える因子の検討
岡田　直人 1、中村　信元 2、清水　太郎 3、安藤　英紀 3、相澤　風花 1、新村　貴博 4、八木　健太 4、合田　光寛 1,5、
石田　竜弘 3、石澤　啓介 1,4,5

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部実践地域診療・医科学分野、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部薬物動態制御学分野、4 徳島大学病院総合臨床研究センター、
5 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学分野

YIA（Young Investigator's Award）セッション 5（社会人 4） 16:45 ～ 17:45
座長：土岐　浩介 ( 筑波大学附属病院薬剤部 )

YIA5-1 がん分子標的薬ベムラフェニブの尿細管毒性に関わる未知標的分子の探索
真川　明将 1、堀田　祐志 1、家田　直弥 2、前田　康博 3、片岡　智哉 4、中川　秀彦 2、日比　陽子 4、木村　和哲 1,4

1 名古屋市立大学大学院薬学研究科病院薬剤学、2 名古屋市立大学大学院薬学研究科薬化学、
3 藤田医科大学共同利用研究設備サポートセンター、4 名古屋市立大学大学院医学研究科臨床薬剤学

YIA5-2 大腸への選択的送達を指向した新規ジプロピオン酸ベクロメタゾン含有腸溶性マイクロスフェア製剤開発
内田　淳 1,2、林　勇寿 1、山田　幸平 1、佐藤　秀行 1、河田　圭司 2、尾上　誠良 1

1 静岡県立大学薬学部薬剤学分野、2 山梨大学医学部附属病院薬剤部

YIA5-3 透析実施条件を組み入れた薬物の透析除去率の網羅的かつ定量的な予測法の構築
荻上　尚樹 1、宮田　優希 1、山本　武人 1,2、鈴木　洋史 1

1 東京大学医学部附属病院薬剤部、2 東京大学大学院薬学系研究科医療薬学教育センター
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YIA5-4 視線計測を利用した自動車運転時の抗ヒスタミン薬誘発インペアード・パフォーマンスの客観的検知法開発
に向けた薬工連携研究
相良　篤信 1,2、安喜　勇人 2、吉村　広輝 2、清水　孝恒 1、佐野　元彦 1、湯本　哲郎 1,2、細江　智夫 1、田中　健次 2

1 星薬科大学、2 電気通信大学

YIA5-5 薬剤師主導の病棟チーム連携による継続処方支援プロトコルの有用性
杉本　智哉 1、杉野　晃希 1、小原　里奈 1、山室　栄一 1、小園　利加 2、木村　元宏 3、遠山　幸男 1、久田　達也 1

1 トヨタ記念病院薬剤科、2 トヨタ記念病院看護室、3 トヨタ記念病院呼吸器内科

9 月 23 日（金・祝）	 第 5会場　(Gメッセ	2F　中会議室 202)

一般演題（口頭） 2 9:00 ～ 10:00

がん薬物療法１（服薬指導・情報提供・治験）
座長：赤嶺　由美子 ( 秋田大学医学部附属病院薬剤部 )

23-05-O02-1 カボザンチニブ服用中に出現した下痢に対して臨床推論を用いて対応した 1 例
木村　大地
日本調剤ポートアイランド薬局

23-05-O02-2 服薬指導時における至適な患者 - 薬剤師間の距離に関する研究－臨床現場での調査から－
牛膓　沙織 1、鈴木　菜生 2、仲山　千佳 3、宮城　雪菜 2,4、宮地　佑佳 2、大嶋　耐之 2

1 名古屋掖済会病院薬剤部、2 金城学院大学薬学部、3 岐阜医療科学大学薬学部、4 愛知医科大学大学院医学研究科

23-05-O02-3 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行が及ぼす外来診療におけるがん薬物療法および 
服薬指導への影響
小柳津　瞳 1,13、山口　智江 2,13、前田　章光 3,13、大島　有美子 4,13、中井　剛 5,12,13、原田　哲彦 6,13、藤村　浩司 7,13、 
小西　郁代 5,13、坂野　博紀 6,13、杉本　智哉 7,13、佐々木　俊則 8,13、佐藤　由美子 9,13、堀田　和男 10,13、川合　甲祐 11,13、
久田　達也 7,13、宮崎　雅之 5,13

1 豊川市民病院薬局、2 中部労災病院薬剤部、3 愛知県がんセンター薬剤部、
4 一宮市立市民病院薬剤局、5 名古屋大学医学部付属病院薬剤部、6 豊橋市民病院薬局、7 トヨタ記念病院薬剤科、
8 三河乳がんクリニック薬剤部、9 名古屋市立大学医学部付属西部医療センター薬剤部、10 愛知医科大学病院薬剤部、
11 国家公務員共済組合連合会東海病院薬剤科、12 名古屋大学医学部付属病院先端医療開発部、13 愛知県病院薬剤師会がん部会

23-05-O02-4 経口抗がん薬初回処方に対する薬剤師外来の介入内容分析に基づく課題
郷　真貴子、山田　志緒里、西村　充礼、村瀬　寛美、松山　卓矢、木村　美智男、吉村　知哲
大垣市民病院薬剤部

23-05-O02-5 治験レジメン申請におけるがん専門薬剤師の介入効果
辻　千明 1,2、田中　祐子 1,2、嶋田　努 1、長瀬　克彦 2、崔　吉道 1

1 金沢大学附属病院薬剤部、2 金沢大学附属病院先端医療開発センター

一般演題（口頭） 3 10:00 ～ 11:00

がん薬物療法２（多職種連携・実態調査）
座長：大野　能之 ( 東京大学医学部附属病院薬剤部 )

23-05-O03-1 irAE に対する適応外医薬品使用の体制と ICI 適正使用チームの連携について
黒田　純子 1、伊與田　友和 1、大江　敬太郎 1、渡邉　美保 1、佐々木　栄作 2、金沢　賢也 3、鈴木　弘行 4、佐治　重衡 2

1 福島県立医科大学附属病院薬剤部、2 同腫瘍内科、3 同呼吸器内科、4 同呼吸器外科

23-05-O03-2 当院における化学療法誘発性末梢神経障害に対する支持療法の調査と評価の検討
林　雄一郎 1、奥田　遥香 2、西本　美淑 3、石部　洋一 4

1 水島協同病院薬剤部、2 総合病院水島協同病院薬剤部、3 総合病院水島協同病院薬剤部、4 総合病院水島協同病院診療部

23-05-O03-3 腎機能低下患者に対してルテチウム (177Lu) オキソドレオチド投与を実施した一例
鈴木　秀隆 1、加納　大輔 1、望月　伸夫 1、大橋　周平 2、森田　敬裕 3、今岡　大 4、池田　公史 4

1 国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立がん研究センター東病院 放射線技術部、
3 国立がん研究センター東病院放射線診断科、4 国立がん研究センター東病院肝胆膵内科

23-05-O03-4 AYA 世代患者における再発 Ewing 肉腫治療レジメンの実態調査
川元　愛実 1、馬見新　佳那子 1、細野　亜古 2,4、馬場　楓 1、内藤　陽一 2,3,5、中島　裕理 2,3、楠原　正太 2、船坂　知華子 2、
仲尾　岳大 2,3、近藤　千紘 2、原野　謙一 2,3、松原　伸晃 2、川崎　敏克 1、向原　徹 2

1 国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立がん研究センター東病院腫瘍内科、3 国立がん研究センター東病院先端医療科、
4 国立がん研究センター東病院小児腫瘍科、5 国立がん研究センター東病院総合内科

23-05-O03-5 薬局薬剤師を対象とした免疫チェックポイント阻害剤や免疫関連有害事象に関する認識についてのアンケー
ト調査
井上　将貴 1、五十嵐　隆志 1、三浦　智史 2、川崎　敏克 1

1 国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立がん研究センター東病院緩和医療科
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一般演題（口頭） 4* 13:30 ～ 14:30

優秀演題候補セッション1
座長：平井　啓太 ( 信州大学医学部附属病院薬剤部 )

23-05-O04*-1 集中治療室の専任薬剤師による注射処方発行前鑑査が薬物療法の適正化に及ぼす効果
上林　里絵 1、池村　健治 2、若井　恵里 3、岡本　明大 1、佐々木　典子 1、杉本　浩子 1、平井　利典 1、加藤　秀雄 1、
向原　里佳 1、石倉　健 4、今井　寛 4、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪大学医学部附属病院薬剤部、3 大阪大学大学院医学系研究科薬理学講座統合薬理、
4 三重大学医学部附属病院救命救急センター

23-05-O04*-2 Real-World の Drug Survival に基づいた抗体製剤による乾癬治療における薬剤経済学的研究
税所　篤行 1、山口　道也 2、樫部　公一 3、石田　博 3、平野　靖 3、岡　智之 4、田村　美穂 1、高砂　美和子 1、内田　豊 1、
幸田　恭治 1、北原　隆志 1

1 山口大学医学部附属病院薬剤部、2 山口大学医学部附属病院皮膚科、3 山口大学医学部附属病院医療情報部、
4 宇部興産中央病院薬剤部

23-05-O04*-3 ワルファリン服用患者における胆道閉塞後の PT-INR 変動因子解析
中澤　孝文 1,2、山崎　伸吾 1、内田　雅士 1,2、鈴木　貴明 1,2、中村　貴子 1、大塚　将之 3、石井　伊都子 1,2

1 千葉大学医学部附属病院薬剤部、2 千葉大学大学院薬学研究院、3 千葉大学医学部附属病院肝胆膵外科

23-05-O04*-4 高齢患者におけるプロトンポンプ阻害剤の長期服用による低マグネシウム血症発症との関係
米田　夏奈葉 1、中村　暢彦 1、肥後　孝 2、楠本　正明 1

1 京都薬科大学臨床薬学教育研究センター、2 肥後内科医院

23-05-O04*-5 非小細胞肺がんにおけるアファチニブ血中濃度と副作用である下痢との関係
横田　隼人 1、佐藤　一洋 2、坂本　祥 2、奥田　佑道 2、浅野　真理子 2、竹田　正秀 2、中山　勝敏 2、三浦　昌朋 1,3

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学大学院医学系研究科呼吸器内科学講座、
3 秋田大学大学院医学系研究科薬物動態学講座

一般演題（口頭） 5* 14:30 ～ 15:30

優秀演題候補セッション2
座長：土井　信幸 ( 高崎健康福祉大学薬学部地域医療薬学研究室 )

23-05-O05*-1 アベマシクリブ代謝物の体内動態に対する ABCB1 及び ABCG2 遺伝子多型の影響の検討
前田　章光 1、入江　慶 2、安藤　仁 3、橋本　直弥 1、福島　昭二 2、盛重　純一 3、衣斐　寛倫 4、加藤　正孝 5、内田　幸作 1、
岩田　広治 6、澤木　正孝 6

1 愛知県がんセンター薬剤部、2 神戸学院大学薬学部臨床薬剤学教室、3 金沢大学医薬保健研究域医学系細胞分子機能学、
4 愛知県がんセンター研究所がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野、5 愛知県がんセンター臨床薬剤部、
6 愛知県がんセンター乳腺科

23-05-O05*-2 医薬品添付文書における CYP3A 阻害薬の併用禁忌の現状と課題
大野　能之 1、永井　尚美 2、樋坂　章博 3、高田　龍平 1

1 東京大学医学部附属病院薬剤部、2 武蔵野大学薬学部薬学研究所レギュラトリーサイエンス研究室、
3 千葉大学大学院薬学研究院臨床薬理学研究室

23-05-O05*-3 シクロスポリン投与患者における血漿 Coproporphyrin-I 濃度を指標とした OATP1B1 活性の変動要因解析
渡邉　拓真 1、田中　遼大 1、鈴木　陽介 2、小野　寛之 1、根上　純 2、吉島　千智 2、小田　絢子 2、龍田　涼佑 1、 
大野　恵子 2、伊東　弘樹 1

1 大分大学医学部附属病院薬剤部、2 明治薬科大学薬剤情報解析学研究室

23-05-O05*-4 心不全患者におけるトルバプタン光学異性体の体内動態に及ぼす CYP3A5 の影響とアミオダロンの立体選択
的相互作用
阿久津　駿太 1、見野　靖晃 1、内藤　隆文 1、星川　昂平 1、早乙女　雅夫 2、前川　裕一郎 2、川上　純一 1

1 浜松医科大学医学部附属病院薬剤部、2 浜松医科大学医学部内科学第三講座

23-05-O05*-5 乳糖にかわる代替賦形剤の模索：デンプン細粒の有用性評価
吉川　知宏 1、岡本　広世 1、竹内　健太 1、平田　敦士 1、長井　紀章 2

1 近畿大学奈良病院薬剤部、2 近畿大学薬学部

一般演題（口頭） 6* 15:45 ～ 16:45

優秀演題候補セッション3
座長：青森　達 ( 慶應義塾大学薬学部 )

23-05-O06*-1 がん薬物治療中の患者における COVID-19 ワクチン接種による副反応発現患者の特徴
宇野　彩香 1、森脇　俊和 2、渡邊　雅明 1、長崎　茜 1、関　健吾 1、中嶋　夏海 1、大平　愼 1、山本　祥之 2、 
小林　真理子 2、本間　真人 1、人見　重美 3、関根　郁夫 4

1 筑波大学附属病院薬剤部、2 筑波大学附属病院消化器内科、3 筑波大学附属病院感染症科、4 筑波大学附属病院腫瘍内科

23-05-O06*-2 治療濃度域到達のために高用量のバンコマイシン投与が必要な患者を特定するフローチャートの開発と 
予測精度の検証
田中　雄大 1、山口　諒 1、可児　紘子 1、山本　武人 1,2、鈴木　洋史 1

1 東京大学医学部附属病院薬剤部、2 東京大学大学院薬学系研究科医療薬学教育センター

23-05-O06*-3 受容体占有理論に基づく抗精神病薬併用投与時の薬力学および薬物動態学的相互作用解析
赤下　学、中谷　絵理子、菊池　英慧、黄倉　崇
帝京大学薬学部製剤学研究室
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23-05-O06*-4 孤独感が、高齢者の多剤服用に影響を与える要因となる可能性についての検証
多田　貴彦 1,2、相川　学美 1、高添　倫子 1、矢吹　洸二 1、後藤　結実子 1、小野　美歌 1、岡田　はるみ 1、寺島　茜 1、鈴木　達彦 2

1 株式会社永冨調剤薬局、2 株式会社メディカルシステムネットワーク　

23-05-O06*-5 人工膝関節全置換術施行患者における腎機能に応じたエノキサパリンの投与量と有効性および安全性について
平町　隆明、飯島　悠希、北郷　真史、石原　慎之、玉木　宏樹、矢野　貴久、直良　浩司
島根大学医学部附属病院薬剤部

一般演題（口頭） 7* 16:45 ～ 17:45

優秀演題候補セッション4
座長：坡下　真大 ( 名古屋市立大学薬学部薬学科臨床薬学教育研究センター臨床薬学分野 )

23-05-O07*-1 食道がん患者に対する術前化学放射線療法後の治療成績に及ぼす銅トランスポーター遺伝子多型の影響
藤田　一馬 1、本山　悟 2,3、佐藤　雄亮 2、脇田　晃行 2、南谷　佳弘 2、三浦　昌朋 1,4

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学大学院医学系研究科胸部外科学講座、
3 秋田大学大学院医学系研究科地域がん医療学講座、4 秋田大学大学院医学系研究科薬物動態学講座

23-05-O07*-2 DeVIC 療法の体表面積法で投与設計されたカルボプラチン実投与量から推定した AUC と 
重篤な血小板数減少発現の関連についての検討
梅原　健吾 1、高田　慎也 1、山　佳織 2、山岸　佳代 1、藤本　勝也 3、小林　道也 4、佐藤　秀紀 2、美濃　興三 1

1 北海道がんセンター薬剤部、2 北海道科学大学薬学部薬物治療学分野、3 北海道がんセンター血液内科、
4 北海道医療大学薬学部薬剤学教室

23-05-O07*-3 血漿中エンドセリン -1 はベバシズマブ投与による重度の蛋白尿発症を予測する：前向き観察研究
二瓶　哲 1、池田　樹生 1、青木　朋彦 1、寺長根　大輝 1、村里　風太 1、佐藤　文彦 1、佐々木　章 2、旭　浩一 3、
工藤　賢三 1

1 岩手医科大学附属病院薬剤部、2 岩手医科大学医学部外科学講座、3 岩手医科大学医学部内科学講座腎・高血圧内科分野

23-05-O07*-4 大規模診療情報データベースを用いた悪性リンパ腫治療薬の二次がんリスクに関する多角的評価
土手　賢史 1,2、豕瀬　諒 2、後藤　良太 2、小林　由佳 1、村木　優一 2

1 京都桂病院薬剤科、2 京都薬科大学臨床薬剤疫学分野

23-05-O07*-5 外来化学療法室で治療中のがん患者における倦怠感の実態とリスク因子の探索
根來　寛 1、藤原　拓也 2、山下　慎司 1、国分　秀也 3、佐野　元彦 4、矢野　良一 5

1 福井大学医学部附属病院薬剤部、2 埼玉医科大学総合医療センター薬剤部、
3 東京薬科大学薬学部医療薬学科薬学実務実習教育センター、4 星薬科大学実務教育研究部門、
5 大阪医科薬科大学薬学部臨床薬学教育研究センター

9 月 23 日（金・祝）	 第 9会場　(Gメッセ	1F　展示ホール内 )

一般演題（口頭） 8 9:00 ～ 10:00

薬薬連携
座長：前田　恵里 ( 高崎健康福祉大学薬学部 )

23-09-O08-1 広島県内統一吸入チェックシートおよびテンプレート導入による吸入指導情報共有の推進
真志田　絵美子 1、櫻下　弘志 1、高橋　麻里 1、柴田　ゆうか 1、岩本　博志 2、松尾　裕彰 1

1 広島大学病院薬剤部、2 広島大学大学院医歯薬保健学研究院分子内科学

23-09-O08-2 病診連携・薬薬連携にて HbA1c が著明に改善した 1 例 ～薬剤変更指示書の活用～
亀山　聡美 1、酒向　聡子 1、今西　正人 1、桑原　千春 2、三輪　佳余子 3、横山　道江 3、川路　明人 4

1 みどり病院薬剤部、2 みどり病院 3 階病棟、3 すこやか診療所、4（一社）ファルマネットぎふ

23-09-O08-3 保険薬局を対象とした薬薬連携の実践と研修会を充実させるためのアンケート調査
長山　佳之、新島　大輔、矢田部　恵、工藤　彰、工藤　浩史、谷　健太郎、石嶋　麗、今村　有那、大塚　健太郎、小川　千晶、
谷地　豊
国立病院機構東京医療センター薬剤部

23-09-O08-4 ICT を利活用した薬薬連携の推進 - がん化学療法に特化した新たなトレーシングレポートの運用とその評価 -
森沢　惇平 1、門田　亜紀 1、野村　政孝 1、岡本　茉奈実 1、川田　敬 1,2、石田　智滉 1、藤田　博子 1、田村　尚久 1,2、
赤垣　恵太 1、依岡　千恵子 1、川添　哲嗣 2,3、常風　興平 1、宮村　充彦 1,2

1 高知大学医学部附属病院薬剤部、2 高知大学院、3 徳島文理大学香川薬学部

23-09-O08-5 ICT を利活用した薬薬連携の推進 - Web システムを活用した情報共有体制の構築 -
上杉　粋世 1、上野　直哉 1、松本　義将 1、東野　純一 2、宅間　大祐 2、稲本　悠 3、森沢　惇平 4、野村　政孝 4、 
門田　亜紀 4、常風　興平 4、西森　康夫 5、宮村　充彦 4

1 日本調剤株式会社日本調剤高知東薬局、2 エール薬局医大前店、3 四国調剤グループ、4 高知大学医学部附属病院薬剤部、
5 高知県薬剤師会

一般演題（口頭） 9 10:00 ～ 11:00

使用状況調査・意識調査
座長：本多　滋 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

23-09-O09-1 新型コロナウイルス流行前後におけるてんかん患者の体重変動
杉山　尭紀 1,2、山本　吉章 2

1 独立行政法人国立病院機構天竜病院、2 独立行政法人国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター
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23-09-O09-2 関節リウマチ及びその他の慢性疾患を有する喫煙者を対象とした加熱式たばこの使用実態及び 
使用理由の調査
伊佐地　央明、山田　清文
名古屋大学大学院医学系研究科医療薬学

23-09-O09-3 高齢心房細動症例における低用量 edoxaban 投与該当例の患者特性および規模の検討
彦坂　夏菜、川根　誉代、岡　祐介、土井　崇、佐合　裕子、芦川　直也
豊橋ハートセンター薬局

23-09-O09-4 演題取り下げ

23-09-O09-5 国立がん研究センター中央病院におけるポリファーマシーに対する職員の意識調査
樫原　芽依、東　郁子、渡部　大介、齋藤　義正、石川　光信、赤木　徹、橋本　浩伸、古川　哲也
国立がん研究センター中央病院薬剤部

一般演題（口頭） 10 13:30 ～ 14:30

がん薬物療法３（有害事象）
座長：笹原　浩康 ( 新潟大学医歯学総合病院薬剤部 )

23-09-O10-1 ベネトクラクスとアゾール系抗真菌薬併用患者における有害事象発現状況の調査
新井　瞬、有野　徹、楠見　彰宏
東京都済生会中央病院薬剤部

23-09-O10-2 HER2 陽性乳癌へのトラスツズマブデルクステカン投与による有害事象の発現状況
桑村　恒夫 1、三上　忠司 1、山口　美樹 2、中川　義浩 1

1 独立行政法人地域医療機能推進機構久留米総合病院薬剤部、2 独立行政法人地域医療機能推進機構久留米総合病院乳腺外科

23-09-O10-3 パセリ・セロリとイマチニブの併用で有害事象が生じた一症例
吉田　啓太郎 1、松崎　由佳 1、西園　直子 1、永崎　一樹 1、落合　晋介 2

1 一般社団法人都城市北諸県郡薬剤師会会営薬局かかりつけ薬局支援センター、2 一般社団法人都城市北諸県郡薬剤師会

23-09-O10-4 副腎皮質ステロイド投与量と血清クレアチニンの変動からニボルマブによる腎障害を探知できた一例
和田　康弘 1、吉田　健也 2、中西　亨 2、堀内　雅人 3、高田　充弘 3、久志本　浩子 3、井上　智子 4、伴　晶子 1、
小林　義和 1

1 公立西知多総合病院薬剤科、2 公立西知多総合病院呼吸器内科、3 公立西知多総合病院腎臓内科、
4 公立西知多総合病院皮膚科

23-09-O10-5 トリフルリジン・チピラシル塩酸塩＋ベバシズマブ療法における好中球減少が治療効果に及ぼす 
影響に関する検討
大畑　紘一 1、藤井　宏典 1、松岡　芹佳 1、左高　史織 1、渡辺　大地 1、廣瀬　智恵美 1、小林　亮 1,2、飯原　大稔 1、 
木山　茂 3、牧山　明資 3、松橋　延壽 3、高橋　孝夫 3、吉田　和弘 3、鈴木　昭夫 1,2

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学先端医療薬学研究室、3 岐阜大学医学部附属病院腫瘍外科

一般演題（口頭） 11 14:30 ～ 15:30

がん薬物療法４（副作用対策）
座長：細野　智美 ( 筑波大学附属病院薬剤部 )

23-09-O11-1 カルボプラチン + エトポシド療法におけるアプレピタント追加投与時の予防制吐効果の評価
門　萌子 1、坂本　達彦 1、齋藤　佳敬 1、内山　数貴 1、菅野　亮太 1、谷口　理 1、武隈　洋 1、品川　尚文 2、清水　康 3、
秋田　弘俊 3、菅原　満 1,4

1 北海道大学病院薬剤部、2 北海道大学病院呼吸器内科、3 北海道大学病院腫瘍内科、4 北海道大学大学院薬学研究院

23-09-O11-2 アベマシクリブ由来下痢症状マネージメントにおける患者便性状とロペラミド至適投与量に関する検討
橋本　直弥、村田　史子、伊藤　裕子、内田　幸作
愛知県がんセンター薬剤部　

23-09-O11-3 大腸がん患者を対象とした抗 EGFR 抗体薬による低マグネシウム血症に対する 
酸化マグネシウムの予防効果の検証
高木　淳平 1、奈良　克彦 1、荻上　尚樹 1、山本　武人 1,2、鈴木　洋史 1、高田　龍平 1

1 東京大学医学部附属病院薬剤部、2 東京大学大学院薬学系研究科医療薬学教育センター

23-09-O11-4 S-1 服用患者に対するテレフォンフォローアップの有用性（眼の有害事象を軽減できた症例報告）
徳升　晃大
日本調剤静岡県総薬局

23-09-O11-5 イリノテカン投与後に発現した下痢が前治療に用いたアテゾリズマブによる免疫関連有害事象と 
考えられた 1 症例
杉山　弘樹 1、中田　淳也 1、更谷　和真 1、柴田　洋 2、原田　晴司 1

1 静岡市立清水病院薬剤部、2 静岡市立清水病院呼吸器内科
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一般演題（口頭） 12 15:45 ～ 16:45

感染症（新型コロナ）
座長：佐藤　紀宏 ( 東北大学病院薬剤部 )

23-09-O12-1 ニルマトレルビル / リトナビルの適正使用に向けた予備的検討
冨田　猛、木村　丈司、山本　和宏、野崎　晃、田村　直暉、藤田　浩平、飯田　真之、大村　友博、矢野　育子
神戸大学医学部附属病院薬剤部

23-09-O12-2 COVID-19 治療中に吃逆を認めやすい背景因子と、ステロイドローテーションを含めた吃逆に対する 
薬物療法の効果の検討
佐古　有紀 1、吉川　明良 1、山内　健 1、伊藤　徳明 2、実綿　慶 2、北原　良洋 2、沖本　真史 2、渡辺　美和 1、
高蓋　寿朗 2

1 広島市立舟入市民病院薬剤科、2 広島市立舟入市民病院内科

23-09-O12-3 75 歳以上の日本人に対するソトロビマブの有効に関する検討
陳内　博之、相賀　真由、奥山　友香里、沖田　直美
荏原病院薬剤科

23-09-O12-4 COVID-19 ワクチン接種が免疫チェックポイント阻害薬の免疫関連有害事象に及ぼす影響
関　健吾 1、森脇　俊和 2、渡邊　雅明 1、宇野　彩香 1、長崎　茜 1、中嶋　夏海 1、大平　愼 1、山本　祥之 2、 
小林　真理子 2、本間　真人 1、人見　重美 3、関根　郁夫 4

1 筑波大学附属病院薬剤部、2 筑波大学附属病院消化器内科、3 筑波大学附属病院感染症科、4 筑波大学附属病院腫瘍内科

23-09-O12-5 第 6 波の軽症～中等症 1 COVID-19 の血液透析患者におけるソトロビマブ・レムデシビル併用療法の安全性
浦田　元樹 1、岩川　真也 1、森住　誠 1、大野　良晃 2

1 社会医療法人寿楽会大野記念病院薬剤部、2 社会医療法人寿楽会大野記念病院内科

一般演題（口頭） 13 16:45 ～ 17:45

感染症（新型コロナ）・感染制御
座長：里　美貴 ( 昭和大学薬学部臨床薬学講座薬物治療学部門 )

23-09-O13-1 薬剤師による新型コロナワクチン集団接種への関りと経済的評価
長谷川　豊、村上　佳愛、谷垣　求、中谷　健一、山内　一史、金子　昌平、山田　暁代、伊藤　優子、松岡　智美、
谷口　嘉宏
市立貝塚病院薬剤部

23-09-O13-2 閉鎖空間における感染防止用ガウンのオゾンガスによる消毒に関する検討
小竹　武 1、坂下　友恵 1、岡本　優子 1,2、西光　優衣 1、橋本　貴子 1,3、日比野　泰志 1,3、井上　知美 1、石渡　俊二 1

1 近畿大学薬学部医療薬学科、2 タムラテコ、3 堺市立総合医療センター薬剤科

23-09-O13-3 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に罹患した透析患者の生命予後に対する 
新型コロナウイルスワクチンの影響についての検討
田中　義輝、岡田　由加
社会医療法人名古屋記念財団新生会第一病院薬剤科

23-09-O13-4 AST 発足後、カルバペネム系薬の使用状況と緑膿菌感受性率の 4 年間の報告
小林　謙一 1,3、丸山　智幸 1,3、品田　識博 1,3、西堀　武明 2,3

1 長岡赤十字病院薬剤部、2 長岡赤十字病院感染症科、3 長岡赤十字病院 AST

23-09-O13-5 ラスクフロキサシン点滴静注による検査値への影響
上田　真也 1、植松　若那 1、蜂巣　寿哉 1、薄　雅人 2、松田　平和 1

1 国立病院機構茨城東病院薬剤部、2 国立病院機構名古屋医療センター薬剤部
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9 月 24 日（土）	 第 4会場　(Gメッセ	2F　中会議室 201)

一般演題（口頭） 14 9:00 ～ 10:00

病棟薬剤業務
座長：土屋　広行 ( 信州大学医学部附属病院薬剤部 )

24-04-O14-1 脳神経外科病棟における病棟薬剤師の薬学的介入
青山　慎、伊藤　聡一郎、谷口　俊洋、山田　哲也
公立陶生病院医療技術局薬剤部

24-04-O14-2 演題取り下げ

24-04-O14-3 薬学的視点に基づく評価が心不全の確定診断に寄与した１例
村上　翔梧、野村　剛久、佐古　守人、黒沢　秀夫、西牟田　昇吾
東住吉森本病院薬剤部

24-04-O14-4 多職種チーム介入の体制変更による心不全患者への効果の評価
小山　勝真 1,2,3,4、藤村　達大 2、藤田　美穂 2、前原　達哉 3、村橋　千里 4、堀尾　桂子 5、幸田　恭治 1、北原　隆志 1

1 山口大学医学部附属病院薬剤部、2 山口大学医学部附属病院第二内科、3 山口大学医学部附属病院リハビリテーション部、
4 山口大学医学部附属病院看護部、5 山口大学医学部附属病院栄養治療部

24-04-O14-5 整形外科へのポリファーマシーカンファレンスの介入と効果
秋元　昂燿 1、林　八恵子 1、高見　麻友 1、松井　諒 1、山本　圭恵 1、三原　悠 3、山口　琢 2、森本　茂 4、山口　瑞彦 1

1 近江八幡市立総合医療センター薬剤部、2 近江八幡市立総合医療センター総合内科、
3 近江八幡市立総合医療センター腎臓内科、4 近江八幡市立総合医療センター整形外科

一般演題（口頭） 15 10:00 ～ 10:50

周産期医療・在宅医療
座長：高橋　恵美利 ( 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学研究室 )

24-04-O15-1 授乳婦を対象とした動画を用いた薬の情報提供に関するアンケート調査
堀田　菫、石野　清亮、夏目　章巴、杉山　奈々美、坂田　友美、桑名　諒美、瀧口　里美、矢部　勝茂
社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院

24-04-O15-2 ビラスチンの母乳移行と授乳時の安全性に関する理論的考察
大久保　正 1,2、田中　真理子 2、大久保　七枝 3、大久保　節子 4、大久保　美穂 5

1 七福薬局むつ、2 七福薬局研究所、3 七福薬局、4 タンポポ薬局、5 小金井ファーマシー

24-04-O15-3 薬局薬剤師による多職種への積極的な在宅支援情報提供の効果検証
吉永　千裕 1、横井　杏菜 1、水野　正子 2、浅井　治行 3、山田　葉子 3、三宅　宏季 4、石川　友康 5、供田　将志 6、 
菊池　千草 7、堀　英生 8、鈴木　匡 8

1 名古屋市立大学薬学部、2 チューリップ薬局、3 浅井薬局、4 三和薬局、5 石川薬局、6 ウエルシア薬局、7 昭和薬科大学、
8 名古屋市立大学大学院薬学研究科

24-04-O15-4 がん終末期における減薬と状態変化に応じたアプローチを行った在宅訪問事例
鈴木　邦彦 1,2

1 つなぐ薬局柏、2 一般社団法人ミライ☆在宅委員会

一般演題（口頭） 16 13:30 ～ 14:30

がん薬物療法５（副作用対策）
座長：大島　宗平 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-04-O16-1 アテゾリズマブによる重症な免疫関連有害事象（immune-related adverse event：irAE）が発生した 1 例
林田　颯志 1,2、森　善洋 1、佐道　紳一 1、岩村　直矢 1、山島　美緒 2、樋口　則英 1

1 長崎みなとメディカルセンター薬剤部、2 長崎みなとメディカルセンター消化器内科

24-04-O16-2 イリノテカン誘発性コリン症状に対する抗コリン薬の複数回予防投与の有用性の評価
渡辺　拓也 1、齋藤　佳敬 1、武隈　洋 1、清水　康 2、秋田　弘俊 2、小松　嘉人 3、菅原　満 1,4

1 北海道大学病院薬剤部、2 北海道大学病院腫瘍内科、3 北海道大学病院腫瘍センター、4 北海道大学大学院薬学研究院

24-04-O16-3 カボザンチニブによる高アンモニア血症を来した 1 症例
山本　崇弘 1、齋尾　真希 1、秦　英司 1、藤吉　正哉 1、松木　由佳子 2、永原　天和 2、島田　美樹 1

1 鳥取大学医学部附属病院薬剤部、2 鳥取大学医学部附属病院消化器内科

24-04-O16-4 胃癌患者における 1 次治療オキサリプラチンの末梢神経障害が 2 次治療タキサン系抗がん剤の有効性および
安全性に与える影響
左高　史織 1、藤井　宏典 1、飯原　大稔 1、林　秀樹 2、味澤　香苗 2、奥村　直樹 3、牧山　明資 3、吉田　和弘 3、
鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学地域医療実践薬学研究室、3 岐阜大学医学部附属病院腫瘍外科

24-04-O16-5 標準量シタラビンによる手足症候群の予防としてステロイドが奏功した一例
谷口　結基、田中　美帆、太田　達也、田中　章郎
社会医療法人宏潤会大同病院薬剤部
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一般演題（口頭） 17 14:30 ～ 15:30

がん薬物療法６（緩和ケア）
座長：秋好　健志 ( 慶應義塾大学医学部病院薬剤学教室 )

24-04-O17-1 がん疼痛に対するトラマドールの長期有効予測因子の検討
高武　嘉道、藤本　愛理、中原　萌子、鶴山　萌子、三好　孝法、山口　泰弘、深澤　真実、川俣　洋生、花田　聖典、
橋本　雅司
国立病院機構九州医療センター薬剤部

24-04-O17-2 新規開設病院における在宅移行を支援する多職種協働オピオイド注射剤調製システムの構築と 
その運用状況に関する調査
上葛　義浩 1、小池　良且 1、秋川　佳美 1、稲垣　美緒 1,2、中山　貴美也 1、太田　秀基 1,2、山田　成樹 1,2

1 藤田医科大学岡崎医療センター薬剤部、2 藤田医科大学医学部臨床薬剤科

24-04-O17-3 演題取り下げ

24-04-O17-4 モルヒネ持続皮下注射およびヒドロモルフォン持続皮下注射の皮膚障害発現率に関する後方視的比較検討
増田　真也 1,2、田中　怜 2,3、佐藤　哲観 4、賀茂　佳子 2、森本　重輝 2、鴨志田　武 2、石川　寛 2、佐藤　哲 2、 
天田　斉子 2、近藤　美奈 5、高橋　健二 6、高橋　千惠子 6、篠　道弘 2

1 わかくさ薬局長田店、2 静岡県立静岡がんセンター薬剤部、3 東京理科大学薬学部、4 静岡県立静岡がんセンター緩和医療科、
5 ユーカリ薬局、6 有限会社わかくさ調剤薬局

24-04-O17-5 フェンタニルの併用によるワルファリンの作用増強についての検討～多施設共同後方視的観察研究～
槙原　克也 1、土生　康司 2、後藤　愛実 3、吉野　新太郎 4、三沖　大介 4、石原　泰子 5、山田　正実 6、江島　智彦 7、
三松　史野 8、力武　良行 2、宮田　興子 2

1 淀川キリスト教病院薬剤部、2 神戸薬科大学、3 大阪医科薬科大学病院薬剤部、4 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、
5 倉敷中央病院薬剤部、6 大阪府済生会野江病院薬剤科、7 京都第二赤十字病院薬剤部、8 京都市立病院薬剤科

一般演題（口頭） 18 15:45 ～ 16:35

院内製剤・がん薬物療法７（曝露対策）
座長：高橋　雄太 ( 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学教育センター )

24-04-O18-1 ヨウ素 131-radioimmunotherapy 治療における小児甲状腺ブロック～ヨウ素製剤の検討
大江　敬太郎 1、古内　容子 1,2、大堀　裕太 2、織内　昇 3、志賀　哲 3、菅原　茂耕 3、佐野　秀樹 4、稲野　彰洋 2、
黒田　純子 1

1 福島県立医科大学附属病院薬剤部、2 同臨床研究センター、3 同核医学科、4 同小児腫瘍内科

24-04-O18-2 地方中規模病院における抗がん薬曝露調査
百瀬　公博 1、有賀　智美 2、伏見　幸浩 1

1 諏訪中央病院薬剤部、2 諏訪中央病院看護部

24-04-O18-3 低セレン血症における亜セレン酸ナトリウム口腔崩壊錠の有用性について
桶本　幸 1,2、荒川　宗徳 1、関本　裕美 2、山下　大輔 2、小原　直紘 2

1 独立行政法人国立病院機構南京都病院薬剤部、2 同志社女子大学薬学部医療薬学科

24-04-O18-4 内服 Hazardous Drug 調剤に関する職業性曝露防止対策マニュアルの作成と薬剤師の意識調査
齋藤　裕子 1、平川　寛之 1、太田　潤一 1、岡田　浩司 1,2

1 東北医科薬科大学病院薬剤部、2 東北医科薬科大学薬学部病院薬剤学教室

一般演題（口頭） 19 16:45 ～ 17:45

がん薬物療法８（その他）
座長：小澤　秀介 ( 信州大学医学部附属病院薬剤部 )

24-04-O19-1 発熱性好中球減少症（FN）高リスクレジメン施行中の患者における COVID-19 流行前後での 
FN 発生頻度の変化の有無の検討
島貫　裕実子 1、下村　昭彦 2、小室　雅人 1、河村　雪乃 2、谷山　智子 2、寺門　浩之 1、清水　千佳子 2

1 国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院薬剤部、 
2 国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院乳腺・腫瘍内科

24-04-O19-2 進行・再発膵がんに対するゲムシタビン + パクリタキセル（アルブミン懸濁型）療法施行患者の全生存期間
に関連する因子の検討
伊藤　大輔、竹中　翔也、守屋　昭宏、浅野　裕紀、岩井　美奈、宇佐美　英績、吉村　知哲
大垣市民病院薬剤部

24-04-O19-3 肝細胞癌患者におけるレンバチニブの蛋白尿発現リスク因子の解析
高橋　周平、守田　和憲、北岡　朋子、徳永　晃己、柴田　啓智、田上　治美
済生会熊本病院薬剤部

24-04-O19-4 抗がん薬凍結乾燥製剤の複数回使用の手法の確立とその実態調査
片原　帆奈美、鈴木　秀隆、佐野　慶行、中田　千博、加納　大輔、望月　伸夫
国立がん研究センター東病院薬剤部

24-04-O19-5 抗がん剤性肝硬変の鑑別における肝体積萎縮速度の活用に関する検討
宇野　美雪 1、稲井　邦博 2,3、西島　昭彦 3、法木　左近 4、内木　宏延 2、後藤　伸之 1

1 福井大学医学部附属病院薬剤部、2 福井大学医学部分子病理学、3 福井大学医学部 Ai センター、4 福井県立大学看護福祉学部
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一般演題（口頭） 20 9:00 ～ 10:00

医薬品情報・データベース
座長：今井　俊吾 ( 慶應義塾大学薬学部 )

24-05-O20-1 レセプトデータベースを用いた糖尿病患者へのオランザピンの処方実態調査
山下　慎介 1,2、今井　俊吾 3,4、百　賢二 5,6、柏木　仁 3、佐藤　夕紀 3、菅原　満 3,7、武隈　洋 2

1 北海道大学大学院生命科学院、2 北海道大学病院薬剤部、3 北海道大学大学院薬学研究院、4 慶應義塾大学薬学部、
5 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、6 昭和大学統括薬剤部、7 北海道大学バイオサーフィス創薬グローバルステーション

24-05-O20-2 電子カルテリプレースに伴う準備と結果 
～処方チェックシステム IRIS および MDB の導入と内製システムの移行～
山中　理 1、山村　篤史 2、早川　太朗 2

1 市立大津市民病院薬剤部医療情報システム室、2 市立大津市民病院薬剤部

24-05-O20-3 日本の医薬品副作用データベースを用いた免疫チェックポイント阻害薬による下垂体副作用の実態調査
浅野　裕紀、宇佐美　英績、木村　美智男、吉村　知哲
大垣市民病院薬剤部

24-05-O20-4 演題取り下げ

24-05-O20-5 Spontaneous Reporting System を用いた医薬品の安全性及び有効性の評価 
－抗てんかん薬による薬剤誘発攻撃性の解析－
中村　優李 1、川田　敬 1,2、石田　智滉 1、常風　興平 1、野村　政孝 1、丸岡　由奈 1、岡本　茉奈実 1、岡崎　萌水 1、
山口　真夏 1、吉岡　三郎 1、宮村　充彦 1,2

1 高知大学医学部附属病院薬剤部、2 高知大学院

一般演題（口頭） 21 10:00 ～ 11:00

医療安全・タスクシフト
座長：阿部　正樹 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-05-O21-1 薬剤アレルギー情報の登録に対する薬剤師による全例チェックの有用性評価
坂本　拓也、渡邊　卓巳、小澤　明日香、白石　貴寿、荒井　宏人
東京労災病院薬剤部

24-05-O21-2 タスク・シフト推進に向けた業務効率化の戦略～薬剤事務と共に進める取り組み～
篠田　健一、川原　由紀子
医療法人社団整志会・沢田記念高岡整志会病院薬剤科

24-05-O21-3 インシデント・プレアボイド報告からのフィードバック方法の検討
辻井　佳代、鳥井　祥子、庄司　瑞野、瀬名波　暢子、谷　大輔、小林　政彦
日本赤十字社大阪赤十字病院薬剤部

24-05-O21-4 機械化による調剤業務の効率化と病棟薬剤業務の拡充
入江　利行、町田　聖治、富田　敏章、清水　誉志
一般財団法人平成紫川会小倉記念病院薬剤部

24-05-O21-5 院外処方の処方修正確認を院内薬剤師が行う意義を再考する契機となった 2 症例
大津　由美子、岩西　雄大、望月　千枝
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪母子医療センター薬局

一般演題（口頭） 22 13:30 ～ 14:30

医薬品情報・薬剤疫学・医療経済
座長：折山　豊仁 ( 東京大学医学部附属病院薬剤部 )

24-05-O22-1 富山大学附属病院におけるバイオ後続品による薬剤費削減効果の検証
高木　昭佳、加藤　敦
富山大学附属病院薬剤部

24-05-O22-2 京都第一赤十字病院でのフォーミュラリー導入報告
大林　巧志 1,2、増田　章秀 1,2、冨島　公介 1,2、小森　桂子 1、舩越　真理 1、土谷　有美 1、濱崎　佐知子 2、白石　淳 2、
三神　一哉 2、福田　亙 2

1 京都第一赤十字病院薬剤部、2 京都第一赤十字病院フォーミュラリー検討部会

24-05-O22-3 本邦における販売中止に至った医療用医薬品に関する実態調査
橋本　貴子 1,3、石坂　敏彦 2、安井　友佳子 2、藤井　一美 1、小竹　武 3

1 堺市立総合医療センター薬剤科、2 堺市立総合医療センター薬剤・技術局、3 近畿大学薬学部臨床薬学部門医療薬剤学分野

24-05-O22-4 経口抗凝固薬のフォーミュラリ運用開始による DOAC 使用患者の処方適正化効果
吉田　享平、森川　剛、小池　恵理、花岡　容子、清野　義一、久保田　健、岡澤　香津子
JA 長野厚生連北信総合病院
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24-05-O22-5 ARB の病院フォーミュラリが外来院外処方に与える影響に関する考察
志村　明日香、川邊　一寛、畠山　成寛、川邉　桂、小池　博文、佐橋　幸子
横浜市立大学附属病院薬剤部

一般演題（口頭） 23 14:30 ～ 15:30

医薬品管理
座長：石川　雄也 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-05-O23-1 医薬品の供給不安定下における取り組み～地域連携を踏まえて～
小山　晃生、赤木　和由、木村　泰巳
紀南病院薬剤部

24-05-O23-2 院内の医薬品安定供給に向けた薬剤部と医薬品 SPD のタスク・シェアの検討
岩田　円夏 1、関屋　裕史 1、緒方　豊 2、福永　洋子 3、森木　豊栄 3、長友　隆雄 1、岩切　智美 1、池田　龍二 1

1 宮崎大学医学部附属病院薬剤部、2 株式会社アステム、3 鴻池メディカル株式会社

24-05-O23-3 医薬品の供給制限に対する当センターの取り組み
花房　喜子 1、鈴木　ゆきえ 1、阿部　聡美 1、渡邉　幸枝 1、草野　元 1、梶山　夕美子 2、鈴木　通子 3

1 いわき市医療センター薬局、2 いわき市医療センター病院建設課、3 スズケングループ

24-05-O23-4 医薬品の供給不安問題が採用薬に与えた影響と対応について
花田　聖典、高武　嘉道、永野　真久、大橋　邦央、橋本　雅司
国立病院機構九州医療センター薬剤部

24-05-O23-5 病院経営に対する薬剤部の取り組み - 高額医薬品の適正管理 -
白石　久、門田　亜紀、西村　さとみ、丸岡　由奈、森沢　惇平、岡崎　雅史、野村　政孝、川田　敬、常風　興平、
宮村　充彦
高知大学医学部附属病院薬剤部

一般演題（口頭） 24 15:45 ～ 16:45

感染制御
座長：長嶺　歩 ( 高崎健康福祉大学薬学部薬学科臨床薬学教育センター )

24-05-O24-1 末梢静脈カテーテル関連血流感染症発症に関する危険因子の探索
遠山　泰崇、福島　祐子、赤星　一恵、末延　裕海、新宮　裕美、小野　友香理、野村　一馬、村上　里穂、後藤　友里絵、
矢野　由起、瀬口　りか、矢野　可南子、平山　沙和、井上　真
大分岡病院薬剤部

24-05-O24-2 透析患者における感染サーベイランスを利用した、感染症治療への介入報告
大塚　登志喜、大井　捺美、高橋　正明、長沢　法子
つくばセントラル病院

24-05-O24-3 TAZ/PIPC の適正使用に向けた当院の取り組み
立花　京香 1、後藤　健志 1、鎌田　理紗子 1、斎藤　祥子 1、竹尾　恵理子 1、酒井　欣嗣 2、伊藤　功治 1

1 総合大雄会病院薬剤部、2 大雄会第一病院薬剤部

24-05-O24-4 白内障手術クリニカルパス変更による抗菌薬適正使用の評価
平野　有紀 1、吉野　走 1、岩村　直矢 1、佐道　紳一 1、澤井　豊光 2、小野　大地 3、樋口　則英 1

1 地方独立行政法人長崎市立病院機構長崎みなとメディカルセンター薬剤部、 
2 地方独立行政法人長崎市立病院機構長崎みなとメディカルセンター呼吸器内科、
3 地方独立行政法人長崎市立病院機構長崎みなとメディカルセンター眼科

24-05-O24-5 抗菌薬適正使用支援チームの介入により改善が認められたサルモネラ菌血症の 1 例
足立　参希 1、小武　和正 2、中野　祐樹 3、重留　一貴 4、飛田　高志 5

1 市立ひらかた病院薬剤部薬剤科、2 岡山済生会総合病院薬剤部薬剤科、3 福岡県済生会二日市病院薬剤部薬剤科、
4 大阪医科薬科大学病院総合診療科、5 市立ひらかた病院整形外科

一般演題（口頭） 25 16:45 ～ 17:45

感染制御・TDM
座長：平尾　和明 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-05-O25-1 地方の 3 次救急指定市中病院における抗菌薬適正使用に向けた AST 専任および病棟専任薬剤師の共同介入の
効果
熊谷　康平 1、宮本　祐吾 2、上村　和昭 3、川崎　貞男 4、木原　理絵 1、續木　康夫 1

1 国立病院機構南和歌山医療センター薬剤部、2 国立病院機構南和歌山医療センター臨床検査科、
3 国立病院機構南和歌山医療センター看護部、4 国立病院機構南和歌山医療センター救命救急科

24-05-O25-2 薬剤部と抗菌薬適正使用支援チームが連携した抗菌薬使用の継続的なモニタリングへの取り組み
矢賀　和子 1、河口　義隆 1,2、幸田　恭治 1、北原　隆志 1

1 山口大学医学部附属病院薬剤部、2 山口大学医学部附属病院感染制御部

24-05-O25-3 バンコマイシンの 1 ポイント採血から算出した AUC と MRSA 感染症における 
早期臨床効果および早期腎機能障害のカットオフ値の研究
植田　貴史 1,2、中嶋　一彦 1,2、竹末　芳生 2,3、一木　薫 1、石川　かおり 1、高橋　佳子 4、石原　美佳 4、木村　健 4

1 兵庫医科大学病院感染制御部、2 兵庫医科大学感染制御学、3 常滑市民病院感染症科、4 兵庫医科大学病院薬剤部
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24-05-O25-4 MRCNS 菌血症に対する VCM 治療の有効性と MIC との関連についての検討
三好　真琴 1、櫻井　紀宏 2、掛屋　弘 2,3、中村　安孝 1

1 大阪公立大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪公立大学医学部附属病院感染制御部、
3 大阪公立大学大学院医学研究科臨床感染制御学講座

24-05-O25-5 膜型人工肺体外循環および持続的血液濾過透析を施行した新生児に対するバンコマイシン TDM への介入
内藤　沙紀 1、内田　淳 1、輿石　泰良 1、須長　祐人 2、吉沢　雅史 2、河野　洋介 2、長谷部　洋平 2、戸田　孝子 2、 
橘田　文彦 1、犬飼　岳史 2、河田　圭司 1

1 山梨大学医学部附属病院薬剤部、2 山梨大学医学部小児科

9 月 24 日（土）	 第 9会場　(Gメッセ	1F　展示ホール内 )

一般演題（口頭） 26 9:00 ～ 9:50

薬学教育・卒後研修
座長：金田　亜季子 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-09-O26-1 薬学生の薬局業務における関心度調査
竹増　理恵 1、長井　克仁 2、富樫　由美 1、松岡　有利子 1、福野　修平 2、浦嶋　庸子 2、小西　廣己 2

1 グリーンファーマシー株式会社ひまわり薬局羽曳野店、2 大阪大谷大学薬学部

24-09-O26-2 病院実習中に WEB 会議システムを利用して実施した専門職連携教育
薄井　健介 1,2、大内　竜介 1,2、渡邊　卓嗣 1,2、成澤　健 3、大塚　眞理子 3、岡田　浩司 1,2

1 東北医科薬科大学薬学部病院薬剤学教室、2 東北医科薬科大学病院薬剤部、3 宮城大学看護学群

24-09-O26-3 病院薬剤師職員教育システムの構築 ( 第三報 ) －薬剤師版クリニカルラダー作成における当院の取り組み－
小山　郁美 1、稲野　寛 1、婦川　貴博 1、山本　悠樹 1、坂倉　智子 1、近藤　留美子 2、厚田　幸一郎 2、尾鳥　勝也 1,2

1 北里大学病院、2 北里大学

24-09-O26-4 聴覚障害 e-learning システムの構築と服薬指導の自信への効果
俵口　奈穂美、窪田　敏夫
第一薬科大学地域医療薬学センター

一般演題（口頭） 27 10:00 ～ 11:00

薬物療法・その他
座長：鈴木　達宙 ( 独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院 )

24-09-O27-1 化粧の使用における外用製剤選択の実験的評価
亀井　貴志
在宅支援さぬき薬局

24-09-O27-2 デキサメタゾン口腔用軟膏と市販の口腔保湿剤の混合による餅状への物性変化
久土　徹也 1、山田　直香 1、岡田　莉奈 1、松本　ゆいこ 1、宮本　康敬 1、内藤　慶子 2、配島　桂子 2、川口　千香 1

1 浜松医療センター薬剤科、2 浜松医療センター歯科口腔外科

24-09-O27-3 大腸がん手術症例にアセトアミノフェン静注液定時投与を追加した術後痛管理の有効性と安全性
堀田　栄治 1、高橋　裕治 1、佐野　正毅 1、斎藤　健一郎 2、高嶋　吉浩 2、宗本　義則 2

1 福井県済生会病院薬剤部、2 福井県済生会病院外科

24-09-O27-4 多職種協働チームにおけるポリファーマシーに対する取り組み
山崎　新平 1、矢川　結香 1、秋吉　尚雄 1、藤村　弥生 1、山戸　真子 1、吉岡　幹人 2、野口　直子 3、吉国　健司 1、 
小倉　秀美 1、山口　健也 4、折口　秀樹 5

1JCHO 九州病院薬剤部、2JCHO 九州病院リハビリテーション室、3JCHO 九州病院栄養部、4JCHO 九州病院緩和ケア科、
5JCHO 九州病院老年内科

24-09-O27-5 柑橘類ジャバラによる OATPs 阻害を介した飲食物薬物間相互作用成分の同定
荒井　智貴 1、秋好　健志 1,2、森田　時生 1、片岡　寛樹 1、矢島　広大 1、植草　義徳 1、羽田　紀康 3、今岡　鮎子 1、
大谷　壽一 1,2,4

1 慶應義塾大学大学院薬学研究科、2 慶應義塾大学医学部、3 東京理科大学薬学部、4 慶應義塾大学病院薬剤部

一般演題（口頭） 28 13:30 ～ 14:30

糖尿病・精神科領域
座長：諏訪間　綾子 ( 群馬大学医学部附属病院薬剤部 )

24-09-O28-1 ペマフィブラートによる肝機能改善効果および耐糖能異常との関連 -Fib4-index を用いた解析 -
西垣　賢 1、田村　圭将 2、米田　勝晃 3

1 サン薬局天理東２号店、2 サン薬局天理東店、3 高清会高井病院薬剤部

24-09-O28-2 GLP-1 受容体作動薬における肥満度別体重減少効果
渡部　正太、重成　大介、尾崎　良輔、奥村　美佑、北田　衛、大村　侑平、太田　明秀、岡野　翔、中田　浩雅
社会医療法人禎心会札幌禎心会病院薬剤部

24-09-O28-3 糖尿病患者に対する薬局薬剤師による眼科受診勧奨の介入効果の検討： 
クラスターランダム化比較試験（プロトコル）
小川　愛 1、鈴木　達彦 2、須藤　寛 3、岡林　慎二 4、山本　洋介 4

1 株式会社トータル・メディカルサービスさくら薬局三苫店、2 株式会社メディカルシステムネットワーク薬局事業本部、
3 株式会社なの花東日本なの花薬局水戸駅前店、4 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻医療疫学分野
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24-09-O28-4 精神科入院患者における精神神経用薬の適正使用による薬物有害事象の治療等に要する費用削減の評価
久保　賢晃 1、舘　知也 1,2、青山　京介 1、古山　愛紗 1、渡邉　繭子 2、青山　智 2、野口　義紘 1、田中　和秀 2、安田　昌宏 2、
柴田　明彦 3、水井　貴詞 2、寺町　ひとみ 1

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 岐阜市民病院薬剤部、3 岐阜市民病院精神科

24-09-O28-5 長年のフェノバルビタール散、エチゾラム錠の服用によるベンゾジアゼピン依存症を発症した一例
佐藤　裕之
株式会社アルナ薬局太良店

一般演題（口頭） 29 14:30 ～ 15:30

ハイケアユニット業務・災害医療
座長：小林　敦 ( 前橋赤十字病院薬剤部 )

24-09-O29-1 顧客満足度分析を用いた岡山大学病院高度救命救急センターにおける病棟薬剤師業務の評価（第２報）
大川　恭昌 1、真鍋　洋平 1、小沼　利光 1、山田　あかね 1、川西　秀明 1、勝部　理早 1、井上　智美 2、村川　公央 1、
中尾　篤典 3、座間味　義人 1

1 岡山大学病院薬剤部、2 岡山大学病院看護部、3 岡山大学病院救命救急科

24-09-O29-2 救急外来に常駐する薬剤師による薬学的介入に関する現状調査
中西　裕明、大山　翔、熊野　瑛巴、藤田　将輝、澤田　真嗣、野口　裕介、小森　玉緒、岡橋　孝侍、友金　幹視
京都第二赤十字病院薬剤部

24-09-O29-3 薬剤部門における災害に対する危機意識向上と行動変容を促す方法の検討
山尾　真貴子 1、青木　勇樹 1、柏原　道志 1、矢部　勝茂 1、梶原　千里 2

1 総合病院聖隷浜松病院薬剤部、2 静岡大学情報学部行動情報学科

24-09-O29-4 COVID-19 陽性者の入院待機ステーションにおける医療支援―薬剤師としての活動報告－
坂口　結斗、長濱　藍、駒井　勇太、府川　祥子、白木　萌、有銘　千賀子、市原　麻友子、石木　仁美、和泉　勝一、
松下　貴英、安里　衣真、下村　周嗣、玉城　亜寿香、久田　潤平、喜多　洋嗣
医療法人徳洲会中部徳洲会病院薬剤部　

24-09-O29-5 災害用電子カルテ構築に対する薬剤師の貢献
仲里　泰太郎 1,2、小林　政彦 2、中出　雅治 1

1 大阪赤十字病院国際医療救援部、2 大阪赤十字病院薬剤部

一般演題（口頭） 30 15:45 ～ 16:45

有害事象・副作用１
座長：吉田　仁志 ( 群馬県済生会前橋病院薬剤部 )

24-09-O30-1 ST 合剤の投与量が腎移植患者の血清クレアチニン値に与える影響
辻本　高志 1、鵜野　竜馬 1、東　亮佑 1、高橋　諒多 1、川本　由加里 1、高本　大路 2、高田　祐輔 2、佐々木　元 2、 
田邉　起 2、後藤　仁和 1

1 市立札幌病院薬剤部、2 市立札幌病院腎臓移植外科

24-09-O30-2 ロキサデュスタット服用患者における TSH 値低下に関する調査
西田　麻以、長尾　由佳、古谷　祥子、菅　直恵、山田　菜月、藥師　径子、赤木　晋介、徳田　衡紀、高柳　和伸
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部

24-09-O30-3 ノセボ効果の発現メカニズムと Cholecystokinin に関する文献調査
加藤　未来 1、間宮　桐子 1、井澤　美苗 1、石川　春樹 1、望月　眞弓 1、青森　達 1,2

1 慶應義塾大学薬学部、2 慶應義塾大学病院薬剤部

24-09-O30-4 ワルファリン服用患者における胆汁ドレナージと PT-INR 変動の関連性についての 6 症例の解析
根岸　瑠美子 1、中澤　孝文 1,2、山崎　伸吾 1、内田　雅士 1,2、鈴木　貴明 1,2、中村　貴子 1、大塚　将之 3、石井　伊都子 1,2

1 千葉大学医学部附属病院薬剤部、2 千葉大学大学院薬学研究院、3 千葉大学医学部附属病院肝胆膵外科

24-09-O30-5 演題取り下げ

一般演題（口頭） 31 16:45 ～ 17:45

有害事象・副作用２
座長：横山　雄太 ( 慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター医療薬学部門 )

24-09-O31-1 リネゾリド投与患者における嘔吐発現要因の探索
堤　竹蔵 1,2、今井　俊吾 3,4、柏木　仁 3、佐藤　夕紀 3、菅原　満 2,3,5、武隈　洋 2

1 北海道大学大学院生命科学院、2 北海道大学病院薬剤部、3 北海道大学大学院薬学研究院、
4 慶應義塾大学薬学部医薬品情報学講座、5 北海道大学国際連携研究教育局

24-09-O31-2 アナモレリンによる高血糖持続のため服用中止となった 1 症例
田嶋　大輝、高木　昭佳、加藤　敦
富山大学附属病院薬剤部

24-09-O31-3 経管投与後にジルコニウムシクロケイ酸ナトリウム水和物が胃内に残存した一症例
後藤　伴美 1、山村　亮太 1、柴田　智隆 2、上野　希望 1、龍田　涼佑 1、田中　遼大 1、坂本　照夫 2、伊東　弘樹 1

1 大分大学医学部附属病院薬剤部、2 大分大学医学部附属病院救命救急科
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24-09-O31-4 変形性関節症で手術した高齢患者における入院期間に影響を及ぼす因子の探索
三宅　優子 1、小瀬　英司 1、山元　孝俊 1、光永　義治 1、安野　伸浩 1,2

1 帝京大学医学部附属病院薬剤部、2 帝京大学薬学部

24-09-O31-5 ジスチグミン使用患者におけるコリン作動性クリーゼに対する安全性監視方法の検討： 
三次救急急性医療機関における記述疫学研究
森　愛絵 1、西村　健二 1、石田　亮 2、亀井　健人 1、赤木　晋介 1、徳田　衡紀 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、
2 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床研究センター
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9 月 23 日（金・祝）	 第 7会場　(Gメッセ	3F　中会議室 302)

International Session (Oral) 1 9:00 ～ 10:05

Pharmacokinetics
Chairs：�Toshiya�Katsura(College�of�Pharmaceutical�Sciences,�Ritsumeikan�University,�Japan)、�

Satoshi�Yamaori(Tokyo�University�of�Pharmacy�and�Life�Sciences,�Japan)
IO-01 Clinical utility of infliximab TDM in rheumatoid arthritis management

Sho Masui1,2、Atsushi Yonezawa1,2、Kazuto Nakae1,2、Miyuki Nakamura1,2、Motomu Hashimoto3、Akira Onishi3、
Hideo Onizawa3、Takayuki Fujii3,4、Kosaku Murakami5、Koichi Murata3,4、Masao Tanaka3、Kotoko Yokoyama6、
Noriko Iwamoto6、Takashi Shimada6、Kotaro Itohara1、Shunsaku Nakagawa1、Satoshi Imai1、Takayuki Nakagawa1、
Makoto Hayakari1、Shuichi Matsuda4、Akio Morinobu3,7、Kazuo Matsubara1、Tomohiro Terada1

1Department of Clinical Pharmacology and Therapeutics, Kyoto University Hospital, Japan、 
2Graduate School of Pharmaceutical Sciences, Kyoto University, Japan、
3Department of Advanced Medicine for Rheumatic Diseases, Graduate School of Medicine, Kyoto University, Japan、
4Department of Orthopaedic Surgery, Kyoto University Graduate School of Medicine, Kyoto, Japan、
5Center for Cancer Immunotherapy and Immunobiology, Graduate School of Medicine, Kyoto University, Kyoto, Japan、
6Shimadzu Corporation, Kyoto, Japan、 
7Department of Rheumatology and Clinical Immunology, Graduate School of Medicine, Kyoto University, Kyoto, Japan

IO-02 Pharmacokinetics and exposure-response analyses of upadacitinib in patients with moderate to severe 
ulcerative colitis – Analyses of induction and maintenance clinical trials
Mohamed-Eslam F. Mohamed1、Ana Victoria Ponce-Bobadilla2、Sven Stodtmann2、Doerthe Eckert2、Wen Zhou1、Wei Liu1

1AbbVie, North Chicago, IL, United States、2AbbVie Deutschland GmbH & Co. KG, Germany

IO-03 Effects of long-term multiple immunosuppressants on everolimus pharmacokinetics in patients after renal 
transplantation
Tomoyuki Sakaue1、Kazuhiro Yamamoto1、Takahito Endo2、Takeshi Ishimura2、Masato Fujisawa2、Tomohiro Omura1、
Ikuko Yano1

1Department of Pharmacy, Kobe University Hospital, Japan、
2Division of Urology, Kobe University Graduate School of Medicine, Japan

IO-04 Monte Carlo simulation to determine optimal ceftazidime dosing in patients receiving continuous 
hemodiafiltration
Yugo Chisaki、Manami Mitsuyama、Miyu Yasukawa、Yoshitaka Yano
Kyoto Pharmaceutical University, Education and Research Center for Clinical Pharmacy, Japan

IO-05 Lansoprazole exacerbates linezolid-induced thrombocytopenia: potential drug interaction via human 
organic anion transporter 3
Danni Wang1、Kenji Ikemura1,2、Masahiro Okuda1,2

1Department of Hospital Pharmacy, Graduate School of Medicine, Osaka University, Japan、
2Department of Pharmacy, Osaka University Hospital, Japan

International Session (Oral) 2 10:05 ～ 11:00

Pharmacotherapy
Chairs：�Hisashi�Urushihara(Faculty�of�Pharmacy,�Keio�University,�Japan)�

Takenori�Tamaki(KUSURINOMIDORI�Co.,�Ltd,�Japan)
IO-06 Basic Research for the Practice of Reverse Translational Research in Doxorubicin-induced 

Cardiomyopathy
Naoki Yoshikawa、Tomoko Kamei、Yuichiro Kurone、Naoto Hirata、Sadahiko Shimoeda
Department of Pharmaceutical Health Care and Sciences, Tokyo University of Pharmacy and Life Sciences, Japan

IO-07 Effectiveness and safety of direct oral anticoagulants versus warfarin during chemotherapy for cancer 
patients aged 75 or older：A nationwide inpatient database study
Chikako Iwai1、Jo Taisuke2,3、Hideo Yasunaga1

1Department of Clinical Epidemiology and Health Economics, School of Public Health, The University of Tokyo, Tokyo, Japan、 
2Department of Health Services Research, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo, Tokyo, Japan、
3Department of Respiratory Medicine, Graduate School of Medicine, The University of Tokyo, Tokyo, Japan

IO-08 Multicenter prospective observational study on hospital pharmacist interventions to reduce inappropriate 
medications
Shinya Suzuki1,7、Mayako Uchida2,7、Hideki Sugawara4,7、Yukio Suga3,7、Takayuki Nakagawa5,7、Hisamitsu Takase6,7

1Department of Pharmacy, National Cancer Center Hospital East, Japan、
2Department of Education and Research Center for Pharmacy Practice, Faculty of Pharmaceutical Sciences,  
Doshisha Women's College of Liberal Arts, Japan、
3Department of Clinical Pharmacy and Pharmacology, Kagoshima University Hospital, Japan、 
4Department of Clinical Drug Informatics, Faculty of Pharmacy, Institute of Medical, Pharmaceutical & Health Science,  
Kanazawa University, Japan、5Department of Clinical Pharmacology and Therapeutics, Kyoto University Hospital, Japan、 
6Department of Pharmacy, Nippon Medical School Tama-Nagayama Hospital, Japan、 
7Research Promotion Committee, Japanese Society for Pharmaceutical Palliative Care and Sciences (JSPPCS), Osaka, Japan

IO-09 A survey on the actual status of web-based hospital-pharmacy collaborative case study meetings during 
the COVID-19 pandemic
Michiya Akabane、Yuki Kunitsu、Masatomo Sudo、Masaki Sumi、Koji Uenishi、Shin-ya Morita
Department of Pharmacy, Shiga University of Medical Science Hospital, Japan



プ ロ グ ラ ム
一般演題（ポスター）/International Session (Poster)

発表日時・会場
会場：	ポスター会場　Gメッセ	1F　展示ホール
一般演題（ポスター）　
前半　23-PM：9月 23日（金・祝）	 17:50 ～ 18:35 ／ 24-AM：9月 24日（土）11:00 ～ 11:45
後半　24-AM：9月 24日（土）　　	 17:50 ～ 18:35 ／ 25-AM：9月 25日（日）11:00 ～ 11:45
International	Session(Poster)：9月 23日（金・祝）17:50 ～ 18:35

演題番号の見方
P 0 0 1 - 2 3 - P M
通し番号 発表日 発表時間

前半　9 月 23 日（金・祝）PM ／ 9 月 24 日（土）AM
P001-23-PM～ P010-24-AM	 調剤・処方鑑査
P011-23-PM	 薬薬連携
P012-24-AM～ P014-24-AM	 医薬品管理
P015-23-PM～ P018-24-AM	 院内製剤・薬局製剤
P019-23-PM～ P020-24-AM	 品質管理
P021-23-PM～ P046-24-AM	 病棟薬剤業務
P047-23-PM～ P060-24-AM	  ハイケアユニット業務 

（ICU・CCU・SCU・救急等）
P061-23-PM～ P071-23-PM	 外来薬剤師業務
P072-24-AM～ P089-23-PM	 タスク・シフト / シェア・スキルミックス
P090-24-AM～ P093-23-PM	 医療情報システム
P094-24-AM～ P117-23-PM	 医薬品情報・データベース
P118-24-AM～ P140-24-AM	 使用状況調査・意識調査
P141-23-PM～ P148-24-AM	 薬剤疫学・医療経済
P149-23-PM～ P151-23-PM	 持参薬管理

P152-24-AM～ P153-23-PM	 健康食品・サプリメント
P154-24-AM～ P157-23-PM	 OTC・セルフメディケーション
P158-24-AM～ P161-23-PM	 バイオシミラー
P162-24-AM～ P201-23-PM	 有害事象・副作用
P202-24-AM～ P204-24-AM	 薬物動態（基礎）
P205-23-PM～ P209-23-PM	 薬物動態（臨床）
P210-24-AM～ P219-23-PM	 薬物相互作用
P220-24-AM～ P235-23-PM	 TDM・投与設計
P236-24-AM～ P246-24-AM	 がん薬物療法（レジメン管理と運用）
P247-23-PM～ P255-23-PM	 がん薬物療法（多職種連携）
P256-24-AM～ P265-23-PM	 がん薬物療法（無菌調製・曝露対策）
P266-24-AM～ P283-23-PM	 がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
P284-24-AM～ P291-23-PM	 がん薬物療法（制吐支持療法）
P292-24-AM～ P339-23-PM	 がん薬物療法（他の副作用対策）

後半　9 月 24 日（土）PM ／ 9 月 25 日（日）AM
P340-25-AM～ P365-24-PM	 がん薬物療法（緩和ケア）
P366-25-AM～ P418-25-AM	 がん薬物療法（その他）
P419-24-PM～ P444-25-AM	  新型コロナウイルス感染症 

（ワクチン・治療薬）
P445-24-PM～ P457-24-PM	  新型コロナウイルス感染症 

（業務対応等、他）
P458-25-AM～ P481-24-PM	 感染制御（治療薬）
P482-25-AM～ P499-24-PM	 感染制御（その他）
P500-25-AM～ P501-24-PM	 HIV
P502-25-AM～ P504-25-AM	 栄養管理・NST
P505-24-PM～ P514-25-AM	 精神科領域
P515-24-PM～ P522-25-AM	 周産期医療
P523-24-PM～ P529-24-PM	 糖尿病

P530-25-AM～ P538-25-AM	 腎疾患
P539-24-PM～ P546-25-AM	 高齢者ケア
P547-24-PM～ P548-25-AM	 褥そう対策
P549-24-PM～ P564-25-AM	 薬物療法（その他）
P565-24-PM～ P567-24-PM	 治験・臨床試験
P568-25-AM～ P583-24-PM	 地域・在宅医療
P584-25-AM～ P613-24-PM	 薬薬連携
P614-25-AM～ P618-25-AM	 災害医療
P619-24-PM～ P639-24-PM	 医療安全
P640-25-AM～ P653-24-PM	 薬学教育（遠隔授業、実務実習を含む）
P654-25-AM～ P664-25-AM	 卒後研修・研修制度
P665-24-PM～ P672-25-AM	 その他

International Session (Poster)　9 月 23 日（金・祝）PM
IP-01 ～ IP-07	 Pharmaokinetics/Pharmacoynamics
IP-08 ～ IP-12	 Pharmacotherapy
IP-13 ～ IP-19	 Pharmacoepidemiology/Database



第 32回日本医療薬学会年会

前半　9月 23 日（金・祝）PM／ 9月 24 日（土）AM	 ポスター会場　(Gメッセ	1F　展示ホール )

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

調剤・処方鑑査
P001-23-PM 沈降炭酸カルシウムの服用性改善を目的に崩壊時間に基づく製剤変更を検討した血液透析患者の 2 症例

鈴木　寛 1、小川　裕子 1、柏倉　康治 2、内田　信也 2、影山　慎二 3、山内　克哉 1

1 株式会社やまうち薬局、2 静岡県立大学薬学部実践薬学分野、3 医療法人社団灯弘会かげやま医院

P002-24-AM ICT を活用したデフォルト用法の処方支援への有用性評価
上松　祐貴、三村　亨、関　夏望、中澤　佑香、村井　健太郎、土屋　広行、内藤　隆文
信州大学医学部附属病院薬剤部

P003-23-PM 注射処方箋に着目した注射用抗菌薬・抗ウイルス薬の希釈濃度と投与速度に関するインシデント防止対策の
効果の検討
長谷　康史、荒木　良介、山田　英紀
大和市立病院薬剤科

P004-24-AM CHADS2 スコアを活用した服薬指導がもたらす患者の行動変容
水谷　正史 1、安原　智久 2、永田　実沙 2、松下　綾 1、巽　正志 1、宮野　康央 1、大上　直人 1

1 ウエルシア薬局、2 和歌山医科大学薬学部

P005-23-PM 腎機能に応じた処方監査支援システムの構築と有用性に関する検討
升田　万祐子、楠川　侑吾、多留木　崇志、成瀬　圭、村田　龍宣、村岡　淳二
京都市立病院薬剤科

P006-24-AM ワルファリンカリウム細粒および顆粒製剤の小児用量の調剤方法および投薬後の保管方法に関する 
基礎的検討
秋山　滋男 1、中田　いちこ 2、宮本　悦子 3、齋藤　健一 4、政氏　藤玄 2、堀　祐輔 1、石田　志朗 5

1 東京薬科大学薬学部実務実習教育センター、2 金沢医科大学病院薬剤部、3 特定非営利活動法人健康・環境・教育の会、
4 埼玉医科大学総合医療センター、5 徳島文理大学香川薬学部製剤学講座

P007-23-PM 投与間隔に注意が必要な注射薬における薬剤部門システムを用いた効率的な処方鑑査に向けた取り組み
伊東　冴栄、八木　仁史、石川　夕起、村澤　康平、白石　俊介、内田　裕之、満田　正樹、河井　良智
関東労災病院薬剤部

P008-24-AM ホルモン補充療法薬治療における慎重投与症例に関する調査
畑　賢太 1、山口　和奎 1、得地　美帆 1、野木山　史恭 1、相馬　まゆ子 1、今田　愛也 2、藤枝　聡子 3、山本　浩史 4

1 天使病院薬剤部、2 北海道科学大学薬学部、3 天使病院婦人科、4 天使病院外科

P009-23-PM 漢方エキス製剤の経管チューブ（ISO80369-3）通過性に関する比較検討（2） 
－注入器の種類、チューブ径の違いによる比較－
毎田　千恵子 1、中田　いちこ 2、秋山　滋男 3、高野　克彦 1、船坂　龍善 4,5、杉田　尚寛 6、宮本　悦子 5,7

1 北陸大学薬学部、2 金沢医科大学病院薬剤部、3 東京薬科大学薬学部、4 金沢大学病院先端医療開発センター、
5NPOHEART、6 株式会社スパーテル、7 株式会社ニジイロクリエイト

P010-24-AM 散剤鑑査時の目視でのばらつき評価の精度調査
染谷　健次 1、八島　秀明 1,2、正田　遊野 1、阿部　正樹 1、荒木　拓也 1,2、山本　康次郎 1,2

1 群馬大学医学部附属病院薬剤部、2 群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学講座

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

薬薬連携
P011-23-PM 病院薬剤師と薬局薬剤師の疑義照会内容の共有化について

中川　義浩 1,2,3、桑村　恒夫 1、野田　聖奈子 1、篠崎　千尋 1、松本　美紅 1、梅崎　りさ 2、清原　珠美 3

1 独立行政法人地域医療機能推進機構久留米総合病院統括診療部薬剤科、2 グレイス調剤薬局、3 大賀薬局久留米総合病院前店

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

医薬品管理
P012-24-AM 医薬品の供給制限となった要因と製薬企業の安定供給体制に関する現状調査

安原　昌宏、横山　匠太、森川　記道、谷保　智美、大山　展弘、内海　敦志、原田　靖子
マツダ株式会社マツダ病院

P013-23-PM 中規模病院手術室における非専従薬剤師と多職種連携による医薬品管理
細野　真吾 1、磯野　礼果 1、亀井　幹子 2、白井　壽子 2、澁田　達史 3、山崎　崇 1

1 大垣徳洲会病院薬剤部、2 大垣徳洲会病院看護部手術室、3 大垣徳洲会病院麻酔科

P014-24-AM 輸液製剤の蒸散に関する実態調査
中邨　翔太 1、河内　佑樹 1、岸川　礼子 1、橋詰　淳哉 1,2、龍　恵美 1、原澤　仁美 1、兒玉　幸修 1、大山　要 1

1 長崎大学病院薬剤部、2 長崎大学病院安全管理部
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一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

院内製剤・薬局製剤
P015-23-PM 3D バイオプリンターによる旨味成分を含有した口腔乾燥症用咀嚼グミ剤の調製

田上　辰秋、木田　理沙子、小川　昂輝、尾関　哲也
名古屋市立大学大学院薬学研究科薬物送達学分野

P016-24-AM 乳児血管腫治療を目的とした院内製剤プロプラノロールクリームの調製及び製剤学的評価
柏倉　康治 1、坪井　絵乃 1、田中　紫茉子 1、並木　徳之 1,2、内田　信也 1

1 静岡県立大学薬学部実践薬学分野、2 帝京平成大学薬学部物理薬剤学ユニット

P017-23-PM 院内製剤としての口腔粘膜炎治療用フォーム製剤の調製
渡辺　日菜子 1,2、柏倉　康治 1、永井　日菜 1、芦原　まいか 1、大城　真理奈 1、田中　紫茉子 1、並木　徳之 1,2、
内田　信也 1

1 静岡県立大学薬学部実践薬学分野、2 帝京平成大学薬学部物理薬剤学ユニット

P018-24-AM 院内製剤の実用性改善に関する研究：クイックバッグと冷凍保存の併用はモーズ軟膏の利便性を高める
岡本　広世 1、吉川　知宏 1、竹内　健太 1、平田　敦士 1、出口　粧央里 2、長井　紀章 2

1 近畿大学奈良病院薬剤部、2 近畿大学薬学部製剤学研究室

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

品質管理
P019-23-PM ゼチーア ® 錠 10mg 一包化の検討

平山　優希 1、長山　晃 1、森下　和美 1、川上　典子 1、近藤　昌子 1、金　顯凡 2

1 沼津市立病院薬剤部、2 独立行政法人国立高等専門学校機構沼津工業高等専門学校機械工学科

P020-24-AM Omegaven® 分注製剤の安定性評価と製剤業務効率化
湖城　由佳 1、丹沢　彩乃 1、小口　敏夫 2、山谷　明正 1

1 国立成育医療研究センター薬剤部、2 山梨大学大学院医学域

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

病棟薬剤業務
P021-23-PM 中規模病院における手術室業務への薬剤師専任への取り組み

栗崎　貴啓 1、黒田　安純 1、相方　靖史 2

1 社会医療法人潤心会熊本セントラル病院薬剤科、2 社会医療法人潤心会熊本セントラル病院麻酔科

P022-24-AM 病棟薬剤師による Clostridioides difficile 感染症スクリーニングの取り組み
岩鼻　優、佐々木　康弘、橘　淳、天野　美里、益子　里美
公益財団法人東京都保健医療公社多摩南部地域病院薬剤科

P023-23-PM 看護師アンケートを取り入れた簡易懸濁法の円滑な導入
安富　暉浩、犬飼　千智、安田　成男、辻井　佳代、小林　政彦
大阪赤十字病院薬剤部

P024-24-AM 回復期リハビリテーション病棟での入院患者カンファレンスへの薬剤師の参加による減薬の効果
川崎　文雄、瀬戸　梓、平松　美早、山ノ内　芹南、与那城　知夏、若林　沙季、奥西　美奈
社会医療法人愛仁会愛仁会リハビリテーション病院

P025-23-PM リチウム濃度治療域で中毒症状出現、要因としてフェノチアジン誘導体併用が考えられ、 
一時的ペースメーカー挿入に至った 1 例
眞野　裕 1、石田　茂伸 1、多胡　友絵 1、星　育子 1、小泉　祐一 1,2

1 社会医療法人生長会ベルランド総合病院薬剤科、2 社会医療法人生長会府中病院薬剤科

P026-24-AM 当クリニックにおけるポリファーマシーの実態調査
梅庭　大地 1,2、今野　江梨 1、藤田　大智 1、佐々木　理絵 1、天間　雅美 1、加藤　利佳 3、本郷　文教 1

1 手稲渓仁会病院薬剤部、2 手稲家庭医療クリニック薬剤科、3 手稲家庭医療クリニック診療科

P027-23-PM 当院における排尿ケアチームの活動成果
林　剛史
津島市民病院薬剤室

P028-24-AM 病棟薬剤業務未実施施設における地域包括ケア病棟での Commander 制度導入による服薬指導体制強化を 
目指した取り組み
岸本　真 1、徳丸　章佳 1、山本　梢 1、中野　一馬 1、北園　幸大 1、田中　恭人 1、豊留　麻衣 1、池沢　若菜 1、森永　崇史 1、
中村　杏果 1、屋敷　大輔 1、淵脇　ゆかり 1、長ヶ原　琢磨 1、荻尾　夕起子 1、児玉　友和 2

1 霧島市立医師会医療センター薬剤部、2 霧島市立医師会医療センター情報分析管理課

P029-23-PM 抗 MRSA 薬の選択に難渋したペースメーカリード感染の 1 症例
内村　充志、曽我　弘道、前田　朱香、福島　将友、町田　聖治、入江　利行
小倉記念病院薬剤部

P030-24-AM FLS( 骨粗鬆症リエゾン ) パス導入による骨粗鬆症治療薬開始状況調査
後藤　千尋 1、宮崎　早可 1、田中　拓可 1、大城　里紗 1、安達　嘉織 1、佐野　隆大 2、福井　由美子 1

1 兵庫県立加古川医療センター薬剤部、2 兵庫県立西宮病院
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P031-23-PM ポリファーマシーの解消を目的とした持参薬の実態調査
田本　光莉、矢田山　瑞稀、島津　智行、河端　真以、蝦名　勇樹、村上　智香、田中　悠季、三本松　泰孝、佐藤　弘康、
田村　広志
JA 北海道厚生連帯広厚生病院

P032-24-AM Barthel Index を用いた終末期がん患者の予後予測指標の検討
岡本　伸也 1、岡崎　和子 1、岡田　昌浩 1、村上　史承 1、杉原　弘記 1、番匠谷　研吾 2、竹井　英介 1、竹田　修三 2、
杉原　成美 2

1 尾道市立市民病院薬剤部、2 福山大学薬学部

P033-23-PM 退院時指導への薬剤師介入の増加　～プレアボイド報告を活用して～
瀬名波　暢子、門馬　佳代子、辻井　佳代、小林　政彦
日本赤十字社大阪赤十字病院薬剤部

P034-24-AM 整形外科病棟における疼痛管理に薬剤師が積極的に介入する前後での鎮痛剤処方量の調査
山口　茉由夏、保志場　康人、小山　奈津実、森脇　麻希、山口　徹郎
医療法人顕鐘会神戸百年記念病院薬剤部

P035-23-PM 当院における薬剤総合評価調整加算に対する取り組みと評価
伊藤　弥紀 1、東　恵理 1、永江　寛子 2、萩原　大樹 1

1 福岡大学西新病院薬剤部、2 福岡大学病院薬剤部

P036-24-AM 低亜鉛血症の早産児への酢酸亜鉛二水和物投与による血清亜鉛濃度及び血清銅濃度に対する影響に関する検討
伊藤　俊和 1,2、上ノ山　和弥 1、小林　和博 1、角本　幹夫 3、水本　洋 4、桂　敏也 2、尾上　雅英 1

1 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院薬剤部、2 立命館大学薬学部医療薬剤学研究室、
3 立命館大学薬学部医療薬学研究室 2、4 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院小児科

P037-23-PM 退院時薬剤管理サマリーを活用した当院薬剤科における地域連携の取り組み
勝岡　美菜、小寺　菜月、若林　厚史、坂本　依利、高橋　彩、田畑　寛明、猿谷　淳、向　一美、地野　幹子
国家公務員共済組合連合会北陸病院診療部薬剤科

P038-24-AM ワルファリン使用入院患者に対する Data Ware House を用いた薬剤師介入による出血事象予防への効果
山岸　千恵、木下　照常、杉山　和弥、森　健司、滝本　典夫
医療法人豊田会刈谷豊田総合病院薬剤部

P039-23-PM 慢性便秘症診療ガイドラインの遵守状況
小林　寛典、信澤　弘美、松元　美香、大谷　道輝
公益財団法人佐々木研究所附属杏雲堂病院薬剤科

P040-24-AM 小牧市民病院におけるプレアボイド報告の現状と課題
土本　大輔、桑原　悠里、河野　美来、宮川　佐和子、林　浩之、戸田　康裕
小牧市民病院薬局

P041-23-PM 服薬アドヒアランス評価における MMAS-4 の有用性に関する検討
石井　照樹、大嶋　成奈優、沖廣　絵里子、高橋　公子、石原　瑛太郎、篠永　浩、加地　努
三豊総合病院薬剤部

P042-24-AM 新生児集中治療室における薬剤師の関わり
門倉　史枝、岡田　瑞希、松谷　春花、河原　香織、藤原　康浩、合田　泰志
兵庫県立こども病院薬剤部

P043-23-PM 周術期の抗血栓薬管理における SURPASS(SURgical PAtient Safety System) 導入の有用性に関する観察研究
堀内　保顕 1、加藤　里奈 1、加藤　秀雄 1、向原　里佳 1、世古口　典子 1、佐々木　典子 2、水谷　栄梨 1、大井　正貴 3、
坂井田　寛 4、兼児　敏浩 2

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院医療安全管理部、3 三重大学医学部附属病院消化管外科、
4 三重大学医学部附属病院耳鼻咽喉 ･ 頭頸部外科

P044-24-AM 消化器外科領域における周術期せん妄対策への薬剤師の取り組みと評価
宮原　強、野中　美佳、草葉　一友
佐賀県医療センター好生館薬剤部

P045-23-PM 心臓リハビリテーションカンファレンスの薬剤師参画における貢献度調査
千葉　貴志、池田　絢絵
仙台循環器病センター

P046-24-AM 超低出生体重児に対する経管薬剤投与におけるチューブ閉塞リスクに関する検討
田中　悠介 1、金田　亜季子 1、石川　雄也 1、八島　秀明 1、阿部　正樹 1、荒木　拓也 1,2、山本　康次郎 1,2

1 群馬大学医学部附属病院薬剤部、2 群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学講座

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

ハイケアユニット業務（ICU・CCU・SCU・救急等）
P047-23-PM 集中治療領域での薬剤師と臨床工学技士の連携による体外循環装置施行患者への抗微生物薬を中心とした薬

物治療適正化
小林　洋平 1、中川　貴弘 1、河津　敏明 1、荒川　昌洋 2、烏野　隆博 1,3

1 りんくう総合医療センター薬剤科、2 りんくう総合医療センター臨床工学科、3 りんくう総合医療センター血液内科
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P048-24-AM 急速に進行した酸化マグネシウム錠による高マグネシウム血症が意識障害の原因と考えられた 1 例
藏本　裕信、樽屋　志保、権藤　直人
地方独立行政法人明石市立市民病院医療技術部薬剤課

P049-23-PM 集中治療室における注射薬の使用濃度統一に関する実態調査
立石　裕樹 1,10、今井　徹 2,10、川邊　一寛 3,10、玉造　竜郎 4,10、安藝　敬生 5,10、今中　翔一 6,10、奥川　寛 7,10、中馬　真幸 8,10、
前田　幹広 9,10

1 福岡徳洲会病院薬剤部、2 日本大学医学部附属板橋病院薬剤部、3 横浜市立大学附属病院薬剤部、4 昭和大学病院薬剤部、
5 長崎大学病院薬剤部、6 帝京大学医学部付属病院薬剤部、7 京都桂病院薬剤科、8 旭川医科大学病院薬剤部、
9 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部、10 日本集中治療教育研究会薬剤師部会

P050-24-AM 周術期薬剤管理加算取得を目指した業務構築への取り組み
日江井　和英 1、宮部　芳之 1、土本　暁斗 1、安田　翔 1、中村　英嗣 1、大塚　祐紀子 1、佐藤　和也 1、松由　幸司 1、
塚原　民夫 1、甲斐　三由紀 2、山崎　潤二 3、梶川　真樹 4

1 岐阜県立多治見病院薬剤部、2 岐阜県立多治見病院看護部、3 岐阜県立多治見病院麻酔科、4 岐阜県立多治見病院外科

P051-23-PM 救急医療における点滴流量適正化を目的とした計算ツールの導入と評価
長澤　欣弘、中村　槙一郎、瀧内　瑛輔、尾形　美絵、近藤　和宏、羽生　智宏、新関　みどり、田村　和彦
大分県済生会日田病院薬剤部

P052-24-AM 重症患者に対するバンコマイシン＋ピペラシリン / タゾバクタム併用療法の急性腎障害への影響と危険因子：
単施設後ろ向き観察研究
濱名　哲大 1、大橋　明歩 1、片山　侑紀 1、梅村　穣 2、藤見　聡 2、藤田　敬子 1

1 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター薬局、
2 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター救急診療科

P053-23-PM 集中治療室常駐薬剤師による薬剤総合評価調整加算の取得に向けた取り組み方法の検討
大塚　晋也、林　隼輔、蔭山　博之、長谷川　英雄
東京慈恵会医科大学附属柏病院薬剤部

P054-24-AM 演題取り下げ

P055-23-PM スタチン系薬剤常用患者における術前のスタチン内服は麻酔導入時の血圧に影響を与える
土本　希 1,2、宮本　朋佳 1、木村　初 1、小泉　祐一 1、森　正信 2

1 生長会府中病院薬剤部、2 生長会府中病院麻酔科

P056-24-AM 重症 COVID-19 患者を対象に、ナルデメジンによる排便コントロールが与える有効性を評価した 
後方視的観察研究
片山　侑紀 1、濱名　哲大 1、大橋　明歩 1、川田　真大 2、梅村　穣 2、藤見　聡 2、藤田　敬子 1

1 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター薬局、
2 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター救急診療科

P057-23-PM 救命救急センターにおいて薬剤師がアルテプラーゼ製剤調製を行うことによる有用性の検討
小林　悠、内山　耕作、種村　繁人、渡邊　晃平、芥子川　純里、冨田　敦和、今西　忠宏
JA 愛知厚生連江南厚生病院薬剤部

P058-24-AM 濁度を指標とした 3 剤配合変化試験に基づく配合変化情報提供による医療安全対策
近藤　匡慶 1、源平　麻衣 1、深尾　彰平 1、田杭　直哉 1、菅谷　量俊 1、柳田　顕郎 2、高瀬　久光 1

1 日本医科大学多摩永山病院薬剤部、2 東京薬科大学薬学部生体分析化学教室

P059-23-PM 救急外来での病棟薬剤師による急性期脳卒中患者対応の有用性評価
石川　衣里子 1、細谷　龍一郎 1,2、北島　健士 1、柴崎　功 1

1 武蔵野赤十字病院薬剤部、2 明治薬科大学医療分子解析学研究室

P060-24-AM 病棟薬剤師が気腫性腎盂腎炎に対して集学的な治療支援を行った一例
井出　和男 1、石村　真琴 1、西垣　哲太 1、川邊　一寛 1、秋田　士雄人 1、加藤　英明 2、小池　博文 1、佐橋　幸子 1

1 横浜市立大学附属病院薬剤部、2 横浜市立大学附属病院感染制御部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

外来薬剤師業務
P061-23-PM 薬局薬剤師の性別による女性ホルモン製剤の服薬指導の差に関する調査

矢島　杏里、長内　理大、伊野　陽子、玉木　啓文、井口　和弘
岐阜薬科大学薬局薬学研究室

P062-24-AM 入院前支援としての写真付き手術・検査前休薬説明シートの導入
濱崎　翔平 1、谷本　憲哉 1、谷口　潤 2、尾ノ上　剛樹 1、山形　真一 1

1 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター、2 独立行政法人国立病院機構指宿医療センター

P063-23-PM 外来がん化学療法患者を対象としたプレアボイドの評価
松本　美紅、桑村　恒夫、三上　忠司、中川　義浩
地域医療機能推進機構久留米総合病院薬剤部

P064-24-AM 入院外来治療支援における糖尿病・抗血栓薬・抗がん剤などハイリスク薬に対する薬剤師の役割について
野村　浩夫 1,2,3

1 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、2 野村薬局、3 名城大学薬学部薬物動態制御学
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P065-23-PM 外来がん患者に対する薬剤師による面談の導入とその評価
平野　公美、外山　未来、大和　千穂、八木　貴彦、冨田　奈々、宮本　康敬、川口　千香
浜松医療センター薬剤科

P066-24-AM 薬局薬剤師の労働生活の質 (Quality of Working Life) の潜在的要素の解明とその経年変化 
~ 関東近郊の薬局調査 ~
加藤　裕太 1,2、関谷　剛 1、石井　僚 3、平子　庸志 3、佐藤　宏樹 2、木村　廣道 1

1 東京大学未来ビジョン研究センターライフスタイルデザイン研究ユニット、2 東京大学大学院薬学系研究科育薬学講座、
3 一般社団法人日本保険薬局協会

P067-23-PM 周術期患者の入院前薬剤師面談における術前休薬補完の実態調査
山川　裕司、柏村　友一郎、小田　泰弘、岩切　総子、島野　玲菜、若海　大智、藤井　博之、伊藤　忠明
虎の門病院薬剤部

P068-24-AM 総合サポートセンターの入退院支援業務における薬剤師介入の有用性
小寺　聖 1,2、渡部　実咲 1、田中　佳子 1、関谷　泰明 1、井上　壽江 1、荒井　正純 2、平下　智之 1

1 岐阜県総合医療センター薬剤部、2 岐阜県総合医療センター総合サポートセンター

P069-23-PM 薬剤師外来の評価についての医師へのアンケート調査
黒部　健太郎、宮原　強、草葉　一友
佐賀県医療センター好生館薬剤部

P070-24-AM 手術対象患者の入院支援外来における薬剤師介入の有用性調査
早坂　美希、佐々木　順也、千葉　貴志
仙台循環器病センター薬剤部

P071-23-PM お薬手帳シール導入後のお薬手帳使用状況及び服薬説明の現状調査と課題
小野　理恵 1、金田　亜季子 1、飯塚　誠 1、高橋　理充 1、長井　桃子 1、阿部　正樹 1、八島　秀明 1、荒木　拓也 1,2、
山本　康次郎 1,2

1 群馬大学医学部附属病院薬剤部、2 群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学講座

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

タスク・シフト /シェア・スキルミックス
P072-24-AM インスリン、GLP-1 受容体作動薬、SMBG に要する消耗品の過不足に対する処方支援の有用性評価

若原　美沙紀 1、中村　和行 1、三浦　忠将 1、森　巧一 1、藤井　友和 1、武井　貴裕 2、近藤　國和 3、水谷　直広 3、
杉浦　洋二 1

1JA 愛知厚生連安城更生病院薬剤部、2JA 愛知厚生連安城更生病院医事課、3JA 愛知厚生連安城更生病院内分泌・糖尿病内科

P073-23-PM タスク・シフト / シェアによるインスリン患者指導の効果と評価
植村　有加 1、安田　早織 1、辻　芙美 1、楠　斐未 1、國枝　亜矢香 1、矢野　美保 2、三宅　健文 1

1 社会福祉法人京都社会事業財団西陣病院薬剤部、2 社会福祉法人京都社会事業財団西陣病院糖尿病内科

P074-24-AM タスク・シフト　- チーム医療の推進の介入結果と評価 -
滝澤　康志、久保田　令枝、宮崎　邦晃、西澤　さとみ
飯山赤十字病院薬剤部

P075-23-PM 定期処方オーダー代行入力導入前後における業務量の変化について
小野　歩、沼田　諒、折戸　融、石井　勇太、片山　潤
石巻市立病院医療技術部薬剤科

P076-24-AM PBPM を用いたタスクシフティング及び病棟薬剤業務による医師の業務負担軽減効果
片桐　将志、十川　友那、近藤　宏樹、中西　順子、篠永　浩、原田　典和、加地　努
三豊総合病院薬剤部

P077-23-PM 令和４年度診療報酬改定に伴う脆弱性骨折患者の二次骨折予防に対する薬学的評価を踏まえた支援効果
佐藤　愛 1、中島　美治 1、中村　彩 1、内田　裕之 1、満田　正樹 1、河井　良智 1、東川　晶郎 2

1 独立行政法人労働者健康安全機構関東労災病院薬剤部、2 独立行政法人労働者健康安全機構関東労災病院整形外科

P078-24-AM 当院における疑義照会の実態に基づく入院処方での疑義照会簡素化プロトコルの導入検討について
中北　朝海、臼田　昌弘、大原　展、木村　綾沙、木下　護、神崎　愛乃、高田　莉里、白幡　千慧、藤田　英里子、内田　裕子、
大森　俊和、樋口　愛子
社会医療法人財団石心会川崎幸病院

P079-23-PM 薬剤師の処方支援による時間外処方削減効果に関する検討
菅　直恵 1、西村　健二 1、石田　亮 2、亀井　健人 1、赤木　晋介 1、徳田　衡紀 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、
2 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床研究センター

P080-24-AM ICU 病棟における PBPM を用いた外用剤使用による創傷発生件数への影響
竹腰　雄真、山本　浩二郎、前田　晃佑、山本　倫数、草薙　みか、山田　直輝、中出　早代、裏野　千裕、竹村　姫穂、
大里　泰章、濱田　達志、岩知道　美幸、吉澤　典成
八尾徳洲会総合病院薬剤部

P081-23-PM 急性副腎不全に対するヒドロコルチゾン製剤の自己注射指導への薬剤師の関わり
櫻井　雄一郎 1,2,3、桧作　和子 2、吉田　麻里 1、井上　美菜 1、西谷　千里 3、有馬　純子 1

1 鹿児島市立病院薬剤部、2 鹿児島市立病院小児科、3 鹿児島市立病院看護部
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P082-24-AM 入院患者の睡眠薬適正使用のための PBPM 実施の効果
石谷　理紗 1、長谷川　啓 1、細田　未紀 1、山根　正也 1、千原　里美 1、上田　宏 1、三好　崇文 2、伊東　範尚 3、
中村　好男 3

1 市立伊丹病院薬剤部、2 市立伊丹病院精神科、3 市立伊丹病院老年内科

P083-23-PM 携帯情報端末を用いた非薬剤師による医薬品取り揃えミス防止への取り組み
寺田　公介、佐藤　公彦、吉野　麻結、中島　寿久、石川　光信、赤木　徹、橋本　浩伸、古川　哲也
国立がん研究センター中央病院薬剤部

P084-24-AM 間質性肺炎・肺線維症センターでの薬剤師によるタスクシフト～病態を理解した処方支援～
関根　悠 1、合津　貴志 1、渡邉　紘章 1、築地　洸大 1、杉野　圭史 2、田崎　政則 1

1 一般財団法人慈山会医学研究所付属坪井病院薬剤部、2 一般財団法人慈山会医学研究所付属坪井病院呼吸器内科

P085-23-PM 薬剤師による手術使用薬剤の調製が手術患者の入れ替え時間に与える影響
土川　拓也、小倉　花菜、濱本　裕太、古谷　一平、田中　佳子、関谷　泰明、井上　壽江、平下　智之
岐阜県総合医療センター薬剤部

P086-24-AM 周術期における抗凝固薬等の適正な対応に向けた取り組みと評価
石田　智之、森　美保菜、末永　尚輝、八汐　祥恵、鶴永　大貴、中村　有莉恵、堀内　智裕、赤星　真広、森岡　友美、
池増　鮎美、佐多　照正
鹿児島厚生連病院診療支援部薬剤科

P087-23-PM 満足度分析を用いた入退院支援センターにおける薬剤師業務の評価
竹内　恵 1、宮原　強 1、山田　敦子 1、貞嶋　栄司 2、田中　聡也 3、草葉　一友 1

1 佐賀県医療センター好生館薬剤部、2 ライフサイエンス研究所、3 消化器外科

P088-24-AM 外来患者における胃・大腸内視鏡検査前中止薬に関する薬剤師の取り組み
藤井　達郎、佐々木　静香、下口谷　貴、山川　拓、久保　瞳、藤井　有貴、門村　将太、森本　雅子、井藤　達也
JCHO 札幌北辰病院

P089-23-PM 整形外科病棟における薬剤師による処方入力支援業務の効果の検証
曽根本　恵美、溝口　晶子
社会医療法人財団白十字会佐世保中央病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

医療情報システム
P090-24-AM 処方注射オーダ自動取り込み機能を実装した麻薬管理システムによる業務の効率化

宮崎　美香、馬場　貴子、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部

P091-23-PM 注射剤監査システムにおける新バーコードを用いた有効期限監査の構築と課題
下村　一徳、高橋　勝史、瀬名波　宏昌
市立池田病院薬剤部

P092-24-AM 効果的な薬物治療とヘルスサイエンス向上を目指した新規モバイル・ヘルス関連アプリケーション開発に 
向けた現状調査（2）
斉藤　将志、福井　一玄、鈴木　小夜、横山　雄太、地引　綾、河添　仁、中村　智徳
慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター 医療薬学部門

P093-23-PM 検査を必要とする薬剤の処方および検査状況の網羅的把握が病棟薬剤業務へ与える効果
永野　真久 1、住吉　恵 1、峰山　恵理子 1、高武　嘉道 1、花田　聖典 1、川俣　洋生 2、橋本　雅司 1

1 国立病院機構九州医療センター薬剤部、2 国立病院機構宮崎東病院薬剤科

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

医薬品情報・データベース
P094-24-AM 経胎盤移行に伴う先天性心血管障害発現リスク : 大規模データベースを用いた解析

岡田　章 1,2、若林　里依 1、世良　庄司 1,2、永井　尚美 1,2

1 武蔵野大学薬学部レギュラトリーサイエンス研究室、2 武蔵野大学薬学研究所

P095-23-PM NDB オープンデータベースを用いた、日本におけるカペシタビンと外用剤の処方状況調査
中村　俊貴、坂本　岳志、境　美智順、木村　雅彦
あけぼの薬局

P096-24-AM エルデカルシトールの適正使用に及ぼす院内ビッグデータ（DWH）を利活用した情報提供の効果
伊東　久貴、三村　享、村井　健太郎、竹澤　崇、坂上　進、堀口　香織、土屋　広行、内藤　隆文
信州大学医学部附属病院薬剤部

P097-23-PM エビデンスに基づいた処方提案のための薬の位置づけデータベースの構築
高嶋　理子 1、柴田　里枝子 1、石川　真代 2、大野　逸子 1、杉平　直子 1

1 メディカルデータベース株式会社、2 メディカルデータベース株式会社（現：愛知医科大学病院薬剤部）
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P098-24-AM 脳卒中地域連携パスを用いた病期縦断的な下部尿路症状 (LUTS) 治療薬の処方パターンと回復期退院時の排
尿自立との関連性の検討
隅屋　暦 1、正源寺　美穂 2、平子　紘平 3、小川　依 4、池永　康規 5、玉井　郁巳 6、増田　晃伯 7、橋本　昌子 8、藤田　有美 1,9、
嶋田　努 1,9、崔　吉道 1,9

1 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科、2 金沢大学医薬保健研究域保健学系、3 金沢大学先端科学・社会共創推進機構、
4 国民健康保険小松市民病院薬剤部、5 特定医療法人社団勝木会やわたメディカルセンターリハビリテーション科、
6 金沢大学医薬保健研究域薬学系、7 コメヤ薬局、8 てまり薬局、9 金沢大学附属病院薬剤部

P099-23-PM フォーミュラリ浸透のための段階的アプローチ
森　良江 1、前　万紀子 1、堀　勇太 2、磯部　佳歩 1、中浴　伸二 3、森本　茂文 1

1 神戸市立西神戸医療センター薬剤部、2 社会医療法人陽明会小波瀬病院薬剤部、3 神戸市立医療センター西市民病院薬剤部

P100-24-AM 医薬品副作用データベース（JADER）を用いたピボキシル基含有抗菌薬による低カルニチン血症発症リスク
因子の探索
佐々木　稜太、服部　真也、高田　慎吾、山田　武宏
北海道科学大学薬学部薬物治療学分野

P101-23-PM 保険薬局薬剤師によるテレフォンフォローアップを活用した継続的服薬指導の取り組み
長沼　敬子、上田　博史、染谷　光洋、中田　祐一、谷口　亮央、中島　史雄
株式会社ナカジマ薬局

P102-24-AM 薬剤師を対象としたオンライン服薬指導に関するアンケート調査
植田　光紀 1、大野　由紀子 1、石川　春樹 1、井澤　美苗 1、望月　眞弓 1、青森　達 1,2

1 慶應義塾大学薬学部病院薬学講座、2 慶應義塾大学病院薬剤部

P103-23-PM 倉敷中央病院医薬品副作用データベース（KADER）の構築
古谷　祥子、長尾　由佳、田之上　理恵、藥師　径子、赤木　晋介、徳田　衡紀、高柳　和伸
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部

P104-24-AM オーソライズド・ジェネリックと先発医薬品の基本的医薬品情報に関する比較検討
佐々木　咲輝 1、政田　一樹 1、古俵　孝明 1、渡辺　享平 2、塚本　仁 1、酒井　隆全 3、大津　史子 3、後藤　伸之 1

1 福井大学医学部附属病院薬剤部、2 同医学研究支援センター、3 名城大学薬学部医薬品情報学研究室

P105-23-PM G-CSF 製剤のフォーミュラリー運用における電子カルテ上での推奨機能の導入による効果
山崎　瑞季 1、安田　浩二 1、木野村　元彦 1、櫻井　秀司 1、鈴木　昭夫 1,2

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学先端医療薬学研究室

P106-24-AM 戸田中央メディカルケアグループ (TMG) における院内フォーミュラリー浸透に向けた戦略研究（第 2 報）
安藤　正純 1、金井　紀仁 1、佐藤　光 2、宮本　拓也 3、澤田　雄太 4、奈良部　修弘 5、吾妻　隼斗 6、永瀬　真理子 7、
下舘　桃子 8、宮崎　美子 3、齋藤　俊夫 9、濃沼　政美 10

1 新座病院薬剤科、2 東所沢病院　、3 戸田中央総合病院薬剤科、4 松井病院、5TMG あさか医療センター、
6 牧野リハビリテーション病院薬剤科、7 西東京中央総合病院、8 佐々総合病院、9TMG 本部、10 帝京平成大学

P107-23-PM 医薬品副作用データベースを用いた直接経口抗凝固薬（DOAC）による出血関連有害事象に与えるレベチラ
セタムの影響の解析
濱田　雄平、奥村　啓樹、宮崎　雅之、山田　清文
名古屋大学医学部附属病院薬剤部

P108-24-AM 埼玉医科大学病院における睡眠薬フォーミュラリー導入の取り組みー多職種共同の作成経験を踏まえてー
水村　亮介 1,2、石川　章 1,2、伊藤　護之 1,2、宇都宮　暁 1,2、眞壁　秀樹 1,2、佐美三　怜佳 2、須賀　建太郎 2、黒澤　洋志 2、
小和瀬　由美子 2、喜屋武　玲子 2、草野　武 2、鈴木　景子 2、松岡　孝裕 2、松尾　幸治 2

1 埼玉医科大学病院薬剤部、2 埼玉医科大学病院睡眠薬フォーミュラリーワーキンググループ

P109-23-PM 製薬企業から発信される医薬品の製造中止・販売中止の「お知らせ」に掲載される医薬品コードの調査
若林　進 1、田中　秀和 2

1 杏林大学医学部付属病院薬剤部、2 有限会社あい調剤薬局

P110-24-AM 残薬調整を実施した糖尿病患者の予後調査
青木　由華、坂田　洋、田中　伸明、鈴木　大吾、中村　敏史、服部　芳明
春日井市民病院薬剤科

P111-23-PM 抗てんかん薬のせん妄リスクに関する解析
久保　利樹、祖川　倫太郎、飛田　修康、橘川　奈生、角　真太郎、島ノ江　千里
佐賀大学医学部附属病院薬剤部

P112-24-AM 医薬品副作用データベースを用いた経口プロトンポンプ阻害剤による眼障害発現シグナルの調査
田中　絢子、古関　竹直、山田　成樹
藤田医科大学医学部臨床薬剤科

P113-23-PM 妊娠中の春季花粉症に対する抗アレルギー薬の処方状況の調査
前田　恵里、星野　香澄、岡田　裕子
高崎健康福祉大学薬学部薬剤疫学研究室

P114-24-AM 副作用自発報告データベース（JADER）を用いた潜在的心血管障害リスクの網羅的解析によるハイリスク薬
剤の抽出
井川　祐輔、江角　悟、牛尾　聡一郎、市川　裕規、濱野　裕章、鍛治園　誠、西原　茂樹、村川　公央、座間味　義人
岡山大学病院薬剤部
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P115-23-PM JADER に基づく非定型大腿骨骨折の危険因子、発現時期のプロファイル、薬物間相互作用の検討
鳥海　真也 1,2、三森　竜司 1、坂本　治彦 1、植沢　芳広 2

1 国立病院機構神奈川病院、2 明治薬科大学医療分析解析学研究室

P116-24-AM 300 床の公立病院における院内フォーミュラリー～患者アウトカム向上を目指して～
磯貝　一成
日野市立病院薬剤部

P117-23-PM 薬剤誘発性吃逆とグルココルチコイド受容体の関係
細谷　龍一郎 1,2、野澤（石井）　玲子 3、植沢　芳広 2

1 武蔵野赤十字病院薬剤部、2 明治薬科大学医療分子解析学研究室、
3 明治薬科大学総合臨床薬学教育研究講座臨床神経薬理学研究室

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

使用状況調査・意識調査
P118-24-AM パーキンソン病患者に対するロピニロール塩酸塩経皮吸収型製剤の使用調査

安高　勇気 1,2、藤岡　伸助 3、大藪　康平 2、坪井　義夫 3、神村　英利 1,2

1 福岡大学薬学部実務薬剤学、2 福岡大学病院薬剤部、3 福岡大学病院脳神経内科

P119-23-PM 「日本赤十字社使用ガイド付きの医薬品集（フォーミュラリー） 導入手順書」とフォーミュラリー導入の現状
調査
堀　大 1,10、野田　明宏 2,10、小口　正義 3、伊賀　正典 4,10、大川　浩子 5,10、小林　政彦 6,10、村上　通康 7,10、森　英樹 8,10、
谷村　学 9,10

1 北見赤十字病院薬剤部、2 日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部、3 日本赤十字社、4 さいたま赤十字病院薬剤部、
5 金沢赤十字病院薬剤部、6 大阪赤十字病院薬剤部、7 松山赤十字病院薬剤部、8 岡山赤十字病院薬剤部、9 伊勢赤十字病院薬剤部、
10 日赤薬剤師会学術委員会研究推進委員会

P120-24-AM 骨・カルシウム代謝注射薬の適正使用に関する調査
鶴山　萌子 1、高武　嘉道 1、花田　聖典 1、川俣　洋生 2、橋本　雅司 1

1 国立病院機構九州医療センター薬剤部、2 国立病院機構宮崎東病院薬剤科

P121-23-PM 保険調剤薬局における経口抗菌薬の適正使用の現状及び意識に関する質問紙調査
高木　栄希、川村　ひとみ、坂本　拓也、井上　優子、伊達　悠香、高橋　里沙、駒沢　穂乃佳、鈴木　美和、白石　貴寿、
荒井　宏人
東京労災病院薬剤部

P122-24-AM 当院におけるアナモレリン使用状況に関する調査
高田　昌季 1、八幡　静香 1、野尻　雅人 1、清水　雅子 1、高瀬　美咲枝 2、柴田　和彦 3

1 厚生連高岡病院薬剤部、2 厚生連高岡病院総合的がん診療センター、3 厚生連高岡病院腫瘍内科

P123-23-PM 便秘症に対する麻子仁丸エキスの使用実態調査
小笠原　大祐、上田　賢太郎、下石　和樹、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部　

P124-24-AM 小児におけるスルファメトキサゾール・トリメトプリム（ST）配合剤小型錠の服用性に関する調査
山口　みほ 1、齊藤　順平 1、丹沢　彩乃 1、歌野　智之 1、千葉　杏子 1、清水　誠一 2、阪本　靖介 2、福田　晃也 2、笠原　群生 2、
山谷　明正 1

1 国立成育医療研究センター薬剤部、2 国立成育医療研究センター移植外科

P125-23-PM 当院における分娩誘発・微弱陣痛に対するオキシトシンの使用状況調査
徳力　麻希 1、池田　久雄 1、古久保　有希子 1、森岡　浩子 1、神原　弘和 1、依田　恵美 3、橋本　奈美子 2、足立　充司 1

1 公益財団法人日本生命済生会日本生命病院薬剤部、2 公益財団法人日本生命済生会日本生命病院産婦人科、
3 公益財団法人日本生命済生会日本生命病院看護部

P126-24-AM 抗血小板薬・抗凝固薬の 2 剤以上併用に対する適正使用に向けた調査
前田　安里沙、山口　章江
十勝勤医協帯広病院

P127-23-PM 演題取り下げ

P128-24-AM 高尿酸血症治療薬における薬剤選択の適正化を目的とした使用状況調査
岩田　裕明、山村　亮太、龍田　涼佑、田中　遼大、伊東　弘樹
大分大学医学部附属病院薬剤部

P129-23-PM 乳がん術後内分泌療法中に生じた骨密度低下に対するゾレドロン酸注射液の有効性に関する検討
鈴木　訓史、村多　杏美、内藤　義博
国立病院機構仙台医療センター薬剤部

P130-24-AM がん化学療法患者の制吐治療におけるオランザピンの使用実態調査
岡田　和也 1、荒井　雄樹 1、佐道　花菜 1、村田　政軌 1、三上　知佳 1、木村　錦子 1、青井　博志 1、治田　匡平 1、吉川　一吾 1、
鈴木　渉太 2、池田　和之 1

1 奈良県立医科大学附属病院薬剤部、2 奈良県立医科大学附属病院臨床研究センター

P131-23-PM ロコモティブシンドロームへの住民意識から見た薬局薬剤師への期待
冨永　宏治 1、森田　一俊 1、甲斐　麻美子 1、原口　恵子 2、白石　遙香 1、高木　淳一 2、田中　泰三 2、江川　孝 1

1 福岡大学薬学部臨床薬学教室、2 福岡市薬剤師会
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P132-24-AM 第一世代薬剤溶出性ステント留置患者における周術期の抗血小板薬の休薬期間に関する実態調査
柘植　勇大 1、小松　敏彰 1、冨澤　淳 2、平井　美乃里 1、吉瀬　絵理 1、尾鳥　勝也 1,3、厚田　幸一郎 4

1 北里大学病院薬剤部、2 北里大学病院医療の質・安全推進室、3 北里大学薬学部、
4 北里大学薬学部寄附講座（薬剤師地域連携講座）

P133-23-PM 小児に対する外来での経口抗菌薬の処方状況調査
平田　貴宏、池田　久雄、平田　亜紀、足立　充司
公益財団法人日本生命済生会日本生命病院薬剤部

P134-24-AM アンケート調査からわかった半田市立半田病院脳神経外科病棟での簡易懸濁法の問題点
吉川　直利 1、内藤　千里 2、板倉　由縁 1、横田　学 1

1 半田市立半田病院薬剤局薬剤科、2 日本調剤医療連携推進部

P135-23-PM 演題取り下げ

P136-24-AM がん患者における医療用アプリの有用性
峯岸　智之、木本　真司、河原　史明、香内　綾、齋藤　浩司、成田　浩気、富山　瑠美、塩川　秀樹
一般財団法人竹田健康財団竹田綜合病院薬剤科

P137-23-PM 当院におけるテリパラチド、ロモソズマブ終了後の骨粗鬆症治療継続に関する調査
城山　晴佳、冨田　敦和、今西　忠宏
JA 愛知厚生連江南厚生病院薬剤部

P138-24-AM 鉄欠乏性貧血患者に対するカルボキシマルトース第二鉄注射液の使用実態調査
神志那　萌子、濱地　広毅、横溝　綾子、前田　幹広、有木　宏宗、坂上　逸孝、田中　恒明
聖マリアンナ医科大学病院薬剤部

P139-23-PM 基質特異性拡張型β - ラクタマーゼ（ESBL）産生菌感染症に対する当院の抗菌薬使用状況について
山本　亮子、梶本　佑輔、菊地　雄基、佐藤　英和
西尾市民病院薬剤部

P140-24-AM 病院薬剤師におけるアンチ・ドーピングに関する意識・知識調査
畠山　成寛、中川　ちひろ、井出　和男、川邉　桂、小池　博文、佐橋　幸子
横浜市立大学附属病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

薬剤疫学・医療経済
P141-23-PM ボルテゾミブジェネリック小容量規格バイアル導入による医療費削減効果

宇佐美　英績 1,2、福岡　智宏 2、木村　美智男 1、吉村　知哲 1

1 大垣市民病院薬剤部、2 小牧市民病院薬局

P142-24-AM 演題取り下げ

P143-23-PM 術前休薬指示確認業務での経済学的損失の改善
都築　竜太、出雲　貴文、深澤　佑樹、佐藤　渚、河本　怜史、三好　文子、山田　晶子、柴田　由佳、吉田　裕紀、
加藤　紗耶香、松重　奈央
千葉西総合病院薬剤部　

P144-24-AM 演題取り下げ

P145-23-PM 既存の臨床試験データによる疾患修飾性抗リウマチ薬とメトトレキサート併用時の有効性と安全性の解析
吉井　優花、大西　真由、秋田　彩佑、安部　賀央里、頭金　正博
名古屋市立大学薬学部医薬品安全性評価学分野

P146-24-AM 中小病院における院内フォーミュラリ導入後の評価
浅野　志津 1、松本　和也 1、廣田　あゆ子 2、森　英樹 2

1 岡山赤十字病院玉野分院、2 岡山赤十字病院

P147-23-PM 高齢者におけるスボレキサントと大腿骨骨折の関連
齋藤　智之 1、野尻　宗子 1、葛西　隆敏 2、平塚　義宗 3、石島　旨章 4、代田　浩之 2

1 順天堂大学革新的医療技術開発研究センター、2 順天堂大学大学院医学研究科循環器内科学、
3 順天堂大学大学院医学研究科眼科学、4 順天堂大学大学院医学研究科整形外科・運動器医学講座

P148-24-AM 演題取り下げ
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一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

持参薬管理
P149-23-PM テキストマイニングの手法を用いた持参薬のヒヤリ・ハット事例およびその対策に関する調査

瀧内　菜々美、久保　南菜子、神田　紘介
長崎国際大学薬学部薬学科臨床薬剤学研究室

P150-24-AM 当院における入院患者の持参薬鑑別時に用いた情報源に関する実態調査
秦　光平、相松　伸哉、野呂　菜緒美、南川　文哉、宮崎　寛隆、石井　ゆに香、近藤　大介、脇　由香里、渡邉　明日香、
江原　亜沙子、野田　晋司、小島　さおり、松田　浩明
JCHO 四日市羽津医療センター薬剤部

P151-23-PM 市立伊丹病院におけるポリファーマシー対策チームの取り組みについて
細田　未紀 1、長谷川　啓 1、石谷　理紗 1、山根　正也 1、千原　里美 1、上田　宏 1、三好　崇文 2、伊東　範尚 3、
中村　好男 3

1 市立伊丹病院薬剤部、2 市立伊丹病院精神科、3 市立伊丹病院老年内科

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

健康食品・サプリメント
P152-24-AM SH-SY5Y 細胞におけるアミロイドβ誘発性神経毒性に対する藻類 fucoidan の保護作用について

永田　未希 1,2,4、辻　まゆみ 2、小口　達敬 2,3、門馬　佑太郎 2,3、野原　哲人 2,3、大橋　英朗 2,3、井藤　尚仁 2,3、山本　謙 2,3、
宇高　結子 2,3、佐々木　晶子 2,3、木内　祐二 2,3、沼澤　聡 2,3

1 昭和大学薬学部基礎医療薬学講座毒物学部門、2 昭和大学薬理科学研究センター、
3 昭和大学医学部薬理学講座医科薬理学部門、4 昭和大学薬学部病院薬剤学講座

P153-23-PM 健康食品検索システムの構築および術前薬剤師面談実施患者の健康食品摂取状況の実態調査
大久保　凜香 1、原　祐 1、金子　真弓 1、坂東　香織 1、若松　綾華 1、石塚　仁保 1、水谷　彰史 1、友寄　旬 1、山下　友輝 1、
須藤　大雄 1、村中　一大 1、中村　裕一 1、鈴木　千波 1、小原　秀治 1、柴波　明男 1、樋浦　一哉 2

1JA 北海道厚生連札幌厚生病院薬剤部、2 北海道科学大学薬学部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

OTC・セルフメディケーション
P154-24-AM セルフメディケーションにおける薬局薬剤師の役割を啓発するボードゲームの開発

小野寺　亮 1、富永　敦子 1,2、佐藤　健太 1,2、石原　研治 3、一條　宏 2、平澤　典保 1

1 東北大学大学院薬学研究科社会薬学マネジメント寄附講座、2 株式会社医療経営研究所、3 茨城大学教育学部

P155-23-PM 唾液中 nicotine およびその代謝物の定量方法の確立
田山　剛崇、村上　拓弥、前田　志津子、杉原　数美、佐和　章弘、三宅　勝志
広島国際大学薬学部

P156-24-AM 新規レイアウトで作成した要指導・一般用医薬品の添付文書に関する理解度調査
杉浦　愛子 1、小田　武秀 2、石川　春樹 1、望月　眞弓 1、青森　達 1,3

1 慶應義塾大学薬学部、2 セルフメディケーション・データベースセンター、3 慶應義塾大学病院薬剤部

P157-23-PM 病院内薬店との協同による骨粗鬆症予防プロジェクトとその成果
福島　さやか 1、箱田　裕貴 2、服部　亜紀 2、建本　百合香 2、工藤　裕美 2、黒江　良知 2、鎗水　可奈 1、西江　美智子 1、
亀井　健人 1、赤木　晋介 1、徳田　衡紀 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、2 日本調剤株式会社広島支店薬剤部薬剤２課

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

バイオシミラー
P158-24-AM トラスツズマブ先行品からバイオシミラーへの切り替えにおける infusion reaction 発現率の調査

草野　泰輝 1、森　善洋 1、吉野　走 1、林田　颯志 1、山根　理恵子 1、山口　卓朗 1、岩村　直也 1、佐道　紳一 1、南　恵樹 2、
樋口　則英 1

1 長崎みなとメディカルセンター薬剤部、2 長崎みなとメディカルセンター乳腺外科

P159-23-PM リアルワールドデータを用いたエタネルセプト先行バイオ医薬品とバイオ後続品の比較解析
川上　智也 1、米澤　淳 1,2、増井　翔 1,2、大西　輝 3、鬼澤　秀夫 3、藤井　貴之 3、村田　浩一 3、田中　真生 3、森信　暁雄 3、
横山　琴子 4、岩本　典子 4、嶋田　崇史 4、中川　俊作 1、池見　泰明 1、寺田　智祐 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学大学院薬学研究科、3 京都大学医学部附属病院リウマチセンター、
4 株式会社島津製作所

P160-24-AM 関節リウマチ治療におけるエタネルセプトバイオ後続品の有効性と安全性の評価
抱　恵子 1,2、雪矢　良輔 1、梶田　貴司 1、八田　和大 2、奥野　智之 1

1 公益財団法人天理よろづ相談所病院薬剤部、2 公益財団法人天理よろづ相談所病院総合診療教育部

P161-23-PM 令和 4 年度診療報酬改定に伴うバイオ後続品（バイオシミラー）導入初期加算の算定に向けた薬剤師の取り
組みについて
嶋田　紘也、大橋　啓子、木村　美貴、阿部　瑛子、池田　藍、高田　あゆみ、遠藤　修司、平岩　知子
大森赤十字病院薬剤部
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一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

有害事象・副作用
P162-24-AM 75 歳以上の高齢者における人工関節置換術後感染症に対するリネゾリド誘発骨髄抑制の調査

小林　俊介 1、安　武夫 2、田川　誠二 1、小倉　敬史 1、北岡　晃 1

1 日産厚生会玉川病院医療技術部薬剤科、2 明治薬科大学薬学教育研究センター治療評価学

P163-23-PM バンコマイシン塩酸塩注による完全房室ブロックが疑われた 1 例
西川　祐貴、門口　直仁、宮本　千晴、森田　有香、田中　聡
高知医療センター薬剤局　

P164-24-AM パロノセトロンが原因と考えられる傾眠が生じた一例
津久井　千之、安藤　沙耶、入岡　凌、渡部　晃裕、大塚　尚
一般財団法人永頼会松山市民病院薬剤部

P165-23-PM ジルコニウムシクロケイ酸ナトリウムの胃内貯留による副作用が疑われた一例
福島　隆宏 1、檜山　洋子 1、吉川　博 1、佐藤　智人 1、大木　伸吾 2、松尾　裕彰 1

1 広島大学病院薬剤部、2 広島大学大学院救急集中治療医学

P166-24-AM タクロリムスの有害事象にアジスロマイシンによる薬物間相互作用が与える影響
米澤　龍 1,2、須永　登美子 1,3

1 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、2 昭和大学藤が丘病院薬剤部、3 昭和大学歯科病院薬局

P167-23-PM 有害事象自発報告データベース（JADER）を用いた顕微鏡性大腸炎の有害事象プロファイルの評価
山城　海渡 1,2、上田　実加 2、尾崎　優 2、平田　敦士 2、緒方　文彦 1、中村　武浩 1、川崎　直人 1

1 近畿大学薬学部、2 近畿大学奈良病院薬剤部

P168-24-AM 結核治療におけるリファブチン導入の可否に関与する因子の検討
山崎　貴史 1、山科　卓也 1、青柳　千愛 1、下村　真代 1、平木　洋一 2、古海　和博 1

1 国立病院機構西別府病院薬剤部、2 国際医療福祉大学福岡薬学部薬学科

P169-23-PM 大阪民医連副作用委員会　2020 年度報告まとめ
平方　まり子 1、井上　千紘 2、坂田　勝美 3、清水　順子 4、山本　京 5、松本　ミユキ 6

1 生活協同組合ヘルスコープおおさかコープおおさか病院、
2 公益財団法人淀川勤労者厚生協会付属西淀病院、3 一般社団法メディカさくら薬局、
4 一般社団法人ファーマメイトにじ・おおさかサニー薬局、5 一般社団法人ファルマプランあおぞら薬局三国店、
6 社会医療法人同仁会耳原総合病院

P170-24-AM タゾバクタム / ピペラシリンの腎障害発現頻度とリスク因子の後方視的検討
向山　直樹 1、伊藤　亮太 2、向山　麻衣子 1、成瀬　徳彦 1

1 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院薬剤部、2 日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院感染制御部

P171-23-PM スボレキサントによる悪夢に対する危険因子の解析
保田　和哉、池田　龍二
宮崎大学医学部附属病院薬剤部

P172-24-AM ピロリ菌除菌薬を服用した患者の体質及び副作用と IgE 高値との関連
尾関　佳代子、羽田　和弘、脇屋　義文
愛知学院大学薬学部実践薬学講座

P173-23-PM アテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法における尿蛋白質 / クレアチニン比上昇によるベバシズマブ中止に
関する調査
藤田　強記 1、井上　勝光 2、湊本　康則 2、清水　裕彰 1

1 国立病院機構九州がんセンター薬剤部、2 国立病院機構熊本医療センター薬剤部

P174-24-AM 演題取り下げ

P175-23-PM COVID-19 患者におけるファビピラビル誘発性肝機能障害のリスク因子
潮平　英郎 1、奥村　悠 2、金城　武士 3、Jose Carlos Sandoval Tayag4、石井　岳夫 1、諸見　牧子 1、藤田　次郎 3、中村　克徳 1,4

1 琉球大学病院薬剤部、2 琉球大学医学部医学科、3 琉球大学大学院医学研究科感染症・呼吸器・消化器内科学（第一内科）、
4 琉球大学大学院医学研究科薬物治療学

P176-24-AM アパルタミドによる薬疹を伴う薬剤性肺障害発症後にビカルタミドへの切替で薬疹が発症した 1 例
田中　菜央 1,2、北原　加奈之 3、楠　裕美子 1,2、須永　登美子 1,4

1 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、2 昭和大学藤が丘病院薬剤部、3 医療法人鉄蕉会亀田総合病院薬剤部、
4 昭和大学歯科病院薬局

P177-23-PM Pembrolizumab による治療終了約 4 ヶ月後に Stevens-Johnson syndrome と診断された一例
松本　ミユキ
社会医療法人同仁会耳原総合病院薬剤科

P178-24-AM 関節リウマチに対する低用量メトトレキサートが原因と考えられた汎血球減少が腹水貯留により遷延した一例
飯田　遥、石渡　泰芳、廣瀬　藍子、永田　将司、高橋　弘充
東京医科歯科大学病院薬剤部
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P179-23-PM 酢酸誘発性ハムスター口内炎モデルを用いたレパミピド製剤の治療効果の検討
佐藤　光利 1、白石　拓也 1、高橋　美香 1、長谷部　沙耶 1、松本　知大 1、河野　弥生 2、花輪　剛久 3

1 明治薬科大学薬学部医薬品安全性教室、2 帝京平成大学薬学部治療評価学ユニット、
3 東京理科大学薬学部臨床薬剤設計学研究室

P180-24-AM ルキソリチニブによる薬剤関連進行性多巣性白質脳症を疑った骨髄線維症の一例
宇都宮　敦子 1、田中　雅幸 1,2、西山　徳人 1、中山　大輔 1、藤井　良平 1、打谷　和記 1、村中　達也 1

1 関西医科大学附属病院薬剤部、2 摂南大学薬学部

P181-23-PM 演題取り下げ

P182-24-AM 泌尿器科における排尿・蓄尿症状の悪化に対する多剤併用の影響およびリスク因子の探索
吉澤　俊輔 1、舘　知也 1,2、高橋　優太 1、青山　智 2、野口　義紘 1、田中　和秀 2、安田　昌宏 2、米田　尚生 3、水井　貴詞 2、
寺町　ひとみ 1

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 岐阜市民病院薬剤部、3 岐阜市民病院泌尿器科

P183-23-PM 患者評価型アウトカム（PRO）を用いたオラパリブの有害事象評価
佐々木　理絵 1、宮下　真美 1、本郷　文教 1、中島　亜矢子 2

1 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院薬剤部、2 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院婦人科

P184-24-AM JADER および電子カルテデータを利用した直接経口抗凝固薬と経口抗不整脈薬の併用による 
出血リスクの検討
小松　唯可 1,2、吉年　正宏 2、淺野　肇 2、柳江　正嗣 2、竹上　学 2、横山　聡 1、細見　光一 1

1 近畿大学大学院薬学研究科、2 近畿大学病院薬剤部

P185-23-PM 心臓移植患者におけるエベロリムス併用レジメンへの切り替えの安全性評価
塩見　真里奈 1、廣部　祥子 1,2,3、前田　真貴子 1,3、奥田　真弘 2、藤尾　慈 1,4、前田　真一郎 1,2

1 大阪大学薬学部臨床薬理学分野、2 大阪大学医学部附属病院薬剤部、3 大阪大学大学院医学系研究科分子医薬学、
4 大阪大学大学院薬学研究科臨床薬効解析学分野

P186-24-AM ダプトマイシン投与によりクレアチンキナーゼ上昇を来した肥満患者の 1 症例
川西　秀明、上田　久美子、勝部　理早、村川　公央、座間味　義人
岡山大学病院薬剤部

P187-23-PM 当院における免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有害事象の実態調査 
( 内分泌代謝障害を中心に )
家田　諒 1、早川　伸樹 1,2、津川　透 1,3、福井　愛子 1、亀井　浩行 1、桑原　宏貴 3、吉野　寧維 2、竹中　徳子 2、鈴木　敦詞 2、
山田　成樹 3

1 名城大学薬学部、2 藤田医科大学医学部内分泌・代謝・糖尿病内科学、3 藤田医科大学病院薬剤部

P188-24-AM abemaciclib 服用患者における好中球減少症の発現に伴う背景因子についての検討
齊藤　俊一郎、久保　淳一、眞山　遼太、佐藤　智香、大橋　史嵩、田畑　裕和、小林　龍
JA 北海道厚生連旭川厚生病院薬剤部

P189-23-PM 40 年以上鎮痛薬を服用した MOH 患者の治療成功例
清水　瞭 1、石井　亮太郎 2、深沢　良輔 2、芝田　雄登 3、土淵　尚也 1

1 京都府立医科大学附属北部医療センター薬剤部、2 京都府立医科大学附属病院脳神経内科学、
3 京都府立医科大学附属病院薬剤部

P190-24-AM ウパダシチニブ術後休薬によるサイトカインストームが出現した 1 例
澤野　有希世、柳江　正嗣、藤原　季美子、竹上　学
近畿大学病院薬剤部

P191-23-PM シベンゾリン投与中の患者が感染を契機とした急性腎障害を発症し低血糖を起こした一例
伊波　樹 1,2、渡邊　亜矢子 1,2、佐伯　美沙 1,2、伊藤　綾花 1,2、永田　卓也 1,2、大戸　祐治 1,2、田中　克巳 2,3

1 昭和大学江東豊洲病院薬剤部、2 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、3 昭和大学統括薬剤部

P192-24-AM EGFR-TKI 開始前の肝予備能と副作用発現の関連
安部　博宣
大分大学医学部附属病院薬剤部　

P193-23-PM 慢性心不全におけるサクビトリルバルサルタン初期用量に対する血圧変動とその関連因子の調査
田邉　優斗、大野　峻、森下　怜美、鈴木　康崇、武田　元樹、菊池　健、相馬　貴史、鶴山　辰
勤医協中央病院薬剤部　

P194-24-AM レテルモビル使用患者における悪心・嘔吐の発現状況
安田　早希、冨田　敦和、榎本　翔太、村瀬　実希、今西　忠宏
JA 愛知厚生連江南厚生病院薬剤部

P195-23-PM ゲンタマイシン硫酸塩による前庭神経障害が疑われた症例におけるフロセミド併用が及ぼす影響 
（症例報告）
秋山　眞太郎 1、鈴木　正論 1,2、田邉　大明 3、舟越　亮寛 1,4

1 医療法人鉄蕉会亀田総合病院薬剤部、2 医療法人鉄蕉会亀田総合病院卒後研修センター、
3 医療法人鉄蕉会亀田総合病院心臓血管外科、4 医療法人鉄蕉会医療管理本部薬剤管理部
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P196-24-AM デュロキセチンからミロガバリンへ変更したことで薬剤性抗利尿ホルモン不適合分泌症候群（SIADH）が 
改善した症例
高橋　伸幸 1,2、森　友紀子 4、岡本　まとか 1,2、葛城　怜子 1,2、兼元　みずき 4、洲之内　あずさ 4、二村　明徳 4、山口　天士 1,2、
笠井　英世 4、百　賢二 3、村上　秀友 4、田中　広紀 1,2

1 昭和大学病院附属東病院薬局、2 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、3 昭和大学統括薬剤部、
4 昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門

P197-23-PM インドメタシン併用によりバンコマイシンの血中濃度が高値を示した超低出生体重児の 1 例
松澤　菜津子、小澤　秀介、成田　一理、本木　絵梨奈、内藤　隆文
信州大学医学部附属病院薬剤部

P198-24-AM レミフェンタニルによるアレルギー反応に伴う急性冠症候群（コーニス症候群）の１例
延藤　勇、豊濱　隆、庄田　裕紀子
一般財団法人住友病院薬剤部

P199-23-PM 抑肝散服用が血清カリウム値に及ぼす影響
守内　匡、折戸　渚紗、矢後　楓佳、守内　典子、野原　今日子、松井　ひろみ
公立学校共済組合北陸中央病院薬剤科

P200-24-AM カペシタビンによる高トリグリセリド血症に対し、フェノフィブラート併用により治療継続した大腸がんの
一例
鈴木　優花、藤田　行代志、新井　隆広、蛭田　英里子、齊藤　妙子
群馬県立がんセンター薬剤部

P201-23-PM West 症候群に対する ACTH 療法の副作用発現状況についての検討
原　歩未 1、杉井　孝綱 2、鈴木　英二 1

1 長野県立こども病院薬剤部、2 日本調剤株式会社医療連携推進部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

薬物動態（基礎）
P202-24-AM 胎盤 Trophoblast の分化・ホルモン分泌機能に着目した薬剤の影響評価

大山　七海 1、古堅　彩子 2、澤田　理子 1、西村　あや子 3、鳴海　克哉 2、小林　正紀 2

1 北海道大学薬学部薬学科、2 北海道大学大学院薬学研究院、3 北海道大学病院薬剤部

P203-23-PM Xanthine oxidoreductase（XOR）活性と Sirtuin-1 の活性変動に関する検討
森脇　智也 1、田山　剛崇 1、前田　志津子 1、岡村　友理香 2、杉原　数美 1、三宅　勝志 1

1 広島国際大学薬学部、2 広島国際大学健康科学部医療栄養学科

P204-24-AM マルチキナーゼ阻害薬による CYP2J2 阻害作用の解明
小島　綾華 1、加藤　美紀 1、村山　典恵 2、山崎　浩史 2、灘井　雅行 1

1 名城大学大学院薬学研究科、2 昭和薬科大学

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

薬物動態（臨床）
P205-23-PM 筋萎縮を呈する患者での Scr と CysC に基づく VCM 濃度の予測精度比較

山科　卓也 1、山崎　貴史 1、青柳　千愛 1、下村　真代 1、古海　和博 1、平木　洋一 2

1 国立病院機構西別府病院薬剤部、2 国際医療福祉大学福岡薬学部薬学科

P206-24-AM 発熱性好中球減少症や過大腎クリアランスがテイコプラニンの血中濃度および薬物動態に与える影響評価
近藤　望、田中　遼大、龍田　涼佑、伊東　弘樹
大分大学医学部附属病院薬剤部

P207-23-PM CHOP 療法施行非ホジキンリンパ腫患者におけるビンクリスチンの PK-PD-PGx 解析
中川　潤一 1、高畑　武功 2、兵藤　塁 1、斎藤　絢介 3、陳　豫 3、鎌田　耕輔 2、立田　卓登 2、山下　覚 2、細井　一広 1、
照井　一史 1、上野　桂代 1、佐藤　温 3、新岡　丈典 1

1 弘前大学医学部附属病院薬剤部、2 弘前大学大学院医学研究科消化器血液内科学講座、
3 弘前大学大学院医学研究科腫瘍内科学講座

P208-24-AM 母集団薬効動態解析 - Model-based meta-analysis (MBMA) による抗 CGRP 受容体抗体製剤の 
片頭痛発作発症抑制の有効性評価
中村　昂洋 1,2、藤田　唯人 3、松永　直哉 3、末次　王卓 1、廣田　豪 1、江頭　伸昭 1,2、家入　一郎 1,2

1 九州大学病院薬剤部、2 九州大学薬学部臨床薬物治療学分野、3 九州大学薬学部薬物動態学分野

P209-23-PM 日本人小児におけるピペラシリン・タゾバクタム配合剤の母集団薬物動態モデルの構築と投与法の検討
石原　慎之 1、大仁田　哲修 1,2、猪川　和朗 2、西村　信弘 3、玉木　宏樹 1、矢野　貴久 1、森川　則文 2、直良　浩司 1

1 島根大学医学部附属病院薬剤部、2 広島大学大学院臨床薬物治療学、3 国際医療福祉大学福岡薬学部

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

薬物相互作用
P210-24-AM 球形吸着炭の消化管内残留によりワルファリンが吸着されたと考えられた一症例

松沼　悟 1、高坂　聡 1、大場　俊輔 2、田口　丈士 2、吉元　公一 1

1 東京医科大学八王子医療センター薬剤部、2 東京医科大学八王子医療センター脳神経内科
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P211-23-PM ゲムシタビン投与が CYP2C 基質薬物の体内動態および肝代謝活性に及ぼす影響
福野　修平 1、笠原　恵太 2、高居　大樹 3、西本　浩子 1、嶋　大貴 1、長井　克仁 1、小西　廣己 1

1 大阪大谷大学薬学部医療薬学講座、2 株式会社ウェルビッグだいちゃん薬局、3 株式会社レインボーブリッジおざき薬局

P212-24-AM 人工関節置換術後患者におけるトラマドールとデュロキセチン併用療法の有効性と安全性
棚町　将之、森崎　崇文、星野　輝彦、杉山　留美子
医療法人社団寿量会熊本機能病院

P213-23-PM 有害事象自発報告データベースを用いたダントロレン誘発高カリウム血症に影響を与える因子の解析
椋田　千晶 1,2、小川　敦 1,2、合田　光寛 1,3、吉岡　俊彦 1,3、新村　貴博 1,4、牛尾　聡一郎 2、江角　悟 2、岡田　直人 1、
座間味　義人 2,3、石澤　啓介 1,3,4

1 徳島大学病院薬剤部、2 岡山大学病院薬剤部、3 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学分野、
4 徳島大学病院総合臨床研究センター

P214-24-AM CYP2C9 誘導薬の併用がワルファリン療法における PT-INR 変動に及ぼす影響に関する検討 : 
後方的観察研究
白石　ちひろ 1、平井　利典 1、藤田　聡 2、土肥　薫 3、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院循環器・腎臓内科、
3 三重大学大学院医学系研究科循環器・腎臓内科学

P215-23-PM イトラコナゾール併用により血中エベロリムス濃度が著明に上昇した肝移植患者の 1 例
堀口　香織 1、成田　一理 1、三田　篤義 2、副島　雄二 2、内藤　隆文 1

1 信州大学医学部附属病院薬剤部、2 信州大学医学部外科学教室

P216-24-AM CYP3A4 阻害薬を併用する医療用麻薬使用患者の有害事象の調査と薬剤師介入の評価
落合　葉子、壁谷　めぐみ、大村　妙子、鈴木　理珠、湯浅　周
名古屋記念病院薬剤部

P217-23-PM ボリコナゾール内服下でワルファリンの PT-INR のコントロールが不良となった患者に介入した一例
杉本　佳寿美 1、喜田　昌記 1、中田　麻里 1、米澤　夏里 1、中村　裕昌 2、柏原　由佳 1

1 昭和大学江東豊洲病院薬剤部、2 昭和大学江東豊洲病院心臓血管外科

P218-24-AM アゾール系抗真菌薬の併用下におけるタクロリムス持続点滴静注とレテルモビルとの相互作用の後方視的調査
篠木　優里 1、平井　利典 1、石橋　美紀 1、伊野　和子 2、俵　功 2、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院血液内科

P219-23-PM クロピドグレルとコレウス・フォルスコリ抽出エキス含有サプリメントの併用が要因と考えられる血小板減
少症発例の報告
平山　武宏 1、関口　和 2,3、荒　義昭 1

1 信州上田医療センター薬剤部、2 信州上田医療センター血液内科、3 のどか内科クリニック

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

TDM・投与設計
P220-24-AM バンコマイシンの腎障害予測におけるトラフ値と AUC の比較

原田　紗希、羽田野　励次、菅田　哲治
医療法人慈恵会西田病院薬剤部

P221-23-PM 短腸症候群患者における Candida glabrata 感染症に対してボリコナゾール経口投与を行った 1 症例
柴田　健太、高橋　未来、中田　和宏、関根　彩奈、細田　悠介、木村　美由喜
越谷市立病院薬剤科

P222-24-AM ST 合剤による高 K 血症を予測する母集団動態 - 薬力学的モデルの構築
平井　利典 1、白石　ちひろ 1、中井　すみれ 2、後　美海 2、花田　和彦 2、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 明治薬科大学薬物動態学研究室

P223-23-PM LC/ESI-MS/MS を用いた経口分子標的抗がん薬及び代謝物の一斉定量法の開発
菊地　正史 1,2、平澤　天晴 1、高崎　新也 2、公文代　將希 2、佐藤　裕 2、佐藤　紀宏 2、前川　正充 1,2、眞野　成康 1,2

1 東北大学薬学部、2 東北大学病院薬剤部

P224-24-AM HPLC ｰ UV によるベネトクラクスの血中濃度測定系の確立
丸藤　義翔、野村　有加、安　武夫
明治薬科大学薬学部薬学教育研究センター治療評価学

P225-23-PM 腎移植後のタクロリムス投与中に血栓性微小血管症を発症した一症例
中野　裕貴、岩本　整、今野　理、木原　優、赤司　勲、沖原　正章
東京医科大学八王子医療センター薬剤部

P226-24-AM AUC-guided TDM におけるバンコマイシンの腎障害リスク因子の検討
高橋　直博、小林　理栄、新井　亘
AMG 上尾中央総合病院薬剤部

P227-23-PM 同種造血幹細胞移植後、アミカシンの投与設計支援が有用であった肺ノカルジア症の 1 例
水岡　大策 1,2,3、越野　優希 2、田井　達也 3、山口　佳津騎 1、田中　裕章 1、小坂　信二 1

1 香川大学医学部附属病院薬剤部、2 香川大学大学院医学系研究科、3 香川大学医学部附属病院感染制御部



第 32回日本医療薬学会年会

P228-24-AM 表計算ソフトを活用したタクロリムス血中濃度解析により、血中濃度を良好にコントロールできた１症例
齋木　雄介、山本　達郎、石田　真紗子、小玉　菜央、竹崎　正明、藤吉　正哉、島田　美樹
鳥取大学医学部附属病院薬剤部

P229-23-PM カフェイン中毒患者におけるテオフィリン血中濃度の代替測定に関する評価
福井　里菜 1、平松　駿一 1、加藤　秀雄 1、森川　祥彦 1、佐々木　典子 1、岡　知加 2、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院精神科神経科

P230-24-AM 薬剤耐性菌感染患者におけるトブラマイシンの母集団薬物動態モデルの構築
松本　直也 1、尾田　一貴 2、橋口　ゆみ 2、山口　綾水 3、城野　博史 2、斎藤　秀之 2

1 熊本大学薬学教育部臨床薬物動態学分野、2 熊本大学病院薬剤部、3 浜の町病院薬剤部

P231-23-PM LC/MS/MS を用いたリネゾリドならびにテジゾリドのヒト血漿中濃度同時定量法の確立
佐藤　夕紀 1、大聖　貴之 2、柏木　仁 1、今井　俊吾 1、武隈　洋 2、菅原　満 1,2

1 北海道大学大学院薬学研究院、2 北海道大学病院薬剤部

P232-24-AM 薬剤師の 24 時間介入体制による VCM 適正使用支援の効果
川崎　祥平、小林　義和
公立西知多総合病院薬剤科

P233-23-PM Girbert 症候群疑いドナーからの生体肝移植にてミコフェノール酸の血中濃度上昇がみられた一例
齋藤　健一 1、小野塚　真理 1、大澤　雄一郎 1、田沼　周平 1、松本　嵩史 1、近藤　正巳 1、駒込　昌彦 2、牧　章 2、
別宮　好文 2

1 埼玉医科大学総合医療センター薬剤部、2 埼玉医科大学総合医療センター肝胆膵外科・小児外科

P234-24-AM 潰瘍性大腸炎患者における食事再開時のタクロリムス血中濃度変動に関連する因子の検討
長友　隆雄、吉川　直樹、谷口　裕紀、横田　翼、池田　龍二
宮崎大学医学部附属病院薬剤部

P235-23-PM 骨肉腫患者を対象としたメトトレキサート大量療法における血中メトトレキサート濃度と有効性との関連
長嶺　歩 1,2、八島　秀明 3、上村　あかね 4、白石　卓巳 4、高橋　雄太 1,2、高橋　恵美利 1,4、荒木　拓也 2,3、山本　康次郎 2,3、
大林　恭子 1,2,4

1 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学教育センター、2 群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学、
3 群馬大学医学部附属病院薬剤部、4 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学研究室

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（レジメン管理と運用）
P236-24-AM ナノリポソーム型イリノテカンとレボホリナートの同時投与に関する調査

野崎　圭佑 1、木村　美甫 1、長谷川　聡司 1、井上　聡子 1、高木　麻里 1、高田　良司 2、藤田　敬子 1

1 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンター薬局、
2 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンター肝胆膵内科

P237-23-PM がん薬物療法における医療安全への取り組みと実践
林　美和子、間島　知佳子、小木曽　千春、柳沢　亮太、高林　成彰、小川　陽平、粂野　真由美、太田　勝、伊藤　勇人
岡谷市民病院薬剤科

P238-24-AM 中規模病院におけるがん化学療法への薬剤師の取り組み
赤星　璃、栗埼　貴啓
社会医療法人潤心会熊本セントラル病院薬剤科

P239-23-PM 乳癌術後補助化学療法（AC 療法）における肥満患者および非肥満患者の血液毒性の比較
高木　竜一、杉山　恵亮、築山　奈央、志賀　有雅、浅野　岳人、阿部　彩香、本山　大夢、藤井　友和、杉浦　洋二
JA 愛知厚生連安城更生病院薬剤部薬剤科

P240-24-AM 当院における進行再発胃癌に対する化学療法併用ニボルマブ療法の有効性と安全性についての検討
山下　剛史郎、呉山　友教、松浦　知博、鶴田　和樹、廣瀬　孝一、船越　幸代
独立行政法人労働者健康安全機構大阪労災病院薬剤部

P241-23-PM がん化学療法における PBPM 実施状況の調査
小暮　宗介、田中　佑京、樋口　美波、戸坂　優花、高畠　啓輔、原澤　秀樹
社会医療法人河北医療財団河北総合病院薬剤科

P242-24-AM HBV 再活性化予防のための HBV 関連検査における薬剤師の検査代行入力の効果についての検討
元木　孝、栗田　征幸、渡邊　清人、高柳　昌宏
釧路赤十字病院薬剤部

P243-23-PM 小児がん化学療法における抗がん薬レジメンオーダシステムの導入の取り組み
新田　美奈 1、高橋　毅行 1,2、山崎　智久 1,2、寺薗　英之 1,2、西川　拓朗 3、岡本　康裕 3、武田　泰生 1,2

1 鹿児島大学病院薬剤部、2 鹿児島大学医歯学総合研究科薬物動態制御学、3 鹿児島大学小児科

P244-24-AM チェックリスト式によるレジメン監査の有用性
粉川　直明、長谷川　有希子、中野　彩萌、滝澤　苑美、大沼　明子
新潟県立新発田病院
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P245-23-PM トラスツズマブ・エムタンシンによる肝機能低下と血小板減少ついて
阿部　多一 1、住谷　達也 1、林　哲哉 1、清水　大輔 2、井口　恵美子 1

1 横浜市立みなと赤十字病院薬剤部、2 横浜市立みなと赤十字病院乳腺外科

P246-24-AM 注射抗がん剤の採用変更に規格換算を利用した新たな取り組み
齊藤　安昌、浅川　杏子、久保　昌孝、島田　雅彦
国家公務員共済組合連合会三宿病院薬剤科

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（多職種連携）
P247-23-PM 外来がん化学療法連携充実加算に係るトレーシングレポートを用いた病薬連携の有用性の検討

香取　祐介 1、稲野　寛 1、中込　梢 1、佐々木　寿子 1、田村　和敬 1、佐々木　治一郎 2、厚田　幸一郎 3

1 北里大学病院薬剤部、2 北里大学医学部新世紀医療開発センター、
3 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター薬物治療学 1 教室

P248-24-AM がん患者負担軽減に繋がる外来薬剤師活動
金澤　絵莉 1、村上　摩利 2、木村　滋 3、三角　紳博 1、佐伯　哲 4、前田　茂人 5

1 長崎医療センター薬剤部、2 長崎医療センター看護部、3 九州医療センター薬剤部、4 長崎医療センター肝臓内科、
5 長崎医療センター乳腺・内分泌外科

P249-23-PM 外来がん化学療法患者への医師診療前介入の試み
西場　弘美、千吉良　幸子、小材　直人、村田　文、鈴木　達宙
JCHO 群馬中央病院薬剤部

P250-24-AM がん患者の骨転移に対する早期介入を目的とした骨転移フォロー体制（チーム BMA）の構築と有用性評価
横山　加奈、森川　花絵、秦　晃二郎、近森　綾子、南　晴奈、渡部　仁美、田川　慎二、末次　王卓、廣田　豪、辻　敏和、
金谷　朗子、江頭　伸昭、家入　一郎
九州大学病院薬剤部

P251-23-PM 多職種連携による外来がん化学療法連携充実加算算定の取り組み
中島　誠 1、寺嶋　圭子 2、本坊　俊和 3、大迫　政彦 4

1 鹿児島市医師会病院薬剤部、2 看護部、3 医療情報室、4 院長

P252-24-AM 経口抗がん薬に関する患者と保険薬局と病院の情報共有ツール「服薬連絡帳」に関する調査
森光　保武 1、岩村　高弘 1、藤井　秀一 1、山本　真理 2、池田　雅彦 2

1 福山市民病院医療技術部薬剤科、2 福山市民病院乳腺甲状腺外科

P253-23-PM 病院との連携により在宅での注射抗がん剤投与が安全に実施できた一症例
中村　薫、川崎　博行
株式会社ナチュラルライフ木田らいふ薬局

P254-24-AM 緩和ケアチームによるオピオイドレスキュー薬の自己管理推進の取り組みによる介入効果の検討
久松　大祐 1,2、泊　由布子 2、田ノ上　美依菜 2、今村　繭子 2、樋口　文子 1,2、岡本　正博 2,3、門田　芳幸 4、後藤　隆 1、
清水　裕彰 1

1 国立病院機構九州がんセンター薬剤部、2 国立病院機構九州がんセンター緩和ケアセンター、
3 国立病院機構九州がんセンター乳腺科、4 国立病院機構九州がんセンター治験推進室

P255-23-PM CancerBoard を利用した大腸癌ガイドライン改訂点の多診療科への周知の取り組み
屋敷　大輔 1,2、田中　恭人 1,2、岸本　真 1,2

1 霧島市立医師会医療センター薬剤部、2 化学療法委員会

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（無菌調製・曝露対策）
P256-24-AM がん専門病院における抗がん薬調製時の針刺し曝露に関するアンケート調査

佐野　慶行、鈴木　秀隆、川崎　敏克
国立がん研究センター東病院薬剤部

P257-23-PM 抗がん薬による曝露対策のための閉鎖式薬物移送システム使用拡大について
茂木　佳子、河口　尚史、石川　大介、堀　美香、佐藤　賢
地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構日本海総合病院

P258-24-AM オゾンガスによる抗がん剤分解効果の検証
田崎　眞生、植村　有加里、大川　恭子、桑原　晶子、田内　義彦、辻本　勉、濱　宏仁
武庫川女子大学薬学部臨床薬学教育センター

P259-23-PM 抗がん薬調製・投与環境の汚染状況と P-CLEAR による除染効果
福岡　智宏、山本　泰大、林　宏紀、宇都宮　純平、戸田　康裕
小牧市民病院薬局

P260-24-AM 水道水に対するオゾン水の 5- フルオロウラシル除去効果および分解効果に関する検討
大塚　瑠里 1、外山　智章 1、五月女　拓也 1、日向野　理輝 1、押坂　勇志 3、別納　弘法 2、仁保　誠治 2、篠崎　桂子 1、
臼井　悟 1

1 獨協医科大学病院薬剤部、2 獨協医科大学病院総合がん診療センター、3 城西国際大学薬学部
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P261-23-PM 金沢医療センターにおける抗癌剤による環境曝露調査
有原　大貴 1、間宮　公教 2、森下　拓哉 1、宮澤　憲治 1、福島　信一郎 1、高木　亮 1

1 国立病院機構金沢医療センター薬剤部、2 国立病院機構静岡てんかん・神経医療センター

P262-24-AM イホスファミドおよびパクリタキセル調製後の輸液バッグ内の気体中に含まれる抗がん薬の濃度測定
矢野　琢也 1、松本　知樹 1、星加　寿子 1、松本　大輝 1、加藤　あゆみ 1、豊田　悠希 1、藤田　高子 2、福岡　竜逸 1

1 住友別子病院薬剤部、2 住友別子病院看護部

P263-23-PM アイソレーター環境下におけるゲムシタビン塩酸塩調製時の曝露調査
中嶋　紘文、神　佳祐、村永　諒、櫻田　穣、坂田　幸雄、長浜谷　耕司
市立函館病院薬剤部

P264-24-AM バイアル製剤の分割使用を目指した模擬バイアルを用いた長期無菌性保持条件の検討
松浦　泰寛 1、眞鍋　貴行 1,2、新田　悠一朗 1、石川　良太 1、仲谷　彰規 1、久保　靖憲 1、山本　譲 1、岩山　訓典 1,3、
神山　直也 1,2、中馬　真幸 1、小野　尚志 1、田崎　嘉一 1,2

1 旭川医科大学病院薬剤部、2 旭川医科大学臨床研究支援センター、3 北海道科学大学薬学部

P265-23-PM 5-FU の持続投与に使用するインフューザーポンプのデバイス変更における妥当性の評価
大貫　奏 1、金　素安 1、田中　悠理 1、伊代野　佐知子 2、立沢　正臣 1、下　泰司 1,3

1 順天堂大学医学部附属練馬病院薬剤科、2 順天堂大学医学部附属練馬病院がん治療センター、
3 順天堂大学医学部附属練馬病院脳神経内科

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
P266-24-AM 局所進行切除不能膵癌で Conversion Surgery が可能となった患者に対して行ったフォローアップの一例

中尾　紘子
I ＆ H 株式会社阪神調剤薬局神鋼店

P267-23-PM お薬手帳を介した薬薬連携ツールの有用性について
杉浦　孝太郎、中村　洋司、磯部　紀子、藤田　珠理
株式会社田無薬品

P268-24-AM 連携充実加算の算定状況とトレーシングレポートに関する現状調査
住谷　真里子、高木　俊輝、松本　哲哉、中村　智
独立行政法人労働者健康安全機構福島労災病院

P269-23-PM 連携充実加算算定状況とトレーシングレポート内容解析
杉山　昌秀 1、篠原　佳祐 1、宮田　智陽 1、吉池　麻衣 1、原　あや乃 1、堀内　賢一 1、三浦　篤史 2

1 長野県厚生連佐久総合病院佐久医療センター薬剤部、2 長野県厚生連佐久総合病院薬剤部

P270-24-AM がん化学療法施行中の多剤処方による服薬困難に対して薬剤師が介入した事例
汐待　加織、小野寺　香里、浅田　美咲、高崎　颯隼、鷹羽　絵里子、吉原　奈津子、佐藤　絵美、吉田　恭子
株式会社大賀薬局九大病院東門前店

P271-23-PM 2020 年度学術第 1 小委員会による薬剤師が実施している抗がん薬治療における患者モニタリング業務に 
関するアンケート結果報告
森岡　友美 1、郷　真貴子 2、中島　寿久 3、藤堂　真紀 4、林　稔展 5、松尾　宏一 6

1 鹿児島厚生連病院診療支援部薬剤科、2 大垣市民病院薬剤部、3 国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院薬剤部、
4 埼玉医科大学国際医療センター薬剤部、5 福岡大学薬学部、6 福岡大学病院薬剤部

P272-24-AM 外来化学療法における当院での地域連携のための取り組みの現状と課題
石崎　文子、相原　敏彦、本田　晴菜、増尾　昌則
湘南藤沢徳洲会病院薬剤部

P273-23-PM S-1 療法施行中の胃がん患者の皮膚障害へ早期対応したが難渋した一症例
河端　明子 1、藤田　あゆみ 2、杉浦　伸哉 2

1 スギ薬局本山南店、2 株式会社スギ薬局

P274-24-AM ベネトクラクス錠を破砕して服用したことにより、ベネトクラクス血中濃度が上昇した一例
安西　麻衣子 1、疋田　絵梨 1、安　武夫 1,3、小林　真之 2、小杉　信晴 2、城田　幹生 1

1 東京都立墨東病院薬剤科、2 東京都立墨東病院血液内科、3 明治薬科大学薬学教育研究センター治療評価学

P275-23-PM 保険薬局での抗がん剤使用患者に対する服薬フォローアップ有用性の検討
湯澤　史弥 1、伊野　陽子 1,4、山下　修司 2,4、玉木　啓文 1,4、野口　義紘 3,4、長内　理大 1,4、寺町　ひとみ 3,4、井口　和弘 1,4

1 岐阜薬科大学薬局薬学研究室、2 岐阜薬科大学地域医療実践薬学研究室、3 岐阜薬科大学病院薬学研究室、
4 岐阜薬科大学附属薬局

P276-24-AM 外来がん患者に対する医療機関カルテを参照した薬局薬剤師のフォローアップの有用性
野村　春香 1、西村　充司 1、舩木　志保 2

1 株式会社ユニスマイルスイショー薬局調剤センター、2 株式会社ユニスマイル

P277-23-PM 薬局薬剤師による服薬フォローアップにより外来がん化学療法に貢献することができた症例の報告
吉田　理人 1、舩木　志保 2

1 株式会社ユニスマイルエムハート薬局みずほ店、2 株式会社ユニスマイル
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P278-24-AM 病院薬剤師と保険薬局薬剤師との連携により副作用の早期介入ができた一例
小原　貴子 1、元茂　拓法 1、岩井　あゆみ 2、池上　早也香 2、大井　佑輝 2、三上　祥博 1、橋下　浩紀 1

1 国立病院機構北海道医療センター、2 クリオネ山の手薬局

P279-23-PM 薬剤師による癌カウンセリングの有用性について
樋口　浩輔、斎藤　祐輔、西村　愛弓、木村　謙吾、加藤　浩
市立四日市病院薬局

P280-24-AM バクスターインフューザー (5-FU 持続投与 ) を TPN 用ルート側管に接続し流速が低下した 1 例
南　有里 1、中村　俊貴 2、齋藤　雅俊 1、平山　武司 1,3

1 北里大学北里研究所病院薬剤部、2 あけぼの薬局、3 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター

P281-23-PM がん患者に対して継続したテレフォンフォローアップを用いた薬局薬剤師の関わり
野嶋　芳紀 1、石田　潤一郎 1、齋藤　聡夫 1、松尾　宗一郎 1、邑瀬　誠 1、深津　英人 2、松井　洸 2、阿部　真也 2、立石　大介 2、
山口　浩 2、吉町　昌子 2、野村　和彦 2

1 株式会社杏林堂薬局、2 株式会社ツルハホールディングス

P282-24-AM 肺癌化学療法における副作用の不安を軽減する効果的な服薬指導方法についての研究
大澤　友裕 1、長谷川　貴昭 2、梅田　道 1、牧野　哲平 1、青山　智 1、安田　昌宏 1、吉田　勉 3、澤　祥幸 4、水井　貴詞 1

1 岐阜市民病院薬剤部、2 名古屋市立大学病院緩和ケア部、3 岐阜市民病院呼吸器内科・腫瘍内科、4 岐阜市民病院がんセンター

P283-23-PM シスプラチン併用化学放射線療法施行患者におけるオランザピンの使用実績および使用後の血糖値変動の評価
佐々木　健介
川崎医科大学附属病院薬剤部　

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（制吐支持療法）
P284-24-AM カルボプラチン投与におけるステロイドスペアリング施行患者の悪心嘔吐の実態調査とその有効性の評価

小河原　晴香、越川　一誠、大谷　隼斗、今川　未紀、佐久間　けい、川上　達也、菅井　瞳、柳野　紗智子、坂本　真紀、
松本　高広
東邦大学医療センター大森病院薬剤部

P285-23-PM オキサリプラチン含有化学療法後の遅発性悪心嘔吐に対するパロノセトロンとアプレピタントの効果の比較
松田　璃沙 1、田中　亮 1、森本　健幹 1、上柳　汐果 1、市原　英則 2、丸山　直岳 1、別府　博仁 3、土井　敏行 1

1 国立病院機構京都医療センター薬剤部、2 国立病院機構東近江総合医療センター薬剤部、
3 国立病院機構奈良医療センター薬剤部

P286-24-AM オラパリブ使用患者における悪心・嘔吐発現状況とその予防制吐療法についての実態調査ならびに悪心・嘔
吐リスク要因の探索
小林　芽依 1、石原　泰子 1、西村　健二 1、石田　亮 2、亀井　健人 1、赤木　晋介 1、徳田　衡紀 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、
2 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床研究センター

P287-23-PM トリフルリジン・チピラシル塩酸塩＋ベバシズマブ併用化学療法における悪心嘔吐の発現状況及び 
リスク因子に関する検討
松岡　芹佳 1、藤井　宏典 1、大畑　紘一 1、飯原　大稔 1、廣瀬　智恵美 1、左高　史織 1、渡辺　大地 1、小林　亮 1,2、木山　茂 3、
牧山　明資 3、松橋　延壽 3、高橋　孝夫 3、吉田　和弘 3、鈴木　昭夫 1,2

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学薬学部先端医療薬学研究室、3 岐阜大学医学部附属病院腫瘍外科

P288-24-AM 婦人科 Paclitaxel ＋ Carboplatin 療法において催吐リスクの違いによる制吐療法の有効性と安全性の比較
萩家　朱美 1、鎌田　宏和 1、清水　克次 1、竹田　健志 1、辰見　明俊 2、高木　麻里 1

1 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンター薬局、2 神戸学院大学薬学部

P289-23-PM ストレプトゾシン投与における消化器症状の実態と制吐療法に関する後方視的調査
新藤　実香 1、佐野　智望 1、西渕　由貴子 1、石川　光信 1、赤木　徹 1、橋本　浩伸 1、奥坂　拓志 2、古川　哲也 1

1 国立がん研究センター中央病院薬剤部、2 国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科

P290-24-AM BEP・EP 療法におけるオランザピンの予防制吐療法での有効性に関する後方視的検討
村井　和哉 1、馬見新　佳那子 1、楠原　正太 2、中島　裕理 3、船坂　知華子 2、仲尾　岳大 3、近藤　千紘 2、内藤　陽一 2、
川崎　敏克 1、向原　徹 2

1 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院腫瘍内科、
3 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院先端医療科

P291-23-PM 婦人科がんの TC 療法に対する制吐支持療法 PD 法および GDA 法の効果と有害事象の比較検討
大林　恭子 1,2、長嶺　歩 1、内山　知乃 3、八島　秀明 3、大島　宗平 3、高橋　恵美利 1,2、高橋　雄太 1、荒木　拓也 3,4、
山本　康次郎 3,4

1 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学教育センター、2 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学研究室、
3 群馬大学医学部附属病院薬剤部、4 群馬大学大学院医学系研究科臨床薬理学講座

一般演題（ポスター） 奇数演題：23 日（金・祝）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：24 日（土）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（他の副作用対策）
P292-24-AM G-CSF 産生腎細胞癌の Ipi-Nivo 療法中に生じた薬剤性間質性腎炎に対してステロイド併用により 

治療継続可能となった 1 例
中條　悠 1、神原　諒 1、早川　太朗 1、細見　俊秀 2、七里　泰正 2

1 市立大津市民病院医療技術局薬剤部、2 市立大津市民病院泌尿器科
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P293-23-PM 免疫チェックポイント阻害薬による免疫関連有害事象のリスク因子に関する研究
山口　敦史 1,2、齋藤　佳敬 1、鳴海　克哉 2、古堅　彩子 2、武隈　洋 1、品川　尚文 3、秋田　弘俊 4、菅原　満 1,2、
小林　正紀 2

1 北海道大学病院薬剤部、2 北海道大学大学院薬学研究院、3 北海道大学病院呼吸器内科、4 北海道大学病院腫瘍内科

P294-24-AM 免疫チェックポイント阻害薬治療中の electronic patient-reported outcome モニタリングの有用性
桂　英之、戸井　ひとみ、太田　浩士、高田　直子
国民健康保険小松市民病院薬剤科

P295-23-PM がん患者の嚥下困難・味覚障害の症状と症状に対するケア調査
織戸　るり子 1、竜田　都加 2

1 株式会社ココカラファインヘルスケアココカラファイン薬局日赤前店、
2 株式会社ココカラファインヘルスケアココカラファイン薬局ミタス伊勢店

P296-24-AM エンコラフェニブ + ビニメチニブ + セツキシマブ療法において漿液性網膜剥離を呈した 1 例
芦埜　和幸 1、大澤　千鶴子 1、黒田　晋平 1、菱沼　侑子 1、木村　公美 1、横山　智 2

1 公立学校共済組合東北中央病院薬剤部、2 公立学校共済組合東北中央病院外科

P297-23-PM 当院におけるイリノテカン製剤使用前の UGT1A1 遺伝子多型検査の実施状況
林　靖久
佐世保市総合医療センター薬剤部

P298-24-AM 多発性骨髄腫患者におけるデキサメタゾン単回投与時の吃逆発現状況
兼松　哲史 1、山下　智穂 1、中村　英明 1、吉田　均 2、伊藤　貴彦 2

1JCHO 可児とうのう病院薬剤部、2JCHO 可児とうのう病院血液内科

P299-23-PM オキサリプラチン投与時の体表温度と血管痛との関連性について
志村　裕介 1、菅　幸生 2、三坂　恒 1、澤崎　泉 3、岩本　礼子 4、海野　泰好 4、西川　亜沙子 4、伊藤　幸津枝 4、村上　成美 4、
杉本　紀子 4、園谷　美奈子 4、嶋田　努 1、松下　良 2、崔　吉道 1

1 金沢大学附属病院薬剤部、2 金沢大学医薬保健研究域薬学系、3 金沢大学医薬保健学域薬学類、4 金沢大学附属病院看護部

P300-24-AM オキサリプラチンへのデキサメタゾン注射液混合ならびにホスアプレピタント併用時の血管痛発現状況
江草　徳幸 1、比良　大輔 2、佐藤　一求 2、栗原　晋太郎 2、福家　幸子 3、村上　利恵 3、徳本　和哉 4、別所　千枝 1、
安原　昌子 1

1 広島県厚生農業協同組合連合会廣島総合病院薬剤部、2 広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院薬剤部、
3 広島県厚生農業協同組合連合会尾道総合病院看護部、4 広島県厚生農業協同組合連合会吉田総合病院薬剤部

P301-23-PM がん薬物治療中の膵臓癌患者におけるプロトコルに基づいた血糖測定の有用性評価
武藤　有里子、丸山　真一、永瀬　怜司、太田　恵、香取　史菜、菅野　浩
済生会横浜市東部病院薬剤部

P302-24-AM 切除不能膵癌の二次治療以降の治療おける nal-IRI/5-FU/LV 療法と既存治療との有害事象の比較とその対策
の検討
松島　彩音 1、佐々木　健介 1、亀尾　剛士 1、三宅　真史 1、隅田　英幸 1、山下　真史 1、藤井　哲英 1、小林　美代子 1、
二宮　洋子 2

1 川崎医科大学附属病院薬剤部、2 川崎医科大学附属病院医療安全管理部

P303-23-PM FL および DLBCL における Infusion Related Reaction の発現リスク因子の比較
廣部　祥子 1,2,3、犬飼　萌乃 1、藤本　梨花 1、深田　耕司 1、宮本　真由 1、前田　真一郎 1,2、前田　真貴子 1,2,3、藤尾　慈 1,2,3

1 大阪大学大学院薬学研究科・薬学部、2 大阪大学医学部附属病院、3 大阪大学大学院医学系研究科

P304-24-AM パルボシクリブの有害事象発現状況について
篠崎　千尋、桑村　恒夫、三上　忠司、野田　聖奈子、原田　智子、中川　義浩
JCHO 久留米総合病院薬剤部

P305-23-PM 膵がん S-1 術後補助化学療法における重篤な有害事象の発現に関する現状調査
野口　裕介 1、大坪　達弥 1、小林　大祐 1、加藤　良隆 1、豕瀬　諒 2、村木　優一 2、友金　幹視 1

1 京都第二赤十字病院薬剤部、2 京都薬科大学臨床薬剤疫学分野

P306-24-AM アベマシクリブの下痢発現に影響を与えるリスク因子の後方視的検討
野田　佳加、志村　裕介、嶋田　努、崔　吉道
金沢大学附属病院薬剤部

P307-23-PM 治癒切除不能な進行・再発大腸癌患者における血栓塞栓症発現リスク因子の後方視的研究
高田　遼、藤原　未稀、牧　賢利、高橋　洋子、田村　浩二
独立行政法人国立病院機構福山医療センター薬剤部

P308-24-AM DCF 療法施行時の発熱性好中球減少症に対する予防的経口抗生剤の有用性の検討
山口　知紀、豊田　真史、深野　光司
公益財団法人東京都保健医療公社豊島病院

P309-23-PM オキサリプラチンによる血管痛に対する対処法の評価と改善
瀧本　真紀
公立能登総合病院薬剤部

P310-24-AM アナモレリンの処方状況調査
河原　陽介、堀合　拓貴、加藤　良治
JR 東京総合病院薬剤部
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P311-23-PM 実臨床における前立腺癌治療薬アパルタミドの皮膚障害の発現状況とリスク因子の探索
山田　佳織 1、入江　慶 1,2、平畠　正樹 1、池末　裕明 1、橋田　亨 1,2、川喜田　睦司 3、室井　延之 1

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸学院大学薬学部、3 神戸市立医療センター中央市民病院泌尿器科

P312-24-AM ビンクリスチン投与患者に発現した末梢神経障害と糖尿病との関連
内田　敬、林　克剛、猪岡　京子
宮城県立がんセンター薬剤部

P313-23-PM PER+HER+ タキサンレジメンにおける過敏症対策薬の先行投与による IR 軽減効果
阿部　彩香 1、杉山　恵亮 1、本山　大夢 1、高木　竜一 1、浅野　岳人 1、志賀　有雅 1、築山　奈央 1、藤井　友和 1、杉浦　洋二 1、
雨宮　剛 2

1JA 愛知厚生連安城更生病院薬剤部　、2JA 愛知厚生連安城更生病院外科

P314-24-AM ニボルマブ投与後に関節痛を発症した一例
藤巻　浩子 1、藤巻　宥紀 1、西田　良介 2、正木　晶子 3、宮崎　由里 3、末永　真代 3、迫田　唯 3、松本　緑 3

1 医療法人光仁会西田病院薬剤科、2 医療法人光仁会西田病院外科 / 緩和ケア科、3 医療法人光仁会西田病院看護部

P315-23-PM 手術不能又は再発乳癌患者に対する CDK4/6 阻害薬の使用実態調査
小関　利弥、合澤　啓二、岩田　一史、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部

P316-24-AM 外来化学療法における薬局薬剤師の支持療法への早期介入や電話によるフォローアップが治療継続に 
貢献した事例
永井　基瑛 1、新藤　志津子 1、永野　悠馬 2、前田　守 2、緒形　富雄 2、市ノ渡　真史 2、長谷川　佳孝 2、月岡　良太 2、
大石　美也 2

1 株式会社アインファーマシーズ杏仁薬局、2 株式会社アインホールディングス

P317-23-PM 乳癌患者におけるトラスツズマブ デルクステカン使用による間質性肺疾患の実態調査
渡辺　龍 1、高田　慎也 2、木村　雄太 2、美濃　興三 2、阪本　英津子 1

1 苫小牧市立病院薬剤部、2 北海道がんセンター薬剤部

P318-24-AM 免疫チェックポイント阻害薬の甲状腺機能低下症に対するレボチロキシンの用量に関する多施設後方視的調査
小林　美奈子 1、佐藤　渉 2、鈴木　訓史 1、梅内　実穂 1、東　敬太 1、内藤　義博 1、木皿　重樹 3

1 国立病院機構仙台医療センター薬剤部、2 大崎市民病院薬剤部、3 奥羽大学薬学部

P319-23-PM 薬剤師が取り組む HBV 再活性化予防への取り組み
國安　和仁、中居　肇
大館市立総合病院薬剤科

P320-24-AM 肺癌患者を対象としたデノスマブによる予防的投与下での低 Ca 血症に関するリスク因子の解析
平井　成和 1、大崎　莉沙 2、有山　智博 2、石井　敏浩 2、増田　雅行 1

1 東邦大学医療センター佐倉病院薬剤部、2 東邦大学薬学部実践医療薬学研究室

P321-23-PM 頭頸部癌 TPF 療法における下痢に対する五苓散の有用性
出町　拓也 1、平田　力 1、渡邉　昭仁 2

1 恵佑会札幌病院薬剤科、2 恵佑会札幌病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

P322-24-AM B 型肝炎ウイルス再活性化対策における PBPM による薬剤師の介入
笹岡　沙也加、清野　義一、寺島　孝徳、宮澤　衣鶴、清水　健吾、岡澤　香津子
JA 長野厚生連北信総合病院薬剤部

P323-23-PM ゲムシタビン・アブラキサン（GnP）療法による好中球減少症が切除不能膵癌患者の予後に与える 
影響について
長岡　侑里、今　俊介、松崎　哲郎、溝口　博之、山田　清文
名古屋大学医学部附属病院薬剤部

P324-24-AM トレーシングレポートによりがん化学療法中患者の QOL が改善した症例 
～吃逆に対しステロイドローテーションが有効であった一例～
永田　卓也 1,2、渡邊　亜矢子 1,2、大戸　祐治 1,2、佐伯　美沙 1,2、嶋田　顕 3

1 昭和大学江東豊洲病院薬剤部、2 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、3 昭和大学江東豊洲病院内科

P325-23-PM 手足症候群の重症度評価に対するスキルアップ研修の有用性の検討
神谷　早織 1,2,3,4,5、山本　圭祐 1、平川　聡史 2、大石　大祐 1、佐原　由莉 1、澤　昇平 1、柏原　道志 1、柴崎　幾代 3、
浅井　はるか 4、鈴木　英絵 4、森　菜採子 4、吉田　雅行 4、三木　良浩 5、矢部　勝茂 1

1 聖隷浜松病院薬剤部、2 同支持療法科、3 同外来看護科、4 同乳腺科、5 同化学療法科

P326-24-AM 演題取り下げ

P327-23-PM GC 療法における皮疹のリスク因子の探索
吉澤　祐香里、澤　昇平、石野　清亮、古橋　侑樹、佐原　由莉、山本　圭祐、矢部　勝茂
社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院薬剤部

P328-24-AM 当院における免疫チェックポイント阻害薬投与終了後の irAE、検査状況の調査
田中　昭洋、大西　翔太、高取　秀人、村富　裕貴、後藤　卓也、萱野　勇一郎
大阪府済生会中津病院薬剤部
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P329-23-PM 膵臓がん患者におけるイリノテカン製剤のコリン作動性症候群の実態調査
眞野　翔太、宮崎　公輔、安江　諒平、伊藤　健史、田中　佳子、井上　壽江、平下　智之
岐阜県総合医療センター薬剤部

P330-24-AM ペムブロリズマブ投与による irAE で十二指腸炎を発症した一症例
近藤　万友美 1,2、吉岡　睦展 1、澁谷　奈緒 1、高子　優子 1、若松　雄太 1、細見　真世 1、森田　聡子 1、西山　祐美 1、
正置　耕一 1、高瀬　直人 2

1 宝塚市立病院薬剤部、2 宝塚市立病院腫瘍内科

P331-23-PM チラブルチニブ服用中に生じた頭部皮膚障害に対して抗生剤および薬剤師介入により通常用量での 
治療継続が可能となった症例
溝渕　秀敏、野毛　一郎、白石　誠一郎
株式会社うさぎ薬局

P332-24-AM 演題取り下げ

P333-23-PM 直腸癌に対して化学療法施行中に腫瘍崩壊症候群をきたした 1 症例
眞弓　健介 1、出町　健 1、坂東　英明 2、川崎　敏克 1

1 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院消化管内科

P334-24-AM ダラツムマブ皮下注における infusion reaction に関する調査
吉川　直樹、萩原　綾菜、相田　和希、飯島　直美、森田　光枝
佐野厚生総合病院薬剤部

P335-23-PM 抗がん剤投与により発症する不眠に対する時計遺伝子に着目したステロイドホルモン DHEA の 
不眠改善効果の検討
白水　翔也 1、牛尾　聡一郎 1、江角　悟 1、北村　佳久 2、座間味　義人 1

1 岡山大学病院薬剤部、2 就実大学薬学部薬物治療学

P336-24-AM ペグフィルグラスチムの投与タイミングが発熱性好中球減少症に与える影響（第 5 報）
大神　正宏 1、小島　友恵 1、渡邊　雅明 2、小島　卓也 3、泉　玲子 4、平井　利幸 5、小山田　聡 6、本間　真人 2、 
石井　武男 3、岡野　知子 4、秋山　裕史 5、原信田　努 6、鈴木　美加 1

1 茨城県立中央病院薬剤局薬剤科、2 筑波大学附属病院、3 水戸医療センター、4 筑波メディカルセンター病院、
5 日立製作所ひたちなか総合病院、6 茨城西南医療センター病院

P337-23-PM ダラキューロ配合皮下注におけるシリンジポンプを用いた投与方法の検討
松本　拓真、武良　卓哉、濱岡　照隆、升味　紀子、小川　喜道
独立行政法人国立病院機構岩国医療センター薬剤部

P338-24-AM アナモレリン塩酸塩の投与により抗がん剤治療を継続できた非小細胞肺がんの一例
出口　真人、小玉　幸与、冨田　敦和、今西　忠宏
JA 愛知厚生連江南厚生病院薬剤部

P339-23-PM エンホルツマブべドチンの当院における使用実績と副作用発現状況等について
田中　亜弥 1、衛藤　智章 1、高崎　紘臣 2、後藤　隆 1、清水　裕彰 1

1 独立行政法人国立病院機構九州がんセンター薬剤部、2 独立行政法人国立病院機構別府医療センター薬剤部
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後半　9月 24 日（土）PM／ 9月 25 日（日）AM	 ポスター会場　(Gメッセ	1F　展示ホール )

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（緩和ケア）
P340-25-AM がん性疼痛治療における鎮痛薬処方順とレスキュー薬、緩下薬、制吐薬の処方状況について 

- ガイドライン改訂前後での比較（第 1 報）
丸山　昌広、定盛　理純
明陽会成田記念病院薬局

P341-24-PM 入院がん患者の除痛状況と日常生活への影響に関する調査
藤田　靖之、井上　知哉、大久保　翔、駒木　真理子、宿輪　紗世、原口　智彦、馬場　麗名、荒木　正義
日本赤十字長崎原爆病院薬剤部

P342-25-AM オピオイド誘発性便秘に対するナルデメジントシル酸塩の有効性
山田　正実、地丸　裕美、鳥井　小莉、高橋　一栄
大阪府済生会野江病院

P343-24-PM 当院における入院時持参麻薬とその運用について
伊東　美歩、岡本　和也、海老原　貴之
津田沼中央総合病院

P344-25-AM がん性疼痛に対するミロガバリンの用量別有効性に関する検討
地丸　裕美、山田　正実、鳥井　小莉、高橋　一栄
大阪府済生会野江病院

P345-24-PM 入院患者における医療用麻薬自己管理の体制構築による服薬支援
畑下　真希 1,2、花村　藤佳 1,2、朝日　仁美 1,2、吉垣　亜里沙 3、手渡　和子 2,3、牧山　稔 1、筒井　秀和 1、大塚　知信 5、
豊田　康義 2,4

1 国立病院機構千葉医療センター薬剤部、2 国立病院機構千葉医療センター緩和ケアチーム、
3 国立病院機構千葉医療センター看護部、4 国立病院機構千葉医療センター外科、5 国立病院機構東京医療センター薬剤部

P346-25-AM 起床時に増悪する骨転移痛にクロナゼパム錠が奏効した 1 症例
杉原　弘記 1、岡本　伸也 1、岡田　昌浩 1、岡崎　和子 1、黒河　香織 2、渡辺　陽子 2、川野　香 3、三井　將雄 3、 
杉本　盛人 3、大枝　忠史 3、竹井　英介 1

1 尾道市立市民病院薬剤部、2 看護部、3 泌尿器科

P347-24-PM フェンタニル貼付剤からモルヒネ注への変更に関する臨床的検討
工藤　佐智子 1、渡邊　法男 1,2、吉田　知佳子 3、岡村　真理子 3、佐藤　真由美 3、中島　大喜 4、浅井　和浩 1、
山田　卓也 5

1 羽島市民病院薬剤部、2 愛知学院大学臨床薬学、3 羽島市民病院看護部、4 羽島市民病院リハビリテーション科、
5 羽島市民病院外科

P348-25-AM 経口ヒドロモルフォン徐放製剤の使用状況調査
中原　萌子、高武　嘉道、藤本　愛理、花田　聖典、川俣　洋生、橋本　雅司
独立行政法人国立病院機構九州医療センター薬剤部

P349-24-PM 高用量オピオイド注使用下でも難治性疼痛を訴える患者に対し、メサドン錠併用により注射剤から 
経口剤のみへ切替えが行われた一例
高橋　典哉 1,2,3,4,5,6、千葉　亮祐 2、佐賀　雄大 3、鈴木　温 4、吉田　ひろ子 5、奥　尚 6

1 岩手県立中央病院薬剤部（発表時 岩手県立中部病院薬剤科）、2 同呼吸器内科、3 同精神科、4 同緩和ケア科、
5 同ペインクリニック科、6 同薬剤部

P350-25-AM メサドンからヒドロモルフォン持続皮下投与への切り替えが有効であった 2 例
藤本　英哲 1、笠原　庸子 1、今津　邦智 1、荒谷　恭子 1、前田　裕行 1,2

1 県立広島病院薬剤科、2 県立広島病院リウマチ科

P351-24-PM がん疼痛患者における経口メサドンの鎮痛効果と副作用の影響因子
国分　秀也 1、瀧川　千鶴子 2、千原　里美 3、原　聡志 4、上園　保仁 5

1 東京薬科大学薬学部薬学実務実習教育センター、2KKR 札幌医療センター緩和ケア科、3 市立伊丹病院薬剤部、
4 市立伊丹病院呼吸器内科、5 東京慈恵会医科大学疼痛制御研究講座

P352-25-AM 難治性癌疼痛におけるタペンタドールのオピオイド併用効果に関する検討
林　誠 1,2、松野　英美 2、船橋　依理子 2、西堀　理香 2、岡本　典子 2、中井　正彦 1

1 国立病院機構名古屋医療センター薬剤部、2 国立病院機構名古屋医療センター緩和ケアチーム

P353-24-PM 緩和ケアチーム活動における予後予測指標とステロイドとの関連性について
山田　直輝 1、里岡　達哉 2、青山　瑛里子 1、井上　悠 1、山本　浩二郎 1、大里　恭章 1

1 八尾徳洲会総合病院薬剤部、2 公立学校共済組合近畿中央病院薬剤部

P354-25-AM ヒドロモルフォン注射剤への切り替え換算量についての検討
安藤　寛子 1、野口　美幸 1、渡邉　理基 1、熊野　光翼 1、大信　紀明 1、葉山　達也 2、堀越　建一 1

1 総合病院土浦協同病院薬剤部、2 日本大学医学部附属板橋病院薬剤部

P355-24-PM アナモレリン塩酸塩を投与した入院患者における摂食状況及び体重の変化に関する検証
六車　裕一、藤田　真弓、宮原　阿友美、小寺　由香、宮　麻紀子、池田　久雄、足立　充司
公益財団法人日本生命済生会日本生命病院薬剤部
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P356-25-AM 外来通院によるオピオイド導入時にテレホンフォローアップで患者相談対応した一症例
宮田　香織 1、藤田　あゆみ 2、杉浦　伸哉 2

1 スギ薬局久居インターガーデン店、2 株式会社スギ薬局

P357-24-PM クリーンベンチを持たない保険薬局が無菌調剤室の共同利用することで麻薬混注処方に対応出来た一症例
伊津田　知樹 1、赤尾　美乃里 1、藤田　あゆみ 2、杉浦　伸哉 2、杉浦　克典 2

1 株式会社スギ薬局新金岡店、2 株式会社スギ薬局

P358-25-AM 病院薬剤師と薬局薬剤師の連携により入院から退院後まで切れ目ない緩和ケアを実施した一症例
土井　武司 1、藤田　あゆみ 2、三久　裕子 1、杉浦　伸哉 2、杉浦　克典 2

1 スギ薬局大津富士見台店、2 株式会社スギ薬局

P359-24-PM フェンタニル貼付剤による医療用麻薬導入が適した患者集団の検討
山脇　誉央、東　真理子、淺野　肇、川口　明範、藤原　季美子、竹上　学
近畿大学病院薬剤部

P360-25-AM 非小細胞肺がんにおけるアナモレリン投与の現状
東　春奈 1、後藤　愛実 1、高橋　智恵子 1、西原　雅美 1、藤阪　保仁 2、根尾　昌志 1

1 大阪医科薬科大学病院薬剤部、2 大阪医科薬科大学病院呼吸器・呼吸器腫瘍内科

P361-24-PM 当院におけるオピオイド誘発性便秘症に対する使用状況調査
宮川　千珠、坂口　結斗、鈴木　ひかり、糸山　佳奈子、知念　ほのか、喜多　幸子、森　智子、人見　百合子、 
高江洲　夢子、井上　千尋、宇根　良祐、喜友名　舞、當間　菜央、喜多　洋嗣
医療法人徳洲会中部徳洲会病院薬剤部

P362-25-AM 麻薬指導テンプレート導入による評価とテキストマイニングを使用した課題の可視化
小玉　幸与、冨田　敦和、内山　耕作、鈴川　誠、今西　忠宏
JA 愛知厚生連江南厚生病院薬剤部

P363-24-PM 鎮痛不十分の患者におけるフェンタニル貼付剤からヒドロモルフォン注射剤へのオピオイドスイッチングに
関する症例検討
脇下　大樹 1、金剛　圭佑 1、刈谷　美里 1、松田　ゆかり 1、横町　朋子 1、大林　加代子 2、橋本　泰明 1

1 神戸低侵襲がん医療センター薬剤部、2 神戸低侵襲がん医療センター緩和ケア内科

P364-25-AM 頭頸部がん治療に伴う粘膜障害に対するオキシコドンの投与が栄養指標へ及ぼす影響
菊田　奨之 1、中澤　佑介 1、元日田　阿子 1、宮沢　祐太 1、須田　奈美 1、志村　英二 2、川久保　孝 1

1 東京慈恵会医科大学附属病院薬剤部、2 東京慈恵会医科大学附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

P365-24-PM 小児患者におけるプレガバリンの有効性および安全性
三浦　寄子 1、歌野　智之 1、余谷　暢之 2、山谷　明正 1

1 国立成育医療研究センター薬剤部、2 国立成育医療研究センター緩和ケア科

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

がん薬物療法（その他）
P366-25-AM 免疫チェックポイント阻害剤使用における免疫関連有害事象の発現状況と治療経過について

西川　豊、梶田　貴司、田中　通、石田　葉月、安田　早織、山口　和美、黒松　誠、樽野　麻依、金松　誠、奥野　智之
公益財団法人天理よろづ相談所病院薬剤部

P367-24-PM 悪性腹膜中皮腫にニボルマブ＋イピリムマブ併用療法を施行した１例
豊田　真史、岡野　芳彦、深野　光司
公益財団法人東京都保健医療公社豊島病院

P368-25-AM 外来がん化学療法におけるトレーシングレポートの有用性の検討
中嶋　江美、山瀬　大雄、松本　早織、原田　慶子、尾本　和彦、山田　邦義、辻井　佳代、小林　政彦
大阪赤十字病院薬剤部

P369-24-PM 抗 EGFR 抗体薬によるざ瘡様皮疹のリスク因子が生存率に及ぼす影響に関する後ろ向き観察研究
高橋　宏彰 1,2、小池　陽聡 1、佐々木　悠汰 1、八重樫　由紀子 2、齊藤　葉子 2、二瓶　哲 2、平舩　寛彦 3、氏家　悠貴 2,4、
朝賀　純一 1,2、工藤　賢三 1,2

1 岩手医科大学薬学部臨床薬学講座臨床薬剤学分野、2 岩手医科大学附属病院薬剤部、3 野川薬品有限会社まゆみ薬局、
4 岩手医科大学薬学部臨床薬学講座情報薬科学分野

P370-25-AM 乳がん治療薬パルボシクリブの血漿中濃度測定法の構築
小玉　菜央 1、山本　達郎 1、森木　邦明 1、門永　太一 2、若原　誠 2、細谷　恵子 2、藤吉　正哉 1、島田　美樹 1

1 鳥取大学医学部附属病院薬剤部、2 鳥取大学医学部附属病院乳腺内分泌外科

P371-24-PM EGFR 遺伝子変異陽性非小細胞肺癌患者に対するオシメルチニブ導入時期が全生存期間に及ぼす影響 :  
単施設コホート研究
塩飽　英二、土手　賢史、小林　由佳
社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院

P372-25-AM 乳がん術前・術後 PTX または DTX 化学療法の RDI と薬剤選択に関する検討
高木　麻衣、中村　智絵、宮崎　雅之、山田　清文
名古屋大学医学部附属病院薬剤部
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P373-24-PM 遠隔転移を有する腎細胞癌患者に対してアキシチニブまたはスニチニブを用いた一次治療の継続期間に 
関する検討
松井　頌明、尾崎　正和、幸田　恭治、北原　隆志
山口大学医学部附属病院薬剤部

P374-25-AM 卵巣癌における PARP 阻害薬の使用実態調査
黒木　百香、小関　利弥、西上　依里、岩田　一史、合澤　啓二、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部

P375-24-PM プロバイオティクスによる免疫チェックポイント阻害薬の効果・副作用に対する影響の検討
石井　岳夫 1、菅原　康佑 2、Jose Carlos Sandoval Tayag3、潮平　英郎 1、諸見　牧子 1、中村　克徳 1

1 琉球大学病院薬剤部、2 琉球大学医学部医学科、3 琉球大学大学院医学研究科薬物治療学

P376-25-AM 間質性肺炎既往のある切除不能肝細胞癌患者に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ療法の 1 例
板村　亮、櫻下　弘志、吉岡　寛美、松尾　裕彰
広島大学病院薬剤部

P377-24-PM ヒト肝がん HepG2 細胞でのエピルビシン殺効果に対するメントールの影響 : 多剤耐性タンパク質 MRP の 
関与の可能性
長井　克仁 1、田村　真由子 1、大谷　奎介 2、吉田　尚史 2、渡邊　利栄 2、福野　修平 1、小西　廣己 1

1 大阪大谷大学薬学部、2 済生会富田林病院・薬剤科

P378-25-AM オキサリプラチンの急性末梢神経障害として尿閉が生じた 1 症例
野口　祥紀、三宅　知宏、谷村　学
伊勢赤十字病院薬剤部

P379-24-PM FOLFIRI ＋ Aflibercept 療法において投与直前 UPCR を基に投与した場合の治療効果の検討
花谷　直美 1、近藤　潤一 1、杉山　菜穂 1、津野　丈彦 1、小杉　三弥子 1、諏訪　雄亮 2、渡邉　純 2、佐橋　幸子 1

1 横浜市立大学附属市民総合医療センター薬剤部、2 横浜市立大学附属市民総合医療センター消化器病センター外科

P380-25-AM 抗真菌剤併用によりメソトレキサートの血中濃度が遷延した急性リンパ性白血病患者の一例
山下　智穂 1、兼松　哲史 1、伊藤　和幸 2、吉田　均 3、伊藤　貴彦 3、中村　英明 1

1 独立行政法人地域医療機能推進機構可児とうのう病院薬剤部、2 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院薬剤部、
3 独立行政法人地域医療機能推進機構可児とうのう病院血液内科

P381-24-PM TC 療法施行症例におけるシスタチン C を用いた腎機能評価と骨髄抑制に関する調査
若松　綾華 1、田中　彩 2、若松　遼介 1、山下　友輝 1、柴波　明男 1、樋浦　一哉 2

1JA 北海道厚生連札幌厚生病院薬剤部、2 北海道科学大学薬学部薬学科

P382-25-AM ベバシズマブ治療終了後の降圧薬内服状況および血圧推移に関する実態調査
村山　三佳、北村　葵、奥村　啓樹、丹羽　洋介、宮崎　雅之、溝口　博之、山田　清文
名古屋大学医学部附属病院薬剤部　

P383-24-PM スペシャル・ポピュレーションに対するがん薬物療法支援～免疫抑制薬投与中の皮膚筋炎併発胃がんの一例
川上　恵 1、北田　徳昭 1、岡村　みや子 1、尾崎　淳子 1、池見　泰明 1、中川　俊作 1、今井　哲司 1、米澤　淳 1、 
中川　貴之 1、土井　恵太郎 2、武藤　学 2、寺田　智祐 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学医学部附属病院腫瘍内科

P384-25-AM 未治療濾胞性リンパ腫に対する GB 療法と BR 療法による感染性有害事象の後方視的調査
川崎　貴蔵 1、伊藤　佳織 2,3、山本　孝枝 1、冨田　章裕 3、山田　成樹 2

1 豊川市民病院薬局、2 藤田医科大学病院薬剤部、3 藤田医科大学医学部血液内科学

P385-24-PM 免疫チェックポイント阻害薬治療終了後における免疫関連有害事象の発現状況
原　友子、町田　梨絵子、野中　敏治
国家公務員共済組合連合会浜の町病院薬剤部

P386-25-AM 患者腎機能に応じた S-1 の用量適正化に関する薬局プレアボイド事例
貴田　郁美 1、山田　美里 2、細谷　晃 3、伊藤　秀剛 4、永野　悠馬 5、前田　守 5、緒形　富雄 5、市ノ渡　真史 5、 
長谷川　佳孝 5、月岡　良太 5、大石　美也 5

1 株式会社アインファーマシーズアイン薬局長崎中央店、2 株式会社アインファーマシーズアイン薬局鶴見店、
3 株式会社アインファーマシーズアイン薬局門真店、4 株式会社アインファーマシーズアイン薬局旭川医大店、
5 株式会社アインホールディングス

P387-24-PM かかりつけ薬剤師の機能発揮がオシメルチニブ服用患者の治療継続に及ぼす影響
千野　直英 1、永野　悠馬 2、前田　守 2、緒形　富雄 2、市ノ渡　真史 2、長谷川　佳孝 2、月岡　良太 2、大石　美也 2

1 株式会社アインファーマシーズアイン薬局小矢部店、2 株式会社アインホールディングス

P388-25-AM 抗 PD-1 抗体薬の長期投与を予測する治療前検査値に関する探索的研究
前谷　一仁、新谷　拓也、池村　健治、渡邊　梓、山本　智也、奥田　真弘
大阪大学医学部附属病院薬剤部

P389-24-PM かかりつけ薬剤師の機能発揮がカペシタビン服用患者の治療継続に及ぼす影響
松崎　淳 1,2、永野　悠馬 2、前田　守 2、緒形　富雄 2、市ノ渡　真史 2、長谷川　佳孝 2、月岡　良太 2、大石　美也 2

1 株式会社アインファーマシーズハート泉店、2 株式会社アインホールディングス
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P390-25-AM ベバシズマブ治療継続にプロトンポンプ阻害剤、ボノプラザンが与える影響
八木　健太 1、丸尾　陽成 2、石田　俊介 3、鍛治園　誠 2、相澤　風花 3、新村　貴博 1、石澤　有紀 4、濱野　裕章 2、 
合田　光寛 3,5、座間味　義人 2,5、石澤　啓介 1,3,5

1 徳島大学病院総合臨床研究センター、2 岡山大学病院薬剤部、3 徳島大学病院薬剤部、
4 徳島大学大学院医歯薬学研究部薬理学分野、5 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学分野

P391-24-PM 免疫チェックポイント阻害剤による甲状腺機能障害に関する解析
鳥山　陽子 1、大原　義正 1、谷口　潤 2、山形　真一 1

1 国立病院機構鹿児島医療センター、2 国立病院機構指宿医療センター

P392-25-AM 甲状腺がん、肝細胞がんに対するレンバチニブのアドヒアランスに関する研究
寺前　美乃里 1、舘合　慶一 2、川上　和宜 2、横川　貴志 2、小林　一男 2、柴田　直樹 2、鈴木　亘 2、清水　久範 2、 
福田　直樹 3、高橋　俊二 3、尾阪　将人 4、笹平　直樹 4、堀　里子 1、山口　正和 2

1 慶應義塾大学薬学部医薬品情報学講座、2 公益財団法人がん研究会がん研有明病院薬剤部、
3 公益財団法人がん研究会がん研有明病院総合腫瘍科、4 公益財団法人がん研究会がん研有明病院肝胆膵内科

P393-24-PM 外来化学療法室における薬剤師面談で抽出された副作用に関する調査
桂川　健司、高取　裕司、高岡　龍蔵、遠山　幸男、久田　達也
トヨタ記念病院薬剤科

P394-25-AM 血管外漏出治療薬デクスラゾキサンの骨髄抑制が影響し , ペグフィルグラスチム投与後に発熱性好中球 
減少症を発症した子宮体癌の 1 例
森本　真宗 1、大矢　浩之 1、魚谷　隆弘 2、長井　智則 2、近藤　正巳 1

1 埼玉医科大学総合医療センター薬剤部、2 埼玉医科大学総合医療センター産婦人科

P395-24-PM かかりつけ薬剤師の機能発揮が S-1 服用患者の治療継続に及ぼす影響
唐崎　奈央子 1、永野　悠馬 2、前田　守 2、緒形　富雄 2、市ノ渡　真史 2、長谷川　佳孝 2、月岡　良太 2、大石　美也 2

1 株式会社アインファーマシーズアイン薬局富山西店、2 株式会社アインホールディングス

P396-25-AM アルブミン懸濁型パクリタキセルの一時欠品に伴うレジメン変更後の治療経過
吉藤　和也、後藤　志典、山崎　博子、赤崎　淳子
山口県済生会山口総合病院薬剤部

P397-24-PM CDDP 起因性腎障害軽減に PPI 併用が与える影響について－併用 PPI の種類に着目した解析－
寺田　明里、植田　有希、高橋　愛未、口分田　章典、山東　真寿美、坂上　嘉浩
大阪急性期・総合医療センター薬局

P398-25-AM エンザルタミド投与後におけるドセタキセルの治療効果及び副作用への影響について
山下　慎司 1、光家　勉 1、藤森　信也 1、西川　光 1、篠村　恵理子 1、石戸谷　哲 2、上田　豊実 1

1 大津赤十字病院薬剤部、2 大津赤十字病院泌尿器科

P399-24-PM R-CHOP 療法における栄養評価指標と副作用発現の関連性の検討
菊池　健 1、澤田　桃香 2、武田　元樹 1、相馬　貴史 1、鶴山　辰 1、佐藤　秀紀 2

1 勤医協中央病院薬剤部、2 北海道科学大学薬学部

P400-25-AM 当院におけるニラパリブの使用状況および有害事象発現状況に関する調査
樋口　文子、衛藤　智章、清水　裕彰
独立行政法人国立病院機構九州がんセンター薬剤部

P401-24-PM がん遺伝子パネル検査により MET 遺伝子変異陽性が確認された胃癌に対してテポチニブを投与した一例
西岡　菜々子、松沼　悟、輿石　徹、磯貝　博之、中村　洋典、青木　琢也
東京医科大学八王子医療センター

P402-25-AM 外来化学療法における薬剤師の問い合わせ状況と今後の取り組みについて
大西　翔太、田中　昭洋、高取　秀人、松本　芳樹、村富　裕貴、梅林　良英、坂口　奈津子、後藤　卓也、萱野　勇一郎
大阪府済生会中津病院薬剤部

P403-24-PM HBV 感染悪性腫瘍患者における化学療法施行後の核酸アナログ製剤服用終了に関する実態調査
應和　矢寛、有馬　崇充、田中　聖二、中島　寿久、齋藤　義正、石川　光信、赤木　徹、橋本　浩伸、古川　哲也
国立がん研究センター中央病院薬剤部

P404-25-AM 胸腺癌に対しレンバチニブ服用後に心不全を発症した 1 症例：レンバチニブと IL-6 の血中濃度からの考察
関　夏望 1、朝倉　充俊 1、見野　靖晃 2、中津川　瑛美 2、小泉　知展 3、内藤　隆文 1

1 信州大学医学部附属病院薬剤部、2 浜松医科大学医学部附属病院薬剤部、3 信州大学医学部血液・腫瘍内科学教室

P405-24-PM B 型肝炎関連検査の実施率向上を目指した検査チェックシステムの構築と評価
二瓶　貴幸 1、松浦　正樹 1、堀川　美帆 1、前嶋　隆弘 1、大柳　元 1、赤坂　和俊 1、菊地　正史 1、前川　正充 1、 
井上　隆輔 2、勝見　真琴 3、井上　淳 4、大内　康太 5、高橋　雅信 5、石岡　千加史 5、眞野　成康 1

1 東北大学病院薬剤部、2 東北大学病院メディカル IT センター、3 東北大学病院検査部、4 東北大学病院消化器内科、
5 東北大学病院腫瘍内科

P406-25-AM 膵がん患者における nab- パクリタキセル供給不安問題が治療選択に与えた影響
白神　霞、丸花　奈央、篠崎　浩司
国際医療福祉大学成田病院薬剤部

P407-24-PM 切除不能肝細胞癌に対するアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法による腫瘍マーカーと肝予備能の推移
西　和哉 1、川田　彰彦 1、佐々木　崇 1、佐賀　利英 1,2

1 石巻赤十字病院薬剤部、2 東北大学大学院薬学研究科
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P408-25-AM 慢性骨髄性白血病患者における Bcr-Abl 阻害剤治療期間とアルコール摂取の関連
山川　裕介 1、八木　健太 2、吉岡　俊彦 1,3、佐藤　真希 3、丸尾　陽成 4、宮田　晃志 3、相澤　風花 1、國木　悠理香 3、
新村　貴博 2、坂口　暁 2、石澤　有紀 5、合田　光寛 1,3、座間味　義人 4、石澤　啓介 1,2,3

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学病院総合臨床研究センター、3 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学、
4 岡山大学病院薬剤部、5 徳島大学大学院医歯薬学研究部薬理学

P409-24-PM 膀胱全摘術前補助化学療法施行患者におけるゲムシタビン・シスプラチン療法の投与量と治療強度の関係
小栗　良介、関谷　泰明、井上　壽江、平下　智之
岐阜県総合医療センター薬剤部

P410-25-AM 乳がん患者における DTX の皮膚障害のリスク因子の探索
森本　奈緒美、星田　唯史、眞下　惠次、藤原　大一朗、木村　佳世、武田　祐子、和田　祥明、野田　明宏、多喜　和夫、
田辺　和史
日本赤十字社和歌山医療センター

P411-24-PM 大腸がん術後補助化学療法 (XELOX 療法 ) を施行した患者における平均相対用量強度と好中球 / リンパ球比・
血小板 / リンパ球比の関連性
林　宏紀、山本　泰大、福岡　智宏、宇都宮　純平、戸田　康裕
小牧市民病院薬局

P412-25-AM 高齢者 EGFR 遺伝子変異陽性非小細胞肺がんに対するオシメルチニブの有効性と安全性の検討
岩崎　文香 1、有山　智博 1、平井　成和 2、増田　雅行 2、真坂　亙 1、石井　敏浩 3

1 東邦大学薬学部臨床薬剤学研究室、2 東邦大学医療センター佐倉病院薬剤部、3 東邦大学薬学部実践医療薬学研究室

P413-24-PM 高度肥満患者へ TC 療法の投与量調節を行った 2 例
大城　真理奈 1,2、山口　芽衣 1,2、中谷　香織 1,2、縄田　修一 1,2、三村　貴志 3、嶋村　弘史 1,2

1 昭和大学病院薬剤部、2 昭和大学薬学部病院薬剤学講座、3 昭和大学医学部産婦人科学講座

P414-25-AM 高齢患者の進展型小細胞肺癌に対してプラチナ併用療法が再奏効した症例
冨井　隆弘 1、松沼　悟 1、輿石　徹 1、江里口　大介 2、吉元　公一 1

1 東京医科大学八王子医療センター薬剤部、2 東京医科大学八王子医療センター呼吸器外科

P415-24-PM 肺癌における免疫チェックポイント阻害薬併用療法の副作用発現状況
田口　伸、渡邊　智穂、泉谷　紘平、佐藤　優弥、和地　徹、柳田　真樹子
秋田赤十字病院薬剤部

P416-25-AM 頭頚部癌化学放射線療法施行患者の入院期間に関する後ろ向き調査
中尾　なつみ 1、北口　梨紗 1、甲元　大樹 1、河村　茉衣 2、竹内　彩子 2、森　英樹 1

1 岡山赤十字病院薬剤部、2 岡山赤十字病院耳鼻咽喉科

P417-24-PM 外来がん化学療法における薬薬連携の体制の充実に向けて保険薬局への調査
丸田　基史 1、福山　雄卯介 1、井上　善博 2、三角　紳博 1

1 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター、2 一般社団法人大村東彼薬剤師会長崎中央調剤薬局

P418-25-AM 10 次治療で EPd 療法が奏功した再発・難治性多発性骨髄腫の 1 例
西村　直朗、上津　沙織、柿原　圭佑、吉国　健司、小倉　秀美
地域医療機能推進機構九州病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

新型コロナウイルス感染症（ワクチン・治療薬）
P419-24-PM 東京都保健医療公社６病院における COVID-19 患者に対する抗菌薬の使用状況について

松澤　弘志 1、佐々木　康弘 2、福山　博務 3、田中　義幸 4、陳内　博之 5、根岸　真利子 6、方岡　小百合 7、塩地　園代 3

1 東京都保健医療公社東部地域病院薬剤科、2 東京都保健医療公社多摩南部地域病院薬剤科、
3 東京都保健医療公社大久保病院薬剤科、4 東京都保健医療公社多摩北部医療センター薬剤科、
5 東京都保健医療公社荏原病院薬剤科、6 東京都保健医療公社豊島病院薬剤科、7 東京都保健医療公社公社事務局事業推進課

P420-25-AM レムデシビルとワルファリンの併用で PT-INR が上昇した１例
山内　健 1、吉川　明良 1、佐古　有紀 1、伊藤　徳明 2、沖本　真史 2、渡辺　美和 1

1 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立舟入市民病院薬剤科、
2 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立舟入市民病院呼吸器内科

P421-24-PM レムデシビル投与患者における肝障害発現調査とそのリスク因子の検討
高橋　まどか、阿部　多嘉浩、宮崎　公爾、板谷　眞理恵
札幌徳洲会病院薬局

P422-25-AM 新型コロナワクチン接種後の有害事象の監視と中和抗体モニタリング
池田　博昭 1、青山　さくら 1、井上　奈々 1、金子　真夕 1、金本　奈々 1、大江　健人 1、夛田羅　勝義 2、藤岡　譲 2、
池田　純子 3、中妻　章 1、芳地　一 1、森　久美子 1、飯原　なおみ 1、河野　清尊 4

1 徳島文理大香川薬学部、2 徳島文理大学保健福祉学部、3 トワニー薬局、4 米子高専電子制御工学科

P423-24-PM 当院における妊娠後期の新型コロナウイルス感染患者へのソトロビマブ投与による安全性調査
上柳　汐果、池上　洋平、小原　直紘、小田　亮介、丸山　直岳、土井　敏行
国立病院機構京都医療センター薬剤部

P424-25-AM COVID-19 患者の SARS-CoV-2 抗体価と治療における免疫抑制剤の影響
新崎　孝夫 1、河野　えみ子 1、三箇山　宏樹 1、關　嘉人 1、中森　靖 2

1 関西医科大学総合医療センター薬剤部、2 関西医科大学総合医療センター救急医学科
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P425-24-PM 職員の新型コロナワクチンの 1 回目及び 2 回目接種後の副反応の解析
佐藤　智功
医療法人崇徳会長岡西病院薬局

P426-25-AM 千鳥橋病院及びたたらリハビリテーション病院におけるソトロビマブ ( ゼビュディ ) の使用実績
岐部　このみ 1、松村　千晶 2、石橋　美希 1、中村　大祐 1、菖蒲　沙織 1、八板　謙一郎 3、有馬　泰治 4、駒井　孝企 4、
山本　一視 4

1 千鳥橋病院薬剤部、2 たたらリハビリテーション病院薬剤科、3 千鳥橋病院感染症内科、4 千鳥橋病院総合内科

P427-24-PM COVID-19 患者に対するソトロビマブの使用実態調査
中谷　亮介、岡田　雅弥、下川　福子
和歌山労災病院薬剤部

P428-25-AM 当院における COVID-19 治療薬の使用実態調査
玉城　哲子、仲俣　桃華、城間　盛彦、木奈崎　昭男、島袋　朝太郎、安座間　照子
中頭病院薬剤科

P429-24-PM 新型コロナワクチン 3 回目接種の副反応が 1，2 回目と相違あるか（続報）
中村　和彦 1、中村　嘉孝 1、塚本　友紀江 2、横井　さおり 3、小竹　克博 4

1 医療法人衆済会増子記念病院薬剤課、2 医療法人衆済会増子記念病院感染管理室、
3 医療法人衆済会増子記念病院感染管理認定看護師、4 医療法人衆済会増子記念病院消化器外科

P430-25-AM Covid-19 患者におけるソトロビマブの使用成績調査
三宅　純子、生島　繁樹、石巻　靖弘、堀　智貴
奈良県総合医療センター薬剤部

P431-24-PM 重度の腎機能障害患者へのレムデシビル投与による腎機能検査値異常の実態調査
山村　翔、荒木　良介、山田　英紀
大和市立病院

P432-25-AM 西市民病院での COVID-19 の治療におけるカシリビマブ／イムデビマブ【ロナプリーブⓇ】や 
ソトロビマブ【ゼビュディ】の使用状況
石田　洋史 1、奥野　昌宏 2、中浴　伸ニ 1、田中　詳ニ 1

1 神戸市立医療センター西市民病院薬剤部、2 神戸市立西神戸医療センター薬剤部

P433-24-PM 新型コロナウイルスワクチン：コミナティ筋注接種による副反応発現状況の解析
鈴木　一成、村田　文、新木　美枝、鈴木　達宙
JCHO 群馬中央病院薬剤部

P434-25-AM mRNA ワクチン 1、2 回目接種後に副反応が発現した人は、3 回目接種後も副反応が発現しやすいのかの検討
林　幹也 1、後藤　志典 1、伊藤　美登里 2,3、平田　貴代美 3、赤崎　淳子 1

1 済生会山口総合病院薬剤部、2 済生会山口総合病院感染対策室、3 済生会山口総合病院看護部

P435-24-PM モルヌピラビル内服患者を対象とした健康観察結果の報告
鈴木　佑果、井本　陽子、上野　花純、三木　郁帆、渡邊　裕之、宅和　真由美
パナソニック健康保険組合松下記念病院薬剤部

P436-25-AM 新型コロナウイルスワクチン 3 回目接種への取り組みと副反応に関するアンケート結果について
篠山　淳美 1、三木　芳晃 1,2、白戸　美希 1、松本　芳樹 1、梅林　良英 1、川口　尚子 2、萱野　勇一郎 1

1 大阪府済生会中津病院薬剤部、2 大阪府済生会中津病院感染管理室

P437-24-PM 東北大学病院における新型コロナウイルスワクチン追加接種による副反応調査
佐藤　朗 1,2、佐藤　裕 1、佐藤　智見 1、鷹尾　月舟 1、菅原　英里奈 1、鈴木　博也 1,2、公文代　將希 1、佐藤　紀宏 1、
前川　正充 1、徳田　浩一 2、眞野　成康 1

1 東北大学病院薬剤部、2 東北大学病院感染管理室

P438-25-AM COVID-19 に対するナファモスタットメシル酸塩の投与による高カリウム血症の発現状況と 
リスク因子解析
小玉　健太郎 1、今井　徹 1、淺井　康夫 2、神津　悠 2、林　健太郎 2、清水　哲夫 2、權　寧博 2、大塚　進 1

1 日本大学医学部附属板橋病院薬剤部、2 日本大学医学部内科学系呼吸器内科学分野

P439-24-PM 当院におけるソトロビマブびよる過敏症・インフュージョンリアクション発現率と臨床検査値への影響
樽屋　志保、藏本　裕信、権藤　直人
地方独立行政法人明石市立市民病院医療技術部薬剤課　

P440-25-AM 医療機関職員を対象とした新型コロナウイルスワクチンの接種後副反応が業務に与える影響
児玉　暁人、水庫　彩、今井　兼貴、勝浦　正人
地方独立行政法人市立吹田市民病院薬剤部

P441-24-PM 当院における COVID-19 クラスターの発生状況と Sotrovimab iv. の使用経験について
林　智樹、牧野　以佐子、田中　佳代、望月　惠理子、大胡　幹子、野崎　容右、伊藤　淳雄
医療法人社団康心会茅ヶ崎新北陵病院薬剤科

P442-25-AM 医療機関職員を対象とした新型コロナワクチンに関する意識調査
水庫　彩、児玉　暁人、今井　兼貴、勝浦　正人
地方独立行政法人市立吹田市民病院薬剤部
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P443-24-PM COVID-19 陽性妊婦の入院時の対策と薬物療法における新規薬剤適正使用のための薬剤管理
藤井　稚奈 1、前川　真己 1,2、中園　裕利華 1,2、佐々木　貴之 1,2、加藤　恵一 1、大里　和広 3、白木　克哉 2

1 三重県立総合医療センター薬剤部、2 三重県立総合医療センター抗菌薬適正使用支援チーム、
3 三重県立総合医療センター産婦人科

P444-25-AM モヌルピラビル投与後に BUN の急激な上昇を示した 1 例の報告
肥後　美月 1、渡慶次　賀博 2、喜多　洋嗣 1、仲村　亮太 1、田仲　祐子 1、村雲　智久 1、近藤　理美 1、水野　康平 1、
吉村　美菜 1、野下　綾子 1、菅近　晴美 1、佐伯　星依奈 1、船臺　三央 1、又吉　嘉寿人 1

1 沖縄県中部徳洲会病院薬剤部、2 沖縄県中部徳洲会病院医局呼吸器内科

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

新型コロナウイルス感染症（業務対応等、他）
P445-24-PM 新型コロナウイルス感染症パンデミック長期化に伴う病院薬剤師の日常生活ストレスが日常業務に及ぼす 

影響とその関連因子について
白石　貴寿、坂本　拓也、川村　ひとみ、小川　実華、井口　舞香、高木　栄希、図師　彩音、山田　智栄子、青柳　晴彦、
荒井　宏人
独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院薬剤部

P446-25-AM 全国都市立病院薬局長協議会参加施設における新型コロナ感染症拡大に伴う薬剤部門の業務調査
喜古　康博 1,7、廣井　順子 2,7、石坂　敏彦 3,7、森本　茂文 4,7、本田　一春 5,7、山田　英紀 6,7

1 藤沢市民病院薬局、2 東京都立小児総合医療センター薬剤科、3 堺市立総合医療センター薬剤・技術局、
4 神戸市立西神戸医療センター薬剤部、5 公立昭和病院薬剤部、6 大和市立病院薬剤科、7 全国都市立病院薬局長協議会

P447-24-PM 災害級の新型コロナウイルス感染症の大阪府臨時医療施設における地域医療機能推進機構 (JCHO) 薬剤師の
取り組みについて
東　克彌 1、福田　裕子 2、森脇　崇 3、仲田　美智代 4、鈴木　朋克 5、秋吉　尚雄 6、北澤　文章 4、辻川　正彦 3,8、片山　歳也 7,9

1JCHO 京都鞍馬口医療センター薬剤部、2JCHO 星ヶ丘医療センター薬剤部、3JCHO 大阪病院薬剤部、
4JCHO 大和郡山病院薬剤部、5JCHO さいたま北部医療センター薬剤部、6JCHO 九州病院薬剤部、 
7JCHO 東京高輪病院薬剤部、8 近畿四国地区薬事専門職、9 本部薬事専門職

P448-25-AM 演題取り下げ

P449-24-PM COVID-19 重症センター開設に伴い、クリニカルパス導入による業務効率化とインシデント防止への取り組み
田中　こずえ 1、山村　智代 1、船引　梓 2、谷澤　由香 2、武富　太郎 3、中川　秀光 4

1 野崎徳洲会病院薬剤部、2 野崎徳洲会病院看護部、3 野崎徳洲会病院副院長、麻酔科、4 野崎徳洲会病院院長、
COVID-19 重症センター長

P450-25-AM 多職種協働による新型コロナワクチン接種業務の実際
堀口　悠太 1、西村　真央 1、山本　祐聖 1、木村　実央 1、裏山　悠哉 1、竹原　涼子 1、濱崎　淳哉 1、向井　淳治 1,3、
澤田　隆吾 2、奥田　広志 1

1 和泉市立総合医療センター薬剤部、2 和泉市立総合医療センター副院長医務局、3 大阪大谷大学薬学部

P451-24-PM 新型コロナウイルス感染症による集団感染発生時の病棟薬剤師の対応 
～感染制御を主な業務としていない一病棟薬剤師による介入～
山元　孝俊 1、光永　義治 1、柴田　裕介 1、足立　匠 1、岡田　雄介 1、河村　剛至 1,2、渡部　多真紀 1,2、安野　伸浩 1,2

1 帝京大学医学部附属病院薬剤部、2 帝京大学薬学部

P452-25-AM 新型コロナウイルス感染症および疑似症患者における内服薬管理方法について
吉田　朱里 1,4、竹内　菜穂 1,4、平沼　朋子 1、古川　睦 2、上野　一枝 2,4、尾花　祥世 1,4、福田　英克 1、山本　光成 3,4

1 公立学校共済組合近畿中央病院薬剤部、2 公立学校共済組合近畿中央病院看護部、
3 公立学校共済組合近畿中央病院消化器内科、4 公立学校共済組合近畿中央病院院内感染対策チーム

P453-24-PM 中規模病院手術室での多職種連携による鎮静薬供給困難への対応
磯野　礼果 1,2,3、細野　真吾 1、亀井　幹子 2、白井　壽子 2、澁田　達史 3、山崎　崇 1

1 大垣徳洲会病院薬剤部、2 大垣徳洲会病院看護部手術室、3 大垣徳洲会病院麻酔科

P454-25-AM ニルマトレルビル / リトナビル使用患者における禁忌薬該当症例の調査と対応策
沼田　裕也、沢田　佳祐、西山　晃、中谷　丈之、河野　修治
国家公務員共済組合連合会枚方公済病院薬剤科

P455-24-PM 当院における新型コロナウイルス感染症（COVID-19）治療薬に対する薬剤師の関わり
河野　透子、牛島　裕貴、福中　咲愛、今村　陽子、坂本　欣直
北九州総合病院薬剤科

P456-25-AM 新型コロナウイルス感染症の東京都臨時医療施設への薬剤師広域派遣に関する JCHO 薬剤師の取り組み　 
派遣薬剤師と薬事専門職の連携
樋口　泰子 1、加藤　淳一 2、奥主　仁 3、水野　宏昭 4、荻野　知紀 5、齋藤　雄大 6、藤掛　沙織 7、我妻　央陽 3、 
佐野　真由実 7、菅原　真那 2、久保　瞳 8、野田　美保 9、森田　淳介 2、伊藤　典子 2,10、片山　歳也 9,11

1JCHO 湯河原病院薬剤部、2 同埼玉メディカルセンター薬剤部、3 同船橋中央病院薬剤部、
4 同金沢病院薬剤部、5 同山梨病院薬剤部、6 同仙台病院薬剤部、7 同新宿メディカルセンター薬剤部、8 同札幌北辰病院薬剤部、
9 同東京高輪病院薬剤部、10 同関東地区薬事専門職、11 同本部薬事専門職

P457-24-PM COVID-19 病棟における休日病棟薬剤業務の有用性に関する検討
相賀　真由、陳内　博之、津吹　澄、沖田　直美
荏原病院薬剤科
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一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

感染制御（治療薬）
P458-25-AM 術後感染予防経口抗菌薬使用の現状と課題について

阪野　和重、谷畑　悠起子、奥本　真巳、中西　俊介、武内　恭範、篝　忠宏
公立那賀病院薬剤部

P459-24-PM 演題取り下げ

P460-25-AM 日齢 6 に発症し救命し得た Panton-Valentine leukocidin 陽性メチシリン感受性黄色ブドウ球菌による 
肺化膿症
本田　勝亮 1、柏原　道志 1、長岡　翔 1、堤　克成 1、菊池　新 2、杉浦　弘 2、大木　茂 2、金子　寛 3、中南　秀将 3、
矢部　勝茂 1

1 社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院薬剤部、2 社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院新生児科、
3 東京薬科大学薬学部臨床微生物学教室

P461-24-PM 経口第 3 世代セフェム系採用削減による抗菌薬使用状況の変化
塩田　智子、谷長　美菜子、村瀬　大翔、段林　正明、高橋　一栄
大阪府済生会野江病院薬剤科

P462-25-AM 血液悪性腫瘍を有する感染巣不明な発熱患者に対するセフェピム投与期間の検討
西　綾香 1,2、吉川　明良 1、増田　博久 1、常友　盛勝 1、綾部　ゆか 1、新谷　貴洋 2、渡辺　美和 1

1 広島市立病院機構広島市立舟入市民病院薬剤科、2 広島市立病院機構広島市立舟入市民病院血液内科

P463-24-PM 九州医療センターにおける AST 活動の変遷とその効果について
橋本　雅司 1、高武　嘉道 1、山口　泰弘 1、坂口　晋哉 2、鶴山　萌子 1

1 独立行政法人国立病院機構九州医療センター薬剤部、2 独立行政法人国立病院機構嬉野医療センター薬剤部

P464-25-AM FLCZ 耐性に関する因子の解析と初期選択薬の検討
青柳　千愛 1、山科　卓也 1、山崎　貴史 1、下村　真代 1、兵藤　沙耶 2、平木　洋一 3、肥山　和俊 4

1 国立病院機構西別府病院薬剤部、2 国立病院機構福岡東医療センター薬剤部、3 国際医療福祉大学福岡薬学部薬学科、
4 国立病院機構福岡東医療センター感染症内科

P465-24-PM 抗菌薬適正使用支援チームの介入による経口第三世代セファロスポリン系抗菌薬使用量削減に向けた 
取り組み
古川　大樹 1、伊藤　嘉英 1、大橋　武司 1、林　房枝 2、梶田　麻美 2、菱田　志乃 3、中尾　彰宏 4

1 津島市民病院薬剤室、2 津島市民病院看護局、3 津島市民病院検査室、4 津島市民病院呼吸器内科

P466-25-AM LVFX の使用量削減に向けた取り組み～ UTI での介入効果～
福本　康之、工藤　悠翔、長山　晃、森下　和美、川上　典子、近藤　昌子
沼津市立病院薬剤部

P467-24-PM 腎機能正常患者のバンコマイシン塩酸塩とタゾバクタム / ピペラシリン併用療法における急性腎障害発症 
リスクの検討
高畑　智瑛、本山　大夢、澤田　和久、奥平　正美、杉浦　洋二
JA 愛知厚生連安城更生病院薬剤部

P468-25-AM 半田市立半田病院におけるタゾバクタム・ピペラシリンのデ・エスカレーション実施の実態調査
石川　舞依子、榊原　洋一、伊藤　実優、板倉　由縁、横田　学
半田市立半田病院薬剤局薬剤科

P469-24-PM メロペネム 6g/ 日とレボフロキサシンの併用で治療した過粘稠性 Klebsiella pneumoniae 菌血症の 1 例
安東　大智 1、下山　雄一朗 1、後藤　俊元 1、宮澤　由記子 2、合田　智則 3、宗　広樹 1

1 大分赤十字病院薬剤部、2 大分赤十字病院検査部、3 大分赤十字病院消化器内科

P470-25-AM 下顎埋伏智歯抜歯の術前単回投与群と 3 回投与群の比較による感染予防効果に関する検討
齋藤　千愛 1、吉田　謙介 1、児玉　泰光 2、冨原　圭 2、外山　聡 1

1 新潟大学医歯学総合病院薬剤部、2 新潟大学大学院医歯学総合研究科顎顔面口腔外科学分野

P471-24-PM アミカシンリポソーム吸入用懸濁液導入に向けた他職種での取り組みについて
水口　侑子、和田　宜久、澤井　祐樹、上田　理絵、岩田　浩幸、的場　美香、木村　貴、木澤　成美、金銅　葉子
大阪はびきの医療センター薬局

P472-25-AM 血液培養陽性時の抗菌薬使用における PK-PD 理論に基づいた薬剤師の介入
田村　麻衣 1、本舘　諭 1、畑中　祐磨 1、奈良　昇悦 2、越前谷　卓磨 2、中居　肇 1

1 大館市立総合病院薬剤科、2 大館市立総合病院・臨床検査科

P473-24-PM 当院におけるタゾバクタム / ピペラシリン使用患者へのテンプレートを用いた評価の有用性について
牧田　亮、古谷　一平、田中　佳子、井上　壽江、平下　智之
岐阜県総合医療センター薬剤部

P474-25-AM 新規に作成した「腎機能別抗感染症薬投与量一覧」の導入とその評価
谷長　美菜子、塩田　智子、村瀬　大翔、段林　正明、山田　正実、高橋　一栄
大阪府済生会野江病院薬剤科

P475-24-PM Clostridioides difficile 感染症に対してメトロニダゾールが効果不十分であった要因の検討
臼井　和明、吉田　悦朗、大石　丸美、安藤　暢彦、和泉　寿紀、近藤　真由、長島　章
独立行政法人労働者健康安全機構九州労災病院薬剤部　
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P476-25-AM 抗菌薬適正使用支援チームによる誤嚥性肺炎治療の適正化－クリニカルパスの整備・導入の臨床的評価―
松岡　知子 1、大橋　健吾 1,4、篠田　康孝 1,4、森　卓之 1、横山　達郎 2,5、加賀城　美智子 3,5、高橋　崇真 4,5、吉村　知哲 1

1 大垣市民病院薬剤部　、2 大垣市民病院麻酔科、3 大垣市民病院呼吸器内科、4 大垣市民病院外科、
5 大垣市民病院抗菌薬適正使用支援チーム

P477-24-PM レテルモビル投与終了後のサイトメガロウイルス感染症の発症に関する調査
加茂　真宏、角　真太郎、久保　利樹、祖川　倫太郎、島ノ江　千里
佐賀大学医学部附属病院薬剤部

P478-25-AM 薬剤師ができる AS 活動 
～ベタメタゾン吉草酸エステル・ゲンタマイシン軟膏の適正使用にむけた取り組み～
八汐　祥恵、石田　智之、森　美保菜、末永　尚輝、鶴永　大貴、中村　有莉恵、堀内　智裕、赤星　真広、森岡　友美、
池増　鮎美、佐多　照正
鹿児島厚生連病院薬剤部

P479-24-PM 投与開始翌日にメトロニダゾール誘発性脳症発症が疑われた 1 例
小池　彩子 1、花房　伸幸 1、川上　隆弘 1、田村　安希 1、中島　誠 2、小橋　春彦 3、森　英樹 1

1 岡山赤十字病院薬剤部、2 岡山赤十字病院精神神経科、3 岡山赤十字病院肝臓内科

P480-25-AM BLNAR による市中肺炎が疑われる小児における抗菌薬の投与量と投与期間の検討
西尾　公志、大石　博史、片山　陽介、田中　誠
独立行政法人国立病院機構小倉医療センター薬剤部

P481-24-PM 当院における経口抗菌薬の使用量の変化について
佐々木　裕太、尼崎　正路
綜合病院山口赤十字病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

感染制御（その他）
P482-25-AM 抗菌薬適正使用支援チームによる血液培養陽性患者に対する介入効果の検討

中島　彰信、出羽　祐基、近野　祐里、中村　直美
滋賀県立総合病院薬剤部

P483-24-PM 経口第 3 世代セファロスポリン系抗菌薬適正使用に対する当院での取り組み
尾花　祥世 1,5、吉田　朱里 1,5、尾崎　絢果 1,5、地守　絢子 2,5、桑名　良和 2,5、上野　一枝 3,5、福田　英克 1、山本　光成 4,5

1 公立学校共済組合近畿中央病院薬剤部、2 公立学校共済組合近畿中央病院検査科、3 公立学校共済組合近畿中央病院看護部、
4 公立学校共済組合近畿中央病院消化器内科、5 公立学校共済組合近畿中央病院 AST

P484-25-AM アミノ酸含有総合電解質輸液処方患者に対する投与速度適正化への取り組みが患者アウトカムに与える影響
田井　達也 1、山口　佳津騎 2、新村　航 2、松原　亜季 2、渡邊　政博 3、間嶋　由美子 1、横田　恭子 1、田中　裕章 2、
小坂　信二 2、門脇　則光 1

1 香川大学医学部附属病院感染制御部、2 香川大学医学部附属病院薬剤部、3 就実大学薬学部生体情報学

P485-24-PM 大腸癌待機手術における化学的腸管処置の有用性に関する検討
佐々木　康弘 1、橘　淳 1、宮本　智恵子 2、畑地　健一郎 3、手塚　徹 4、桂川　秀雄 3

1 公益財団法人東京都保健医療公社多摩南部地域病院薬剤科、2 看護部、3 外科、4 内視鏡科

P486-25-AM 腸球菌血流感染症の転帰における菌種の影響と死亡リスク因子に関する検討
末廣　陽子 1,2、塚本　仁 1,2、東　高士 1,2、古俵　孝明 1、飛田　征男 3、岩崎　博道 2、後藤　伸之 1

1 福井大学医学部附属病院薬剤部、2 福井大学医学部附属病院感染制御部、3 福井大学医学部附属病院検査部

P487-24-PM Clostridioides(Clostridium)difficile 感染症発症のリスク因子に関する検討
渡邊　歩、池上　幸子
埼玉県済生会川口総合病院薬剤部

P488-25-AM 当院における感染性心内膜炎症例の調査
榊原　洋一、石川　舞依子、伊藤　実優、稲葉　史恵、横田　学
半田市立半田病院薬剤局薬剤科

P489-24-PM 薬剤部内抗菌薬勉強会実施に関するアンケート調査
末延　道太、藤野　優、原尻　学志
大分市医師会立アルメイダ病院薬剤部

P490-25-AM 当院における抗菌薬適正使用支援チームの取り組みの分析と評価
金原　加苗、藤田　昌美、藤原　加奈子、古谷　佳美、松本　文佳、矢木　真一、細田　尚美、市川　大介
社会医療法人全人会倉敷平成病院

P491-24-PM 経直腸的前立腺針生検後の感染症に対する予防抗菌薬の検討
青山　真之 1、岩本　里美 2、内藤　淳 3、森下　真圭 4、金田　大生 5、鈴木　幹三 4,6、成瀬　国男 1

1JA 愛知厚生連足助病院薬剤部、2JA 愛知厚生連足助病院医療安全・感染制御部、3JA 愛知厚生連足助病院臨床検査技術科、
4JA 愛知厚生連足助病院内科、5JA 愛知厚生連足助病院泌尿器科、6 名古屋市立大学

P492-25-AM 精神科病院での感染対策
清田　晃司
野崎病院薬剤科
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P493-24-PM 血液培養陽性患者を対象とした感染症専門医との抗菌薬適正使用支援の効果
石田　茂伸 1,2、山田　加代子 2、藤原　大亮 1,2、眞野　裕 1、多胡　友絵 1、星　育子 1、小泉　祐一 1

1 ベルランド総合病院薬剤部、2 ベルランド総合病院クオリティー管理センター感染管理室

P494-25-AM J-SIPHE 抗菌薬集計アプリを用いた外来抗菌薬使用指標の探索と今後の外来 AMR 活動に向けた課題抽出
鈴木　朋克 1,2、小島　さおり 3、片山　歳也 2、田子　加代子 1

1 独立行政法人地域医療機能推進機構 (JCHO) さいたま北部医療センター薬剤部、2JCHO 東京高輪病院薬剤部 ICT/AST、
3JCHO 四日市羽津医療センター薬剤部

P495-24-PM Bacillus cereus によるカテーテル関連血流感染に対する調査
田村　安希 1、花房　伸幸 1、川上　隆弘 1、小池　彩子 1、香川　麻衣 2、奥　格 3、森　英樹 1

1 岡山赤十字病院薬剤部、2 岡山赤十字病院細菌検査部、3 岡山赤十字病院麻酔科

P496-25-AM 群馬中央病院におけるメロペネムの用量適正化への取り組み
國分　真理、田子　尚史、鈴木　達宙
JCHO 群馬中央病院

P497-24-PM 演題取り下げ

P498-25-AM 岡山大学病院における広域抗菌薬投与前の fever work up 遵守率の後方視的調査
東恩納　司 1,2、森下　陽介 1,2、西原　茂樹 1,2、座間味　義人 1

1 岡山大学病院薬剤部、2 同感染制御部

P499-24-PM 新型コロナウイルスのアウトブレイク発生前後における血液培養陽性患者ラウンド症例の比較
大竹　友里恵、天野　哲史、鈴木　厚志
碧南市民病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

HIV
P500-25-AM 患者からの治療満足度評価を用いた抗 HIV 療法の比較：患者報告アウトカム多施設共同研究

日笠　真一 1、石原　正志 2、築地　茉莉子 3、國本　雄介 4、登　佳寿子 5、木村　丈司 6、山本　有紀 7、治田　匡平 8、
柏原　陽平 9、藤井　健司 10、木村　健 1

1 兵庫医科大学病院、2 岐阜大学医学部附属病院、3 千葉大学医学部附属病院、4 札幌医科大学附属病院、
5 神戸市立医療センター中央市民病院、6 神戸大学医学部附属病院、7 姫路医療センター、8 奈良県立医科大学附属病院、
9 京都第一赤十字病院、10 広島大学病院

P501-24-PM HIV 感染症患者のお薬手帳使用状況調査
藤井　健司 1、田中　まりの 1、石井　聡一郎 1、大東　敏和 1、春日　真由 2、小川　和彦 2、重留　佳代子 2、畝井　浩子 2、
山崎　尚也 3、藤井　輝久 3、松尾　裕彰 1

1 広島大学病院薬剤部、2 緑風会薬局、3 広島大学病院輸血部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

栄養管理・NST
P502-25-AM 末梢静脈栄養療法輸液エネフリードの適正使用情報～ビーフリード・パレプラスとの比較検討～

倉本　敬二 1、大原　宏司 2、杉山　奈津子 1、伊東　岳 1、加藤　芳徳 1、前澤　佳代子 1、百瀬　泰行 1

1 国際医療福祉大学薬学部医療薬学分野、2 奥羽大学薬学部医療薬学分野

P503-24-PM 当院 NST での薬剤師の役割 
- 多職種連携によるデバイス選択と TPN の実施により栄養状態の改善を認めた 1 例 -
平野　龍一、井須　恭平、菅　基次、曽我　和子
札幌麻生脳神経外科病院薬局

P504-25-AM 短腸症候群に対する栄養管理を NST 主導で行った一例
三宅　美有紀 1,2、稲葉　静香 1、森　友美 2、庄野　剛史 2、下川　福子 1

1 独立行政法人労働者健康安全機構和歌山労災病院薬剤部、2 独立行政法人労働者健康安全機構和歌山労災病院 NST

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

精神科領域
P505-24-PM 精神科治療薬および便秘症治療薬の使用状況および関連性について

福山　雄卯介 1、宮崎　敦 2、三角　紳博 1

1 国立病院機構長崎医療センター薬剤部、2 佐賀県医療センター好生館

P506-25-AM 墨東病院入院患者における転倒・転落と処方薬の関連性調査
石田　留美 1、保戸塚　里美 1、疋田　絵梨 1、安　武夫 1,2、城田　幹生 1

1 東京都立墨東病院、2 明治薬科大学

P507-24-PM 薬局薬剤師の電話サポートが SNRI・ SSRI 服用患者の治療継続率に与える影響
坂井　信之 1,2,3、中村　友美 2、西面　恵太 3、飯塚　敏美 3、浦本　太一郎 1、西郷　勝行 1、渡邉　文之 2

1 中央堂薬品、2 日本大学薬学部、3 望星薬局
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P508-25-AM せん妄リスク薬剤リストの提案とせん妄発症因子の検討
冨田　優子 1、宮尾　眞一 2、武藤　達也 1

1 名鉄病院薬剤部、2 名鉄病院脳神経内科

P509-24-PM 多変量解析を用いた統合失調症患者における薬物療法と薬剤性便秘との関連性の調査
村田　晶 1,2、岩田　優俊 1、湯川　裕光 1

1 紀南こころの医療センター薬剤部、2 紀南病院薬剤部

P510-25-AM TRI(Twelve-weekly Release Injection) への切り替えの可否に影響を及ぼす患者背景因子の検討
赤瀬川　豊 1、甲斐　孝弘 2、井上　雅文 3

1 医療法人清芳会井上病院薬局、2 医療法人清芳会井上病院看護部、3 医療法人清芳会井上病院医局

P511-24-PM 双極性障害と依存症の併存疾患患者にアリピプラゾール持続性注射剤を再導入しアドヒアランスを維持した 1 例
島田　治子 1、西脇　健三郎 2

1 西脇病院薬剤課、2 西脇病院

P512-25-AM オレキシン受容体拮抗薬による悪夢発現頻度の比較検討
山崎　由夏、神原　弘和、野村　暢彦、池田　久雄、足立　充司
日本生命病院薬剤部

P513-24-PM 豊川市民病院における精神科リエゾンチーム：継続的なチームの活動を評価する
山崎　孝佳 1,2、國澤　真希子 1,2、渡邉　淳子 1、伊藤　良和 1、楠井　由紀 1、佐々木　直子 1、松井　亨介 1、古井　和雄 1、
山本　孝枝 2

1 豊川市民病院リエゾンチーム、2 豊川市民病院薬局

P514-25-AM 当院認知症ケアチーム介入患者における服用薬状況の調査報告
田口　諒、元木　孝、土井　竜樹、渡邊　清人、高柳　昌宏
釧路赤十字病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

周産期医療
P515-24-PM 演題取り下げ

P516-25-AM 妊娠中のカルボシステイン内服と出生児の先天異常発生リスクの検討
磨田　真理子 1、左　勝則 2、小林　瑞希 1、永野　浩之 1、山根　律子 4、八鍬　奈穂 3、後藤　美賀子 3、村島　温子 3、
眞壁　秀樹 1

1 埼玉医科大学病院薬剤部、2 埼玉医科大学病院産科婦人科教室、3 国立成育医療研究センター妊娠と薬情報センター、
4 虎ノ門病院薬剤部

P517-24-PM AT3 欠損症合併妊娠に対する薬学的介入の 1 例
中島　春佳、片岡　達夫、三木　陽介、佐伯　康之、松尾　裕彰
広島大学病院薬剤部

P518-25-AM 妊娠後期に新型コロナウイルス治療薬を使用した２症例
手島　慶子、藤川　理紗、瀬川　侑里香、木村　真策
社会医療法人愛仁会高槻病院薬剤科

P519-24-PM 統合失調症妊産婦への薬剤師介入と産後精神科入院に関する検討
小泉　寿子 1、田久保　陽司 2、西　悠吾 1、永瀬　怜司 1、辻野　尚久 2、菅野　浩 1

1 済生会横浜市東部病院薬剤部、2 済生会横浜市東部病院精神科

P520-25-AM 実務実習における「妊娠・授乳と薬」の充実に向けた試み～映像を用いた多施設 LIVE 参加型演習の効果に 
ついて～
三好　文子、小林　亜貴子、稲見　彩香、岩田　みなみ、栗原　明日香、出雲　貴文、小茂田　昌代
医療法人徳洲会千葉西総合病院薬剤部

P521-24-PM 当院における妊婦・授乳婦の服薬状況調査
田口　舞子
JA 秋田厚生連大曲厚生医療センター薬剤科

P522-25-AM 関節リウマチを有する女性の MTX 休薬後に妊娠に至った 2 症例の検討
赤阪　未来 1、平井　利典 1、金田　倫子 2、西岡　美喜子 2、池田　智明 2、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院・産科婦人科

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

糖尿病
P523-24-PM 傾向スコアマッチングを用いた高尿酸血症合併糖尿病患者に対する SGLT2 阻害薬効果の検討

中嶋　丈晴、石本　昌裕
東北労災病院薬剤部

P524-25-AM 超速効型インスリン製剤導入時の注射タイミングに対する指導内容についてのアンケート調査
上杉　章紀 1、河原　陽介 2、突田　壮平 3、加藤　良治 2、田邉　文明 1

1 東日本旅客鉄道株式会社 JR 仙台病院薬剤部、2JR 東京総合病院薬剤部、3JR 仙台病院内科
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P525-24-PM 日本の医薬品副作用データベースを用いたインクレチン関連薬における有害事象の発現傾向に関する調査
青山　京介 1、野口　義紘 1、久保　賢晃 1、吉澤　俊輔 1、舘　知也 1、寺町　ひとみ 1,2

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 岐阜薬科大学地域医療薬学

P526-25-AM 熱湯による２度の熱傷に対し外用薬療法により治癒に至った一例
西村　博之 1、吉田　陽 1、塩山　由紀 1、守田　彩文 1、高田　雅文 1、栗並　昇 2、鈴木　知子 2、梶原　敬三 2、稗島　州雄 2、
杉山　正悟 2、陣内　克紀 2、陣内　冨男 2、陣内　秀昭 2

1 医療法人社団陣内会陣内病院薬剤部、2 医療法人社団陣内会陣内病院内科

P527-24-PM 糖尿病薬内服患者における服薬状況に関するアンケート調査 
ー服薬コンプライアンスに影響を及ぼす因子についての検討―
岩村　雪菜 1、畑中　崇志 2、大田垣　奈津美 3、森　泰子 1、谷上　知絵里 1、田村　浩二 1

1 独立行政法人国立病院機構福山医療センター薬剤部、2 くらしきなかしま糖尿病内科クリニック、3 福山医療センター看護部

P528-25-AM 2 型糖尿病患者における新規 GLP-1 受容体作動薬注射セマグルチド（オゼンピック）の有効性と安全性の検討
楊　奈月 1、早川　伸樹 1,2、津川　透 1,3、福井　愛子 1、亀井　浩行 1、桑原　宏貴 3、公文　尚子 2、松尾　悠志 2、 
鈴木　敦詞 2、山田　成樹 3

1 名城大学薬学部、2 藤田医科大学医学部内分泌・代謝・糖尿病内科学、3 藤田医科大学病院薬剤部

P529-24-PM 当院の糖尿病薬処方の現状とメトホルミン服用患者の eGFR 調査と課題
鎌田　敬志、松田　千佳、田中　大輔、清野　由利
鶴岡市立荘内病院診療部薬局

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

腎疾患
P530-25-AM 医薬品副作用データベース（JADER）用いたボノプラザン誘発腎障害の安全性シグナル検出

石田　将之 1、土屋　雅美 2、飯原　大稔 1,8、内藤　順子 3、河添　仁 4、渡辺　大地 1、野中　佑二郎 5、佐野　美佳 6,8、 
境　浩康 7,8、熊田　恵介 8、大倉　宏之 3、清水　雅仁 7,8、鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 宮城県立がんセンター薬剤部、3 岐阜大学大学院医学系研究科循環呼吸病態学、
4 慶應義塾大学大学院薬学研究科医療薬学部門、5 岐阜大学医学部附属病院先端医療臨床研究推進センター、
6 岐阜大学医学部附属病院看護部、7 岐阜大学大学院医学系研究科消化器内科学、8 岐阜大学医学部附属病院医療安全管理室

P531-24-PM CKD チーム活動と CKD 教育入院の取り組み
桝屋根　佳子 1、倍味　亜矢子 1、佐武　喜美子 1、足立　哲也 1、藤原　木綿子 2、右梅　貴信 3

1 社会医療法人愛仁会井上病院・薬剤科、2 社会医療法人愛仁会井上病院・内科、3 社会医療法人愛仁会井上病院・泌尿器科

P532-25-AM 保険薬局における CKD 患者のスクリーニング：処方薬から推測する
島　祐子、有山　知代、那須　祥子、山森　直子、萩原　睦子、川端　昌康、清川　大知
イオン薬局登美ヶ丘店

P533-24-PM 高用量の赤血球造血刺激因子製剤からロキサデュスタットへ変更した血液透析患者の鉄動態と Hb 値の調査
野田　聖奈子、桑村　恒夫、中川　義浩
JCHO 久留米総合病院

P534-25-AM 胃瘻を造設した腹膜透析患者の便秘および低カリウム血症に対し薬学的介入を行った一症例
森脇　健太郎 1,2、鈴村　雅之 1、野々山　英人 1、窪田　知仁 2、水谷　日花里 2、田中　裕子 2、大矢知　立城 2、松田　千裕 2、
森　実優 2、加藤　公人 2、川崎　好人 2、西川　嘉広 2、橋本　陽 2、今西　義紀 2、小出　哲朗 2、伊藤　久美子 2

1 モリワキ薬局、2 桑名市総合医療センター薬剤部

P535-24-PM 外来患者の血清クレアチニン値に基づく eGFR の季節変動
甲元　大樹、花房　伸幸、中尾　なつみ、小池　彩子、大道　淳二、森　英樹
岡山赤十字病院薬剤部

P536-25-AM TEIC 院内レジメン改訂によるトラフ濃度の変化
加藤　渓 1、野呂　智晴 1、山下　悠希 1、上坊　健太 1、田辺　和史 1、小林　謙一郎 2、久保　健児 2、古宮　伸洋 2

1 日本赤十字社和歌山医療センター薬剤部、2 日本赤十字社和歌山医療センター感染症内科部

P537-24-PM ビルダグリプチンとカナグリフロジン併用による腎保護作用の検討
阿部　多嘉浩、大橋　春香、宮越　貴之
医療法人徳洲会札幌徳洲会病院薬局

P538-25-AM 調剤薬局での腎機能検査値確認による処方適正化
山口　貴大
マルゼン薬局三国駅前店

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

高齢者ケア
P539-24-PM 嚥下機能障害患者における抗精神病薬の影響

長田　一晃 1、横山　匠太 1、森川　記道 1、安原　昌宏 1、原田　靖子 1、有田　裕一 2

1 マツダ株式会社マツダ病院薬剤部、2 マツダ株式会社マツダ病院歯科口腔外科

P540-25-AM ポリファーマシーの改善に向けた高齢者ケアチームにおける薬剤師の取り組みの展望
小山　晃紀 1、高山　慎司 1、山田　宇以 2、西沢　幸子 3、齋藤　尚子 3、田中　万里子 3、田口　雅子 3、岡村　大介 4、
小貫　早希 4、並木　千裕 4、熊谷　三智 5、仲野　真由美 6、後藤　一美 1

1 聖路加国際病院、2 心療内科、3 看護部、4 リハビリテーション科、5 栄養科、6 医療社会事業課
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P541-24-PM 結果に基づいたせん妄リスクスクリーニングの検証
永江　隆二 1、屋敷　久恵 2、中川　友樹 1、和泉　柚衣 3、塩崎　真由 3、内山　幸子 1、松田　守弘 4

1 川崎病院薬剤部、2 川崎病院看護部、3 川崎病院診療部クラーク、4 川崎病院総合診療科

P542-25-AM 厚生労働省による「高齢者医薬品適正使用推進事業」を活用したポリファーマシー対策の効果
陶山　泰治郎 1、香川　瞭子 1、今滝　泉 1、佐藤　拓洋 1、篠永　浩 1、原田　典和 1、加地　努 1、三河　麻里 2、 
松永　徹也 3、合田　佳史 3、植松　由美子 4、藤川　達也 5

1 三豊総合病院薬剤部、2 三豊総合病院栄養管理部、3 三豊総合病院リハビリテーション部、4 三豊総合病院看護部、
5 三豊総合病院内科

P543-24-PM ポリファーマシーカンファレンスが医師・看護師に及ぼす効果の検討
土田　真菜 1、古見　嘉之 1、鯨井　あずさ 1、関根　祐介 1、佐藤　友彦 2、清水　聰一郎 2、竹内　裕紀 1

1 東京医科大学病院薬剤部、2 東京医科大学高齢総合医学分野

P544-25-AM 演題取り下げ

P545-24-PM 特別養護老人ホームにおける服薬の問題点に関する調査研究
勝村　紀香 1、幡生　あすか 2、亀井　章 3,4、大石　雅子 3、上田　幹子 2

1 大阪大学薬学部薬学科、2 大阪大学大学院薬学研究科、3 滋慶医療科学大学大学院医療管理学研究科、
4 特別養護老人ホーム青都荘

P546-25-AM 人間ドックを受けた 65 歳以上の高齢者におけるフレイル関連因子の単施設横断研究
高橋　雄太 1、新木　美枝 2,3、大山　善昭 4、長嶺　歩 1、高橋　恵美利 1,2、今井　邦彦 5、林　邦彦 6、中村　哲也 4、 
倉林　正彦 7、大林　恭子 1,2

1 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学教育センター、2 高崎健康福祉大学薬学部臨床薬学研究室、3JCHO 群馬中央病院薬剤部、
4 群馬大学医学部附属病院臨床試験部、5JCHO 群馬中央病院健康管理センター、6 群馬大学大学院保健学研究科、
7 群馬大学大学院医学系研究科内科学講座循環器内科学分野

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

褥そう対策
P547-24-PM PUSH スコアを用いた褥瘡改善度と血清亜鉛経口投与に関するメタ解析

中山　裕一 1,2、近藤　晃代 1,3、福田　愛 1,4、藤村　睦子 1,3、首藤　哲也 1,5、濱添　陽平 1,5、野村　美佐子 1,6、五十嵐　敦之 1,7

1NTT 東日本関東病院褥瘡対策チーム、2NTT 東日本関東病院薬剤部、3NTT 東日本関東病院看護部、
4NTT 東日本関東病院栄養部、5NTT 東日本関東病院リハビリテーション医療部、6NTT 東日本関東病院形成外科、
7NTT 東日本関東病院皮膚科

P548-25-AM 褥瘡対策チームにおける薬剤師の取り組みについて
新城　唯 1、横田　幸子 1、矢野　遥子 1、藤岡　英子 2、高橋　智子 3、東　直美 4、馬屋原　孝恒 5、杉山　成史 6、
森　英樹 1

1 岡山赤十字病院薬剤部、2 岡山赤十字病院看護部、3 岡山赤十字病院リハビリテーション科、4 岡山赤十字病院栄養課、
5 岡山赤十字病院皮膚科、6 岡山赤十字病院形成外科

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

薬物療法（その他）
P549-24-PM 人工呼吸管理 COVID-19 患者の排便コントロールにおけるナルデメジンの有効性の評価

疋田　絵梨 1、城田　幹生 1、安　武夫 2

1 東京都立墨東病院薬剤科、2 明治薬科大学臨床薬学部門 / 治療評価学

P550-25-AM 活性型ビタミン D 製剤併用下におけるロモソズマブの有効性および安全性についての実態調査
森崎　崇文、星野　輝彦、下田　賢一郎、杉山　留美子
社会医療法人寿量会熊本機能病院

P551-24-PM 外傷による中枢性尿崩症への DDAVP 経口薬使用に対して薬学的介入を行った１例
横澤　大輔 1,2,3,4、金子　恵未 2、木村　相樹 3、水谷　雅臣 4

1 公立置賜総合病院薬剤部、2 公立置賜総合病院リハビリテーション部、3 公立置賜総合病院麻酔科、4 公立置賜総合病院外科

P552-25-AM セーフティーネット病院における緩和ケアチームの立ち上げ
下村　真代 1、赤峰　伴子 2、古海　和博 1

1 独立行政法人国立病院機構西別府病院薬剤部、2 同看護部

P553-24-PM レミマゾラム投与患者における術後覚醒時間に関与する因子探索
桑名　諒美、石野　清亮、高岡　雄一、柏原　聖人、矢部　勝茂
聖隷浜松病院

P554-25-AM 薬局薬剤師の行う服薬フォローアップによる薬物療法と医療経済への貢献について
塚田　泰隆 1、中山　恵子 1、三部　陽司 2、小沼　美佐 2

1 株式会社トラストファーマシーたから薬局本厚木店、2 株式会社トラストファーマシー

P555-24-PM GnRH アンタゴニスト法における採卵数に影響を及ぼす因子の探索
清水　美希 1,2、加藤　芳徳 1,3、磯　奈津実 3、小山　芽衣 3、尾形　育恵 3、島袋　里沙子 3、齋藤　勲 2,3、末永　昭彦 5,6、
中村　裕義 1,3,4、山田　治美 1,3

1 国際医療福祉大学大学院薬学研究科、2 医療法人財団順和会山王病院薬剤部、3 国際医療福祉大学薬学部、
4 国際医療福祉大学三田病院薬剤部、5 医療法人財団順和会山王病院女性医療センター / リプロダクション・婦人科内視鏡部、
6 国際医療福祉大学医学部
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P556-25-AM 当院におけるゾレドロン酸（年 1 回製剤）の使用経験
野口　直子、延藤　勇、豊浜　隆
住友病院薬剤部

P557-24-PM 泡沫状服薬補助食品の開発及びその薬剤溶出性への影響について
瀧川　雄太 1、倉家　健太朗 1、深谷　京子 1、金谷　太作 1、中西　謙次郎 1、小林　正志 1、齊藤　順平 2、小村　誠 2、
阿部　浩之 3、山谷　明正 2

1 クラシエフーズ株式会社食品研究所、2 国立成育医療研究センター薬剤部、3 国立成育医療研究センター研究開発監理部

P558-25-AM 演題取り下げ

P559-24-PM 名古屋記念病院におけるパーキンソン病内服治療薬から Levodopa 注射製剤への換算表作成周知後の
Levodopa 注射製剤使用量の変化
近藤　奈央子、湯浅　周、壁谷　めぐみ
名古屋記念病院薬剤部

P560-25-AM 腎機能低下患者における慢性心不全患者へのダパグリフロジンプロピレングリコール錠の安全性の評価
西尾　洋平、古谷　一平、関谷　泰明、井上　壽江、平下　智之
岐阜県総合医療センター薬剤部

P561-24-PM 認知症ケアチームが行うせん妄対策時の薬剤調整の実績調査
瀬古　高裕 1、辻内　喜久雄 2、山名　知子 3

1 津島市民病院診療技術局薬剤室、2 津島市民病院看護局、3 津島市民病院診療局脳神経内科

P562-25-AM 済生会広島病院におけるポリファーマシー活動の実際
佐々木　雄啓 1、浜本　友絵 1、高橋　栄子 1、山田　真帆 1、梶山　大地 1、山橋　昌代 1、岡村　和彦 1、松本　公治 2

1 済生会広島病院薬剤室、2 済生会広島病院医療部

P563-24-PM 先天性無フィブリノゲン血症患者に対する薬剤部の関わり
石橋　真実、新城　唯、矢野　遥子、大道　淳二、森　英樹
岡山赤十字病院薬剤部

P564-25-AM メンケス病モデル動物の脳組織における銅依存性酵素活性の評価
平野　茉優 1、竹下　日南乃 1、鈴木　詩菜 1、丸目　彩華 1、児玉　浩子 2、高橋　秀依 3、深水　啓朗 4、山岸　喜彰 1、
工藤　敏之 1、伊藤　清美 1

1 武蔵野大学薬学部薬物動態学研究室、2 帝京平成大学大学院健康科学研究科、3 東京理科大学薬学部、4 明治薬科大学薬学部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

治験・臨床試験
P565-24-PM 癌臨床試験における代替評価項目（surrogate endpoint）に関する研究

真貝　理子、原　明日香、村井　由奈、前田　英紀
明治薬科大学レギュラトリーサイエンス研究室　

P566-25-AM 治験関連文書の電磁化導入による治験事務局業務の効率化
秋吉　明子、早川　郁子、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部

P567-24-PM 薬剤部への治験薬管理業務移管における現状と課題
吉川　あゆみ 1、伊藤　直哉 1、山田　彩加 1,2、塚野　千尋 1、伊東　孝子 1,2、本郷　文教 1,2

1 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院薬剤部、2 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院臨床研究・治験推進室

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

地域・在宅医療
P568-25-AM 居宅訪問診療における病院の薬剤師ができることの現状と願い

三浦　美香 1、川埼　智子 1、齊藤　文香 1、新穂　裕子 1、吉澤　雅恵 1、山田　浩介 1、西須　永実理 1、前原　正規 2、
長澤　宏之 1

1 医療法人社団誠馨会セコメディック病院薬剤部、2 医療法人社団誠馨会セコメディック病院訪問診療部

P569-24-PM 市中薬局薬剤師―かかりつけ医の連携をベースとした認知症早期発見に対する地域医療連携システム構築　
第 1 報
甲斐　麻美子 1、勢島　英 2、冨永　宏冶 1、森田　一俊 1、林　稔展 1、小野　和彦 1、山口　良介 3、田頭　仁美 4、 
高田　真紀子 5、勢島　充 4、江川　孝 1

1 福岡大学薬学部臨床薬学、2 やさしい薬局長尾店、3 りょうすけ内科外科、4 セジマ調剤薬局薬院店、5 三宅内科クリニック

P570-25-AM 調剤薬局からの TPN に関する問合せ分析 第２報
掛水　瑞芳、五十嵐　遼、竹林　佑花、松田　直子、吉岡　小都子、星　泉、佐々木　美由紀、福田　まゆみ、岩原　良晴、
河野　裕則、沢田　憲彦
株式会社大塚製薬工場輸液ＤＩセンター

P571-24-PM 潰瘍性大腸炎患者に対する地域薬局での栄養指導の介入
高見　陽一郎、岩倉　沙耶、金本　拓始、神垣　真理子、松尾　陽子、松元　享平、安倉　央、高橋　正志
株式会社マスカット薬局
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P572-25-AM 在宅緩和ケア支援薬局（仮称）に求められる機能・薬剤師の資質についての考察
高柳　論也、髙橋　幸江
株式会社あゆみあかり薬局

P573-24-PM 札幌市東区におけるトレーシングレポートの運用状況と医師・薬剤師の意識調査
徳留　章 1,2、佐藤　彩伽 1,2、鈴木　直哉 2,3、藤村　拓也 2,4、重成　大介 2,5、菊池　健 2,6、谷口　亮央 2,3、樋浦　一哉 7、
山下　美妃 7、木明　貴幸 1

1 札幌東徳洲会病院薬剤部、2 札幌東区がん医療薬剤師研究会、3 ナカジマ薬局、4 天使病院薬剤部、5 札幌禎心会病院薬剤部、
6 勤医協中央病院薬剤部、7 北海道科学大学薬学部

P574-25-AM 在宅患者における排便コントロールに難渋した一例
高木　綺
ひだまり薬局

P575-24-PM 悪液質に伴う嘔気・嘔吐・食欲不振に対し、オランザピンが著効した在宅療養中の乳がん終末期患者の一例
大野（川井）　朋子 1,2、中村　仁美 3、清水　一樹 1、大田　和枝 4、百　賢二 2

1 株式会社 ak ホールディングス上永谷薬局、2 昭和大学大学院薬学研究科病院薬剤学講座、3 株式会社 FUNmacy オアゾ薬局、
4 医療法人社団平郁会

P576-25-AM 保険薬局が取り組む外来患者に対するチェックシートの活用
銭田　真里 1、二口　恵子 1、佐藤　麻美子 1、安田　留美 1、杉田　尚寛 2

1 株式会社スパーテルてまり南部薬局、2 株式会社スパーテル医薬品情報室

P577-24-PM 在留外国人の感染症問題への間接的サポートとしての支援団体向け新型コロナウイルス勉強会の有用性に 
ついての検証
池浦　恵
ウェルパーク薬局東浦和駅前店

P578-25-AM 自宅で看てあげたい。これで帰れますか？－退院までの準備が肝心－
荒川　昌史 1、遠藤　径世 1、堀越　亜希子 2、安藤　恵 3、竹野　信吾 4、小林　友稀 4、境　美智順 5、藤村　昭太 1、 
小坂　仁 2、今井　靖 1,6

1 自治医科大学附属病院薬剤部、2 同小児科、3 同患者サポートセンター、4 たけの薬局、5 あけぼの薬局、
6 自治医科大学医学部薬理学講座臨床薬理学部門

P579-24-PM 在宅療養中の高齢がん患者に対するオピオイド療法の導入に痛み日記が有用であった一症例
宮田　成康 1、藤田　あゆみ 2、菅原　大典 1、小林　徹也 1、杉浦　伸哉 2、杉浦　克典 2

1 スギ薬局川越鴨田店、2 株式会社スギ薬局

P580-25-AM 保険薬局を対象とした在宅緩和ケアにおける PCA ポンプ等に関する実態調査
飛鷹　範明 1,3、宇都宮　晴菜 2、河野　安 3、縄田　幸裕 3、宇田　雅実 3、古川　清 3、田中　守 1,3

1 愛媛大学医学部附属病院薬剤部、2 松山大学薬学部、3（一社）愛媛県薬剤師会

P581-24-PM 高齢者てんかんで処方されたバルプロ酸により低 Na 血症及び認知障害が起きた症例に関して在宅特化型 
薬局から薬薬連携を試みた事例
藤原　將平
南天薬局

P582-25-AM 在宅医療における病院薬剤師の役割　～地域での他職種との連携により最適な薬物療法を提供できた事例～
坂口　美智子 1、西村　幾美 1、永井　聡子 2、宮脇　光二 3、服部　雄司 1

1 独立行政法人国立病院機構紫香楽病院薬剤科、2 独立行政法人国立病院機構兵庫中央病院薬剤部、
3 独立行政法人国立病院機構紫香楽病院脳神経内科

P583-24-PM 保険薬局での外国語話者患者への対応における課題
高橋　恵美利 1、廣木　美玲 1、長谷川　史朗 2、大林　恭子 1

1 高崎健康福祉大学薬学部、2 太田中央薬局

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

薬薬連携
P584-25-AM 細密なアセスメントをベースとした消化器内科 TR（トレーシングレポート）雛型の作成と薬剤師アンケート

調査
菊地　健太 1、松永　裕理 1、川村　道子 1、元木　有加里 1、小栗　るみ子 1、川端　春乃 2

1 エムシー薬局渕野辺店、2 エムシー薬局太田店

P585-24-PM 調剤薬局での COPD 患者のスクリーニングと早期診断を目指した病薬連携
山下　祥史 1、小川　愛 2、田口　浩史 1、犬塚　博貴 2、森田　みゆき 2、楠富　伊織 2、椛田　昇治 2、福井　大樹 1、 
森岡　美行 1、淺井　季晴 1、廣瀬　隆 2

1 さくら薬局行橋店、2 株式会社トータル・メディカルサービス

P586-25-AM 外来化学療法における薬薬連携強化を目的とした薬局薬剤師との協働による取り組みと評価
北出　紘規 1、菅　幸生 2、宮永　和美 1、西野　正義 1

1 加賀市医療センター薬剤室、2 金沢大学医薬保健研究域薬学系

P587-24-PM がん領域トレーシングレポートを更なる薬剤師力向上に活かすための仕組みづくり
中村　久美 1、鬼窪　利英 1、淺野　未代子 2、窪田　靖 3、木村　紗也加 4、宮澤　遥 5

1 社会医療法人財団慈泉会相澤病院薬剤センター、2 松本保険薬局事業協同組合ほんじょう薬局、3 有限会社ニコニコ薬局、
4 さくら薬局松本本庄店、5 社会医療法人財団慈泉会相澤病院本部経営戦略部広報企画室
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P588-25-AM 抗 HIV 療法中患者におけるかかりつけ薬局ならびにお薬手帳の利用状況
成田　綾香 1、高山　次代 2

1 石川県立中央病院薬剤部、2 石川県立中央病院感染管理部

P589-24-PM 保険薬局からのトレーシングレポートの内容と反映率の調査
村川　公央、猪田　宏美、座間味　義人
岡山大学病院薬剤部

P590-25-AM 保険調剤薬局におけるポリファーマシーの現状と処方適正化への介入に関する質問紙調査
図師　彩音、小松　浩大、井口　舞香、奥田　和貴、渡邊　卓巳、伊達　悠香、山田　智栄子、白石　貴寿、荒井　宏人
独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院薬剤部

P591-24-PM 中国労災病院におけるトレーシングレポートの現状と課題：広島県呉地区調査
富永　祥子、西園寺　真二、松田　翔平、高橋　優美、森内　貴子、藤井　朋子、山崎　美保、面田　恵
独立行政法人労働者健康安全機構中国労災病院薬剤部

P592-25-AM 「心不全フォローアップシート」を用いた薬薬連携の構築
大橋　泰裕 1、中澤　実紀 1、和田　厚幸 2、松浦　佳代 1

1 淡海医療センター薬剤部、2 淡海医療センター循環器内科

P593-24-PM 院外及び院内処方せんにおける疑義照会簡素化プロトコルの運用
玉置　秀成、草巻　直人、丸山　奈緒子、瀬尾　崇識、紙谷　瑞希、三瀬　宏海、西本　美由紀、冨岡　謙二
独立行政法人労働者健康安全機構山陰労災病院薬剤部

P594-25-AM 外来における薬薬連携で侵襲性肺アスペルギルス症の治療に寄与した一症例
田村　知子 1、吉岡　睦展 2、高子　優子 2、若松　雄太 2、石津　智司 2、小澤　拓 2、饒平名　長武 2、岡本　忠司 3、
小溝　優子 1

1 フロンティア薬局宝塚店、2 宝塚市立病院薬剤部、3 宝塚市立病院呼吸器内科

P595-24-PM 障害者施設等一般病棟における入院前施設間情報連絡書の必要な情報の実態調査
木村　美紗子 1、星野　輝彦 1,2、杉山　留美子 1

1 社会医療法人寿量会熊本機能病院薬剤部、2 ハッピー薬局

P596-25-AM 入退院時の病院 - 保険薬局間の薬剤情報共有システムに関するアンケート調査
前川　綾子 1、西村　健二 1、石田　亮 2、亀井　健人 1、赤木　晋介 1、徳田　衡紀 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、
2 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床研究センター

P597-24-PM 北野病院における地域薬学ケア専門薬剤師研修に対する取り組み
近藤　篤 1,2、西村　碧 2、尾上　雅英 1

1 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院薬剤部、2 総合メディカル株式会社祥漢堂梅田北薬局

P598-25-AM 服薬情報提供書に関する実態調査
鶴野　結花理、須永　雅恵、仁井田　怜子、堀内　美樹博、塩地　園代
東京都立広尾病院薬剤科

P599-24-PM 那賀地域における薬局・病院薬剤師の DKD・CKD 薬物療法～現状と課題に関するアンケート調査～
中西　俊介、阪野　和重、武内　恭範、中川　愛理、篝　忠宏
公立那賀病院薬剤部

P600-25-AM 服薬情報提供書と病院薬剤師の関わり
高橋　知里、麻生　美佐子
高岡市民病院薬剤科

P601-24-PM 保険調剤薬局を対象としたがん化学療法における薬学的管理の現状に関する質問紙調査
伊達　悠香、奥田　和貴、小澤　明日香、小松　浩大、駒沢　穂乃佳、高木　栄希、鈴木　美和、白石　貴寿、荒井　宏人
独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院薬剤部

P602-25-AM 保険薬剤師と病院薬剤師における薬剤管理サマリーへの認識に関する調査
石橋　楽至、赤羽　孝之、高野　尊行、内藤　裕之、中丸　朗
那須赤十字病院薬剤部

P603-24-PM 市内統一形式の「吸入指導実施報告書 ･ 情報提供書」の使用調査
土田　裕貴 1,2,3、吉岡　睦展 1、高子　優子 1、村上　紘世 2、小溝　優子 2、田村　知子 2、森本　愛 2、畑　世剛 2、
灘波　良信 3

1 宝塚市立病院薬剤部、2 宝塚市薬剤師会、3 宝塚市立病院呼吸器内科

P604-25-AM がん患者に対する保険薬局と大阪赤十字病院における連携会議の発足
山瀬　大雄 1、藤原　洋一 2,3、松本　早織 1、中嶋　江美 1、原田　慶子 1、尾本　和彦 1、吉野　秀紀 1、谷　大輔 1、 
安田　成男 1、門馬　佳代子 1、山田　邦義 1、辻井　佳代 1、岡田　錦 2,4、高田　光治 2,5、堀越　博一 6,7、小林　政彦 1

1 大阪赤十字病院薬剤部、2 東成区薬剤師会、3 今里コスモス薬局、4 東小橋薬局、5 ライト薬局緑橋店、6 大阪府薬剤師会、
7 丸昌薬局

P605-24-PM 薬薬連携における退院時薬剤情報連携サマリーの活用とその評価
津吹　澄 1、八木　智美 2、陳内　博之 1、大塚　健太 3、沖田　直美 1

1 荏原病院薬剤科、2 多摩北部医療センター薬剤科、3 大久保病院薬剤科
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P606-25-AM 病院薬剤師からの情報によって患者の不利益を未然に防いだ事例
浅野　陽子、日高　良昌、岡　敦子
株式会社フォーリーフのぞみ薬局本店

P607-24-PM 外来がん化学療法に対する専用トレーシングレポートの作成とその有用性の検討
丹羽　今日子 1、加藤　寛子 1、櫻井　秀司 1、鈴木　景子 1,3、船渡　三結 1、西田　承平 1、廣瀬　智恵美 1、藤井　宏典 1、
石原　正志 1、小林　亮 1,2、飯原　大稔 1、安田　浩二 1、鈴木　昭夫 1,2

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学先端医療薬学研究室、3 岐阜大学感染症寄附講座

P608-25-AM 地域包括ケア病棟での病棟薬剤業務が服薬アドヒアランスに及ぼす影響調査　～一般病棟と比較して～
石原　瑛太郎 1、大嶋　成奈優 1、石井　照樹 1、沖廣　絵里子 1、高橋　公子 1、篠永　浩 1、原田　典和 1、加地　努 1、
石山　晃子 2、中津　守人 3、矢野　禎浩 4

1 三豊総合病院薬剤部、2 三豊総合病院地域連携課、3 三豊総合病院内科、4 観音寺・三豊薬剤師会

P609-24-PM トレーシングレポートに対する医師への連絡体制の構築とその有用性の評価
櫻井　秀司 1、加藤　寛子 1、丹羽　今日子 1、鈴木　景子 1,3、船渡　三結 1、西田　承平 1、廣瀬　智恵美 1、藤井　宏典 1、
石原　正志 1、小林　亮 1,2、飯原　大稔 1、安田　浩二 1、鈴木　昭夫 1,2

1 岐阜大学医学部付属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学先端医療薬学研究室、3 岐阜大学感染症寄付講座

P610-25-AM 保険薬局に向けた手術・検査前中止薬剤の一包化抜去依頼書の運用
阿部　圭輔、妹尾　啓司、西本　早紀、河村　勇介、岡原　夏実、白木　政博、渡邊　篤、松本　俊治
地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院薬剤部

P611-24-PM 連携充実加算を通したトレーシングレポートの受信と院内活用状況に関する調査
千葉　典子 1、安田　真貴子 1、高田　美香 2、山下　慈 2、小野　優紀 1、柴田　美代子 1、棟方　正樹 3、山本　章二 1

1 青森県立中央病院薬剤部、2 青森県立中央病院看護部、3 青森県立中央病院消化器内科

P612-25-AM 小児・周産期医療専門病院における院外処方に対する疑義照会簡素化プロトコルの導入に向けた取り組み
岩西　雄大、大津　由美子、望月　千枝
大阪母子医療センター薬局

P613-24-PM がん化学療法に係る薬薬連携強化のための取り組みとトレーシングレポートの現状調査
小森　智也、坂本　靖宜、川邉　桂、小池　博文、佐橋　幸子
横浜市立大学附属病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

災害医療
P614-25-AM 災害時における処方オーダ薬の供給体制の課題 －多数傷病者受け入れ訓練を通じて－

森川　祥彦 1、田坂　健 1、赤阪　未来 1、寺村　文恵 2、家城　洋平 2、向原　里佳 1、岸和田　昌之 2、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院災害対策推進・教育センター

P615-24-PM 保険調剤薬局における災害医療救護活動に関する意識および地域連携の現状把握を目的とした質問紙調査
駒沢　穂乃佳、井上　優子、渡邊　卓巳、小澤　明日香、小川　実華、図師　彩音、高橋　里沙、青柳　晴彦、白石　貴寿、
荒井　宏人
独立行政法人労働者健康安全機構東京労災病院薬剤部

P616-25-AM 災害医療に携わる薬剤師育成への取り込み
上田　賢太郎、下石　和樹、合澤　啓二、岩田　一史、古庄　弘和、富島　喜朗、小山　勢納、陣上　祥子
熊本赤十字病院薬剤部

P617-24-PM 薬剤部の夜間休日 BCP 策定とその活用について
杉村　沙樹、椴山　麻紗子、中村　美月、宮井　悠里、宮本　翔子、前川　真己、藤井　稚奈、青木　勇樹、寺尾　さくら、
佐々木　貴之、杉本　央司、山川　智一、佐々木　香織、加藤　恵一
三重県立総合医療センター薬剤部

P618-25-AM 大阪府災害医療協力病院における災害医療への薬剤師の関わり
福田　裕子 1、大井　隆広 1、柿花　美沙紀 1、森田　貴子 3、高橋　務 2、北澤　文章 1、辻川　正彦 1

1JCHO 星ヶ丘医療センター薬剤部、2JCHO 星ヶ丘医療センター副院長、3 聖路加国際大学公衆衛生大学院

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

医療安全
P619-24-PM 術前外来開設による薬剤師の介入が病院に与える経済効果の検討

千葉　陽月、中鏡　暁子、笹野　央、井上　真由美、佐藤　邦義、荒川　隆太郎
順天堂大学医学部附属順天堂医院薬剤部

P620-25-AM 外来患者を対象とした副作用・アレルギー情報の一元管理体制による被疑薬の投与回避に関する実効性の評価
荒木　良介 1、村上　春奈 1、加藤　加奈恵 1、浜本　知之 2、田中　恒明 3、山田　英紀 1

1 大和市立病院薬剤科、2 昭和薬科大学臨床薬学教育研究センター応用薬物治療部門、3 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部

P621-24-PM 病棟における不穏時・不眠時指示薬の適正使用促進への取り組み
渡邊　一史、西川　まり絵、奥　沙耶佳、栗原　陽介、大橋　養賢、増田　純一、寺門　浩之
国立国際医療研究センター病院薬剤部
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P622-25-AM 当院における B 型肝炎ウイルス（HBV）再活性化対策としての検査実施状況
大森　悠翔、平手　大輔、今多　亮介、三間　晋也、若井　香鈴、桑島　遥、小山内　大雅、本郷　文教
手稲渓仁会病院薬剤部

P623-24-PM 睡眠薬における院内フォーミュラリーの導入とその効果
萩原　大樹 1、伊藤　弥紀 1、東　恵理 1、永江　寛子 2、敷島　友喜 1、兼重　晋 2、神村　英利 2

1 福岡大学西新病院薬剤部、2 福岡大学病院

P624-25-AM ニアミスレポート作成によるニアミス件数の変化について
片原　憂斗、加藤　礼奈、横井　妙子、島崎　良知
東京都健康長寿医療センター薬剤科

P625-24-PM インシデント事象レベル 0（ゼロ）の報告を改善に活かす取り組み
三浦　忠将、浅野　岳人、高木　竜一、阿部　彩香、白井　麻奈、杉浦　礼菜、中村　和行、奥平　正美、杉浦　洋二
安城更生病院薬剤部薬剤科

P626-25-AM 友愛医療センターにおける睡眠薬フォーミュラリ導入による医療安全活動～転倒率改善に向けて～
高安　芽衣子、平識　善彦、安丸　史織、小杉　卓大、大城　匡史、國分　千代
社会医療法人友愛会友愛医療センター薬剤科

P627-24-PM 入院時評価スコアを用いた転倒転落リスク要因分析（バリデーション集団における妥当性検証）
石田　亮 1、赤木　晋介 2、西出　康晴 3、塩津　昭子 3、徳増　裕宣 1、橋本　徹 3

1 倉敷中央病院臨床研究センター、2 倉敷中央病院薬剤部、3 倉敷中央病院患者安全リスク対策グループ

P628-25-AM 医薬品に対する馴染みが名称類似性と外観類似性に及ぼす影響
村高　紫野、向井　淳治、裏山　悠哉、堀口　悠太、西村　真央、木村　実央、山本　裕聖、奥田　広志
和泉市立総合医療センター薬剤部

P629-24-PM 内服薬 1 日分払い出しシステム導入による効果に関する検討
田村　研太郎、橋本　光生、近藤　智幸、簑島　弓未子、増渕　幸二、鈴木　正樹、多地　貴則、斉藤　芳敬、設楽　愛美、
榎本　尚哉、荻野　健吾、武田　知佳
旭川赤十字病院薬剤部

P630-25-AM 疑義照会率向上に対する体制整備と得られた医療経済的効果
松本　貴行、立石　裕樹、池田　都、永田　理佳、矢野　洋平、山下　大貴、宮津　大輔、田中　博和、井上　幸子、
渡邊　裕之
医療法人徳洲会福岡徳洲会病院薬剤部

P631-24-PM 当院でのペグフィルグラスチム皮下注の投与日間違いの防止対策
西村　真央、向井　淳治、小竹　優希、坂本　竜平、竹原　涼子、上田　真隆、山田　佳菜子、奥田　広志
和泉市立総合医療センター薬剤部

P632-25-AM 簡易懸濁により複数薬剤を同時懸濁した場合の懸濁液 pH の調査
大野　峻、田辺　優斗、平塚　優稀佳、武田　元樹、菊池　健、鶴山　辰
公益社団法人北海道勤労者医療協会勤医協中央病院薬剤部

P633-24-PM 薬剤師増員による薬剤業務の充実が医療安全臨床指標へ与える影響
松尾　裕彰 1、柴田　ゆうか 1、佐藤　智人 1、泉谷　悟 2

1 広島大学病院薬剤部、2 広島大学病院医療安全管理部

P634-25-AM ヘパリン Na 製剤の過量投与によるインシデント再発防止への取り組み
青砥　孝道 1、陣野　大輔 1、小久保　博子 2、大塚　幹夫 2、黒田　純子 1

1 福島県立医科大学附属病院薬剤部、2 同医療安全管理部

P635-24-PM 同一成分を含む光学分割医薬品とラセミ体医薬品でアレルギー症状を発症した 1 例： 
アンケート調査と添付文書記載情報からの考察
市川　慶、内田　裕之、満田　正樹、河井　良智
関東労災病院薬剤部

P636-25-AM 過量投与防止を目的とした小児用量の上限量設定に関する検討
山本　崇 1、加藤　果林 1,2、松村　由美 1

1 京都大学医学部附属病院医療安全管理部、2 京都大学医学部附属病院麻酔科

P637-24-PM 院外処方箋における疑義照会内容の変化 (2019 年との比較調査 )
高取　俊和、前田　貴人、千田　純子、東山　千央、岡本　知久、沖田　健太郎、竹田　克明
独立行政法人労働者健康安全機構岡山ろうさい病院薬剤部

P638-25-AM 患者支援センターにおける薬剤師の業務に関する調査
竹村　充代、本名　房美、高田　史、勝浦　正人
市立吹田市民病院薬剤部

P639-24-PM 一般病棟における中心静脈ルートからの注射用カリウム製剤適正使用に向けた取り組みとその評価
中山　典幸 1,2、八島　秀明 1、金田　亜季子 1、阿部　正樹 1、荒木　拓也 1、小松　康宏 2、山本　康次郎 1

1 群馬大学医学部附属病院薬剤部、2 群馬大学医学部附属病院医療の質・安全管理部
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一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

薬学教育（遠隔授業、実務実習を含む）
P640-25-AM 薬学生に対する性格検査 Myers-Briggs Type Indicator 研修会とそのアウトカム

河添　仁 1,2、大里　洋一 3

1 慶應義塾大学薬学部医療薬学・社会連携センター医療薬学部門、2 慶應義塾大学大学院薬学研究科医療薬学部門、
3 国立がん研究センター中央病院国際開発部門国際教育室

P641-24-PM 宮城県における薬学部学生に対する病院実務実習前後の緩和ケア領域の知識習熟度、理解度の調査
大内　竜介 1,2、薄井　健介 1,2、渡邊　卓嗣 1,2、岡田　浩司 1,2

1 東北医科薬科大学薬学部病院薬剤学教室、2 東北医科薬科大学病院薬剤部

P642-25-AM 注射薬投与のライン設計に関する演習が薬学部実務実習生の理解に与える影響
内海　明香里 1、石川　雅之 1,2、大久保　正人 1、内田　雅士 1,2、鈴木　貴明 1,2、石井　伊都子 1,2

1 千葉大学医学部附属病院薬剤部、2 千葉大学大学院薬学研究院

P643-24-PM 周産期医療に関する実務実習生の意識調査
曽我部　直美 1、植松　和子 2、岩佐　千尋 3、小泉　寿子 4、間宮　伸幸 5、楠見　彰宏 5、田中　嘉一 3、菅野　浩 4

1 埼玉県加須病院薬剤科、2 社会福祉法人済生会本部、3 千葉県済生会習志野病院薬剤部、 
4 横浜市済生会東部病院薬剤部、5 東京都済生会中央病院薬剤部

P644-25-AM コロナ禍における実務実習生の意欲と実習の質の維持に向けた取り組みと評価
岩切　智美 1、関屋　裕史 1、大野　梨絵 1、畑中　真理 1、奥村　学 2、保田　和哉 1、吉川　直樹 1、田崎　智也 1、 
竹島　秀美 1、岩田　円夏 1、池田　龍二 1

1 宮崎大学医学部附属病院薬剤部、2 宮崎大学医学部附属病院医療安全管理部

P645-24-PM 実務実習におけるオンラインでの多職種連携教育による教育効果の検討
林　太祐 1、安　武夫 3、今井　亮 4、伊勢　雄也 1、横堀　將司 2

1 日本医科大学付属病院薬剤部、2 日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野、
3 明治薬科大学薬学教育研究センター治療評価学、4 文京学院大学保健医療技術学部看護学科

P646-25-AM 新人薬剤師の育成業務における業務改善への取組み
花房　伸幸、甲元　大樹、平良　奈々、山本　水緒、小池　彩子、大道　淳二、森　英樹
岡山赤十字病院薬剤部

P647-24-PM 薬学生を対象とするポケットエコーを使用した肺炎レベルの予備的試験とその意識調査
庄田　卓矢 1、徳永　仁 1、吉岡　日沙子 1、皆良田　吉晶 1、園田　純一郎 1、興梠　靖幸 2、緒方　賢次 2、高村　徳人 2

1 九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学第一講座、2 九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学第二講座

P648-25-AM 患者シミュレータと合成音を活用したフィジカルアセスメントトレーニングに関する動画教材の制作
皆良田　吉晶 1、徳永　仁 1、庄田　卓矢 1、吉岡　日沙子 1、園田　純一郎 1、興梠　靖幸 2、緒方　賢次 2、高村　徳人 2

1 九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学第一講座、2 九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学第二講座

P649-24-PM 実務実習事前学習における注射手技に関する学生意識調査
廣澤　伊織、山本　健、森元　能仁、神林　弾、渡部　一宏、廣原　正宜
昭和薬科大学臨床薬学教育研究センター実践薬学部門

P650-25-AM 若手薬剤師へのポリファーマシーカンファレンス、研修会の効果
林　八恵子 1、山本　圭恵 1、秋元　昴耀 1、松井　諒 1、高見　麻友 1、三原　悠 2、山口　琢 3、山口　瑞彦 1

1 近江八幡市立総合医療センター薬剤部、2 近江八幡市立総合医療センター腎臓内科、
3 近江八幡市立総合医療センター総合内科

P651-24-PM 病院薬剤師の継続的な人材確保のための採用力強化に向けた取り組み
田村　亮 1、平野　達也 2、鎌田　里紗 1、藤井　尚子 1、木下　恵 1、奥吉　博之 2、山岡　健太 1、杉上　裕 3、橋田　亨 1、
室井　延之 1,2

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸市立神戸アイセンター病院薬剤部、3 神戸市民病院機構法人本部

P652-25-AM コロナ禍における当院での薬学実務実習の取り組み
村田　翔、神田　純、芳山　健太郎、増尾　正則
湘南藤沢徳洲会病院薬剤部

P653-24-PM 演題取り下げ

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

卒後研修・研修制度
P654-25-AM 薬局薬剤師向け病院研修プログラムの検討

猪田　宏美、久保　和子、川西　秀明、村川　公央、座間味　義人
岡山大学病院薬剤部

P655-24-PM 倉敷中央病院における地域薬学ケア専門薬剤師研修の実施事例
徳田　衡紀 1、仁熊　宏樹 1、石原　泰子 1、菅　直恵 1、西田　麻以 1、赤木　晋介 1、高柳　和伸 1、河田　英之 2、 
鶴海　宏之 3、難波　安紀美 4、西宮　祐輔 5

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、2 株式会社マスカット薬局倉敷店、
3 日本調剤株式会社岡大前薬局、4 株式会社あかりファーマシー平島西店、5 株式会社モシモシＥ薬局竜操店
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P656-25-AM 中小病院の地域薬学ケア研修の取り組みと課題
津曲　恭一 1、松田　絵理菜 2、上原　智博 1、鈴木　寛人 1、東盛　裕里 1、長谷部　歩 1、平田　亮介 1、千田　祥子 1

1NHO 沖縄病院薬剤部、2 株式会社薬正堂すこやか薬局ライカム店

P657-24-PM 処方を最適化する東京理科大学アカデミック・ディテーラー養成プログラムの総括
小茂田　昌代 1,2,3、宮埼　美子 3,4、山本　美智子 5、宮崎　智 2、高橋　秀依 2、西川　元也 2,3、斎藤　顕宜 2,3、和田　毅 2、
嶋田　修治 2、青山　隆夫 2,3

1 医療法人徳洲会千葉西総合病院薬剤部、2 東京理科大学薬学部、3 一般社団法人日本アカデミック・ディテーリング研究会、
4 医療法人社団東光会戸田中央総合病院薬剤科、5 熊本大学大学院生命科学研究部

P658-25-AM コロナ禍における研修会開催状況と今後の開催形式についてのアンケート調査
大野　奈子 1、久保　萌美 1、喜多　力 1、真井　雄規 1、越野　早紀 1、金澤　沙衣 1、能登　数馬 2、田中　悠季 1、 
三本松　泰孝 1、佐藤　弘康 1、田村　広志 1

1JA 北海道厚生連帯広厚生病院薬剤部、2JA 北海道厚生連倶知安厚生病院薬剤部

P659-24-PM 薬局薬剤師による病院研修の意義についての検討
渡邉　尚也 1、猪田　宏美 2、長谷川　佳孝 3、月岡　良太 3、村川　公央 2、座間味　義人 2、大石　美也 3

1 株式会社アインファーマシーズアイン薬局岡大病院店、2 岡山大学病院薬剤部、3 株式会社アインホールディングス

P660-25-AM チーム医療を実践する薬剤師育成を目指した卒後研修カリキュラムの構築と評価
宮崎　俊明、筒井　由佳
社会医療法人近森会近森病院薬剤部

P661-24-PM 地域薬学ケア専門薬剤師の研修生受け入れによる連携への影響
高子　優子、吉岡　睦展、土田　裕貴、細見　真世、澁谷　奈穂、若松　雄太、石津　智司、近藤　万友美、森田　聡子、
西山　祐美
宝塚市立病院薬剤部

P662-25-AM 入職 4 ～ 6 年目を対象としたノン・テクニカルスキル研修から得た管理職への期待の調査
新井　亘 1、土屋　裕伴 1、増田　裕一 2

1AMG 上尾中央総合病院薬剤部、2AMG 上尾中央医科グループ協議会薬剤部

P663-24-PM 当院における保険薬局薬剤師受け入れの取り組み～アンケート結果からの考察～
高取　秀人、田中　昭洋、村富　裕貴、大西　翔太、後藤　卓也、萱野　勇一郎
大阪府済生会中津病院薬剤部

P664-25-AM 薬剤師レジデント制度の導入プロセスとその成果～学生にとって魅力ある受入体制を目差して～
小池　博文、川邉　桂、畠山　成寛、山本　幸二郎、佐橋　幸子
横浜市立大学附属病院薬剤部

一般演題（ポスター） 奇数演題：24 日（土）17:50 ～ 18:35 ／偶数演題：25 日（日）11:00 ～ 11:45

その他
P665-24-PM 当院における 4 年間の PPT 活動

手塚　博文、川上　健司、久保田　靖子、畠山　令、小林　ゆみ、高橋　佳暉、紅野　友美子、長田　真一、山本　輝代
NTT 東日本伊豆病院薬剤室

P666-25-AM 医療用医薬品の販売中止要因についての調査・分析
伊藤　麻結、若林　和貴、矢野　瑞紀、馬場　安里、高砂　美和子、幸田　恭治、北原　隆志
山口大学医学部附属病院薬剤部

P667-24-PM 脆弱性骨折後の二次骨折予防における骨粗鬆症リエゾンサービスでの薬剤師の関わり
藤井　芳範 1、鬼窪　利英 1、小平　博之 2、櫻井　利康 3、藤澤　太一 4

1 社会医療法人財団慈泉会相澤病院薬剤センター、2 同整形外科、3 同リハビリテーションセンター整形外科リハ科、
4 同リハビリテーションセンター回復期リハ科

P668-25-AM 術前中止薬に関する指示不遵守の要因解析
長崎　裕也、赤嶺　聡彦、冨澤　淳、新井　万理子、厚田　幸一郎
北里大学病院薬剤部

P669-24-PM 服薬アドヒアランス ガイドライン（NICE CG76）日本語版の作成
藤宮　龍祥 1、川口　崇 1、上田　彩 2、前田　幹広 3、川上　和宜 4、増田　純一 5、井上　岳 6、添石　遼平 7、大原　里佳 8、
益山　光一 8

1 東京薬科大学医療実務薬学教室、2 日本調剤株式会社、3 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部、 
4 がん研有明病院薬剤部、5 国立国際医療研究センター病院薬剤部、6 北里大学薬学部薬物治療学 III、 
7 八王子薬剤センター薬局、8 東京薬科大学薬事関係法規研究室

P670-25-AM 服薬支援ツール開発と有用性の検証
三枝　美和 1,2、澤井　珠紀 1、岩下　亜希子 1、村田　真弓 1、坪井　彩香 1、岩崎　剛士 1、井原　摂子 1、青島　広明 1

1 静岡県立こども病院薬剤室、2 ホスピタル・プレイ・スペシャリスト

P671-24-PM 横浜総合病院薬剤部における 2021 年度のバランスト・スコアカード活用による成果
鯉淵　寛之、稲垣　和幸、内田　仁樹、井上　純樹、倉田　武徳、廣瀬　直樹、佐村　優、谷川　浩司
医療法人社団緑成会横浜総合病院薬剤部
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P672-25-AM 中小病院の薬剤部門業務における現状と課題に関する検討 
－日本病院薬剤師会令和 3 年度病院薬剤部門の現状調査結果を用いた考察－
佐村　優、瀧　祐介、横山　敏紀、上野山　周雄、遠藤　武弘、大神　修一、宮川　哲也、吉田　明弘、荒川　隆之、 
濱浦　睦雄、筒井　由佳
一般社団法人日本病院薬剤師会中小病院委員会
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9 月 23 日（金・祝）	 ポスター会場　(Gメッセ	1F　展示ホール )

International Session (Poster) 1 17:50 ～ 18:35

Pharmaokinetics/Pharmacoynamics
IP-01 Attenuation of cardiac pathological alterations in sulfotransferase 1a1-deficient mice with chronic kidney 

failure through decreased indoxyl sulfate accumulation
Aina Nishigaki1、Yuki Narita1,2、Yuichiro Arima3、Kenichi Tsujita4、Hirofumi Jono1,2、Hideyuki Saito1,2

1Department of Clinical Pharmaceutical Sciences, Graduate School of Pharmaceutical Sciences, 
Kumamoto University, Japan、2Department of Pharmacy, Kumamoto University Hospital, Japan、
3International Research Center for Medical Science, Developmental Cardiology Laboratory, Japan、
4Department of Cardiovascular Medicine, Graduate School of Medical Sciences, Kumamoto University, Japan

IP-02 Photoisomerization of Sulindac and Ozagrel Hydrochloride by Vitamin B2 Catalyst Under Visible Light 
Irradiation
Mayuko Suga1、Kosho Makino1、Hidetsugu Tabata2、Tetsuta Oshitari2、Hideaki Natsugari3、Hideyo Takahashi1
1Department of Medicinal Chemistry, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Tokyo University of Science, Japan、 
2Department of Medicinal Chemistry, Faculty of Pharma Sciences, Teikyo University, Japan、
3Department of Medicinal Chemistry, Graduate School of Pharmaceutical Science, The University of Tokyo, Japan

IP-03 Simultaneous quantification of remimazolam and its carboxylic acid metabolite in human plasma using 
high-performance liquid chromatography-tandem mass spectrometry
Kenta Nakaya1、Satoshi Ueshima1、Mayu Kawamura1、Daiki Hira1,2、Yu Matsuura3、Tomonobu Okano1、
Kaneyuki Kawamae3、Mikio Kakumoto1

1College of Pharmaceutical Sciences, Ritsumeikan University, Japan、
2Department of Clinical Pharmacology and Therapeutics, Kyoto University Hospital, Japan、
3Department of Anesthesiology, Yamagata University, Japan

IP-04 The precision of area under the concentration-time curve of vancomycin by Bayesian approach using 
creatinine-based equations of estimated kidney function in bedridden elderly Japanese patients
Akihiro Sonoda1、Yoshitaka Iwashita1、Yukina Takada1、Ryu Hamazono1、Masahiro Kambori1、Nako Nagashima1、
Sho Shibata1、Chisa Morinaga1、Mayo Kodama1、Kazuhisa Ishida1、Hiroshi Imamura2

1Department of Pharmacy, Izumi Regional Medical Center, Japan、
2Department of Surgery, Izumi Regional Medical Center, Japan

IP-05 Development and Evaluation of Renal Function Monitoring for Vancomycin use
Hee Jung Kim1、Eunjin Lee1、Eunkyeong Choi1、Nam kyung Je2、Sung Jin Bae1

1 Department of Pharmacy, Pusan National University Hospital, Busan, Korea 
2 College of Pharmacy, Pusan National University, Busan, Korea

IP-06 Voriconazole Therapeutic Drug Monitoring and Hepatotoxicity in Critically Ill Patients in China
Taotao Wang、Quanfang Wang、Jiaojiao Chen、Sihan Li、Yalin Dong
The First Affiliated Hospital of Xi'an Jiaotong University, China

IP-07 Circulating miR-320a-3p and miR-483-5p level associated with pharmacokinetic-pharmacodynamic profiles 
of rivaroxaban
Hanxu Zhang1,2、Zhuo Zhang1、Zhiyan Liu1、Guangyan Mu1、Qiufen Xie1、Shuang Zhou1,2、Zhe Wang1、Yu Cao3、
Yunlong Tan4、Xiaohua Wei5、Dongdong Yuan6、Qian Xiang1、Yimin Cui1,2,7

1 Department of Pharmacy, Peking University First Hospital, Beijing, China、
2 School of Pharmaceutical Sciences, Peking University Health Science Center, Beijing, China、
3 Office of Drug Clinical Trial Management, Affiliated Hospital of Qingdao University, Qingdao, Shandong, China、
4 Psychiatry Research Center, Beijing HuiLongGuan Hospital, Peking University, Beijing, China、 
5 Clinical Trial Research Center, Department of Pharmacy, The First Affiliated Hospital of Nanchang University, 
Nanchang, Jiangxi, China.、 
6 Department of Pharmacy, The 7th People’s Hospital of Zhengzhou, Zhengzhou, Henan, China、 
7 Institute of Clinical Pharmacology, Peking University, Beijing, China

International Session (Poster) 2 17:50 ～ 18:35

Pharmacotherapy
IP-08 Effect of Serum Erythropoietin Concentration on Chemotherapy Induced Peripheral Neuropathy Caused 

by Weekly Paclitaxel Therapy
Chiyomi Okamoto1、Yuichiro Kurone1、Aiko Okuda2、Yoichiro Eimura2、Saori Nakagawa3、Naoto Hirata1、Shin Ohta1、
Sadahiko Shimoeda1

1Tokyo University of Pharmacy and Life Sciences, Department of Pharmacy, Pharmaceutical Health Care and Sciences, Japan、 
2Japanese Red Cross Musashino Hospital, Pharmaceutical department, Japan、
3Niigata University of Pharmacy and Applied Life Sciences, Faculty of Pharmaceutical Sciences,  
Department of Bio-Analytical Chemistry, Japan

IP-09 Analysis of Pharmacist Intervention Status for Contraindications of Concomitant Drugs through Drug 
Utilization Review
Sang Hee Lee1、Yu Jeong Lee1、Myoung joo Kim1、Da ei Jung1、Nam kyung Je2、Sung Jin Bae1

1 Department of Pharmacy, Pusan National University Hospital, Busan, Korea 
2 College of Pharmacy, Pusan National University, Busan, Korea

IP-10 Evaluation of the Effectiveness of Atropine Administration for Prevention of Acute Cholinergic Syndrome 
Associated with Irinotecan
You-Ock Choi、Eun-Ah Jo、So-Hee Lee、Ae-Ryoung Park、Jeong-Yi Yoon、Jin-Suk Kang
Department of Pharmacy, Seoul St. Mary’s Hospital, The Catholic University of Korea, Seoul, Korea
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IP-11 White Blood Cell Level at Admission in Acute Ischemic Stroke Patients are Associated with Brain 
Hemorrhage after Intravenous Thrombolysis with Alteplase
Bin Zhu、Zhigang Zhao
Department of Pharmacy, Beijing Tiantan Hospital, Capital Medical University, Beijing, China

IP-12 The Association Between the Use of Antibiotics and the Risk of Rash in Children with Infectious 
Mononucleosis: A Multicenter, Retrospective Cohort Study
Jiaxing Zhang、Juan Xie
Department of Pharmacy, Guizhou Provincial People’s Hospital, Guiyang, Guizhou, China

International Session (Poster) 3 17:50 ～ 18:35

Pharmacoepidemiology/Database
IP-13 Association of Orexin Receptor Antagonists with Falls during Hospitalization

Rintaro Sogawa、Akiko Emoto、Yuki Miyamoto、Misako Yukawa、Chisato Shimanoe
Saga University Hospital, Japan

IP-14 The risk of acute kidney injury following prescription of proton pump inhibitor and macrolide antibiotic use
Keiko Ikuta1、Shunsaku Nakagawa1、Chinami Yamawaki1、Kotaro Itohara1、Daiki Hira1、Satoshi Imai1、
Atsushi Yonezawa1、Takayuki Nakagawa1、Minoru Sakuragi2,3、Noriaki Sato2,3、Eiichiro Uchino2,3、Motoko Yanagita2、
Tomohiro Terada1

1Department of Clinical Pharmacology and Therapeutics, Kyoto University Hospital, Japan、 
2Department of Nephrology, Graduate School of Medicine, Kyoto University, Japan、
3Department of Biomedical Data Intelligence, Graduate School of Medicine, Kyoto University, Japan

IP-15 Analysis of adverse events with nintedanib using the Japanese Adverse Event Spontaneous Reporting 
Database
Masaki Fujiwara1,2、Mayako Uchida3、Yoshihiro Uesawa4、Tadashi Shimizu2、Hiroaki Ikesue1、Nobuyuki Muroi1
1Department of Pharmacy, Kobe City Medical Center General Hospital, Kobe, Hyogo, Japan、 
2School of Pharmacy, Hyogo Medical University, Kobe, Hyogo, Japan、
3Department of Education and Research Center for Pharmacy Practice, Faculty of Pharmaceutical Sciences,  
Doshisha Women's College of Liberal Arts, Kyotanabe, Kyoto, Japan、
4Department of Medical Molecular Informatics, Meiji Pharmaceutical University, Tokyo, Japan

IP-16 Evaluation of Cardiac Adverse Events Associated with Carfilzomib Using a Japanese Real-World 
Database
Shuhei Nakao1、Mayako Uchida2、Aya Satoki1、Kenya Okamoto1、Yoshihiro Uesawa3、Ken-ichi Kiyomiya1、
Tadashi Shimizu1

1Department of Pharmacy, Hyogo Medical University, Japan、
2Department of Education and Research Center for Pharmacy Practice, Faculty of Pharmaceutical Sciences,  
Doshisha Women's College of Liberal Arts, Japan、 
3Department of Medical Molecular Informatics, Meiji Pharmaceutical University, Japan

IP-17 Intestinal microbiome associated with immune-related adverse events for patients treated with anti-PD-L1 
inhibitors, a real-word study
Wenhui Liu1,2、Fang Ma3、Bao Sun1,2、Yiping Liu1,2、Zhiying Luo1,2

1Department of Pharmacy, The Second Xiangya Hospital, Central South University, Changsha, China  
2Institute of Clinical Pharmacy, Central South University, Changsha, China 
3Department of Oncology, The second xiangya hospital, Central south university, Changsha, China

IP-18 Pharmaceutical and Medical Device Act and Traceability of Pharmaceuticals for patient safety in Japan
Takao Orii1,2、Koichi Uemura3

1Tokyo Healthcare University, Japan、2GS1 Healthcare Japan、3GS1 Japan

IP-19 Comprehensive analysis of ixazomib-induced adverse events using the Japanese pharmacovigilance 
database
Kenta Yamaoka1,2、Masaki Fujiwara1,2、Mayako Uchida3、Yoshihiro Uesawa4、Tadashi Shimizu2、Nobuyuki Muroi1
1Department of Pharmacy, Kobe City Medical Center General Hospital, Kobe, Hyogo, Japan 
2School of Pharmacy, Hyogo Medical University, Kobe, Hyogo, Japan 
3Department of Education and Research Center for Pharmacy Practice, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Doshisha 
Women's College of Liberal Arts, Kyotanabe, Kyoto, Japan 
4Department of Medical Molecular Informatics, Meiji Pharmaceutical University, Tokyo, Japan




